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口絵・本文イラスト／カワイチハル







　市いち瀬せ結ゆう希きは弁当箱を包んでいたナプキンの結び目を解ほどいた。

　現れたのは天然杉すぎの曲げわっぱだ。吸きゆう湿しつ性があってごはんを美味おいしく保てるとのことで、奮発して購こう入にゆうしたお気に入りの弁当箱である。

　でも今日は、作り置きと昨夜ゆうべの残り物をつめただけなんだよな……。

　本当は朝にだし巻きを作る予定だったのに、時間がなくて焼けなかったのだ。

　大学に入って一人暮らしを始めて約七ヶ月。平日は必ず弁当を持参しているが、こんなことは初めてである。

「市瀬、今日も手作り弁当なんだ」

「毎日よく続くよね。凄すごい。私には絶対無理」

「俺も無理だなあ。週一でもきついわ」

　話しかけてきたのは、同じ料理サークルに所属する友人たちだ。

　彼らが机に下ろした盆ぼんの上には、各おの々おののランチが載のっている。カレーライス、ラーメン、定食、と様々だが、弁当はひとつもない。料理サークルとはいっても、女性はお菓か子し作りがメイン、男性はバーベキュー等のアウトドア料理を作るのが好きな人ばかりで、家庭料理には縁えんがないのだ。

　緩ゆるく暖だん房ぼうがきいた大学の食堂は大勢の学生で賑にぎわっているものの、やはり弁当は少数派である。

「毎日って言っても、毎朝全部作ってるわけじゃないけどな」

「それでも凄いよ。ヘルシーだし、冷食もほとんど使ってないんでしょ」

　様々な種類のケーキを作るのが得意な女子学生、高たか木ぎが感心したように言う。

「せっかく毎日作ってるんだから、インスタとかツイッターに上げればいいのに」

　キャンプ料理なら任せろと豪ごう語ごする男子学生、大おお堀ほりに言われて、結希は苦く笑しようした。

「や、俺インスタやってないし、ツイッターも自分じゃほとんど呟つぶやかないから。だいたい、俺が作るおかず、全然映ばえないしな」

　あー、と友人たちは納なつ得とくの声をあげる。

　曲げわっぱに隙すき間まなくつめてあるのはごはんと茄な子すと豚ぶた肉にくの煮に物もの、カボチャの煮つけ、牛蒡ごぼうと人にん参じんのきんぴら、ちくわの炒いため物、ほうれん草のおひたし、昆こん布ぶの佃つくだ煮に、である。

　ヘルシーには違ちがいないが、全体的に色が暗い。高級感はもちろん、可愛かわいらしさもお洒落しやれさもない。

「この前バイト先が潰つぶれたって話しただろ。できるだけ切り詰つめてるから、見た目だけじゃなくて内容も質素だぞ。この昆布の佃煮だって、出だ汁しとった後の昆布使ってるし」

　たまにサークルの男友達に教わった豪ごう快かいな肉料理を作ったり、女友達に教わったケーキを焼いたりするものの、一週間ほど前、バイトをしていたコンビニが潰れてしまって金欠状態にある今は、肉料理もケーキもなしだ。

　だからといって特に不満があるわけではない。昔ながらの地味なおかずは慣れているから作りやすいし、何よりそういうおかずが好きなのだ。

「確かに、全体的にお祖ば母あちゃんぽくはあるよね……」

　弁当を見てしみじみとつぶやいたのは、アプリを使わず「エモい」料理に見えるように撮さつ影えいすることに命をかけている女子学生、助すけ川がわである。

「だろ。祖じ父いちゃんに習ったのがほとんどだからなあ。だし巻きを入れられたらちょっとは明るくなったと思うんだけど、今朝寝ね坊ぼうして」

「え？　でもちゃんと一限には出てたじゃん」

「一限には間に合ったけど、起きるのが十五分遅おそかったんだよ。なんか変な夢みちゃって。スマホの目覚ましセットしたはずなのに、アラームも鳴らないし」

　言って、カボチャの煮つけを頰ほお張ばる。ほんのり甘くて旨うまい。

　でも祖父ちゃんの味には敵かなわないんだよな。

　三年前に病で亡なくなった母方の祖父は、若い時分に祖母を事故で亡くした後、小さな食堂を一人で切り盛りしていた。結希は祖父が料理しているところを見るのが好きだったから、長い休みには決まって、電車で四十分ほどの距きよ離りにある店を訪ねた。材料を切ったり煮たり焼いたりして、いろんな調味料を混ぜると、凄く美味しいものができる。幼い頃ころは魔ま法ほうのように感じた。結希が料理好きになったのは、間違いなく祖父の影えい響きようである。

「変な夢ってどんなの？」

　オムライスを口に運びつつ尋たずねてきた大堀に、うーんと首を傾かしげる。

「小さい動物……、たぶん狸たぬきかアライグマだと思うんだけど、そいつが明日あしただし巻きを食べに行くから、用意しとけって言うんだよ」

「なんだそれ。つか、なんで狸？」

「さあ、わかんねえ。夢だから理由なんかないんだろうけど」

　いつもは夢を見ても忘れてしまうことが多いが、昨夜の夢はやけにはっきりと覚えている。

　結希は狸、もしくはアライグマと共に広い和室にいた。

　床とこの間には月夜を描えがいた掛かけ軸じくがかかっており、ススキが二本活いけられていた。そういやこの前、中秋の名月だったな、と思ったことを覚えている。

　その狸──アライグマかもしれないが、とりあえず狸ということにしておこう──は、上座に置かれた立派な座ざ布ぶ団とんにちょこんと座っていた。

　対する結希は下座に正座していた。座布団はなしである。狸の方が完全に立場が上だった。

　わしの名は鉄てつ太た郎ろう。淡あわ路じの国くににおわす芝しば右衛え門もん様の弟で子しや。

　ふんぞり返って自己紹しよう介かいをした狸は、厳いかめしい口調で続けた。

　イズミがだし巻きが食べたいと言うてる。明日、だし巻きを作れ。おまえの祖父様に習なろた通りに作るんやぞ。ええな。

　偉えらそうな物言いだったものの、高い声は小学校低学年くらいの子供のようだった。

　だし巻きは朝作るつもりだったから、夢に出てきても不思議じゃない。

　でも、イズミって誰だれなんだ。

　なんで狸なのかも謎なぞだし、狸が関西弁を話していたのも謎だ。

　結希も両親も関西の出身ではない。親しん戚せきにも、関西に住んでいる者はいない。

　いずれにしても、今まで一度も見たことがない奇き妙みような夢だった。

「だし巻きが食べたい狸かー。なんか人間くさいね」

「狸の好物って何だっけ。油あぶら揚あげだっけ？」

「油揚げが好きなのは狐きつねだろ」

「案外玉子が好きだったりして」

　賑やかに話す友人たちに笑ったそのとき、椅い子すの背にかけておいたバッグの中でスマホが音をたてた。画面を確かく認にんするが、何も表示されていない。

　今朝はアラームが鳴らなかったし、壊こわれてんのかな……。

　不ふ審しんに思ったものの、それ以降は普ふ通つうに使えたので、すぐに忘れてしまった。










　講義を終えて大学を出た結希は、近所のスーパーへ足を運んだ。

　広告アプリで玉子と鶏とりの胸肉、ほうれん草、醬しよう油ゆが安いことはチェック済みだ。

　今日の晩ご飯はオムライスにしよう。

　ほんのりバターの香かおりがするチキンライスと、薄うすく焼いた玉子が特とく徴ちようのオムライスは、祖父が結希のためによく作ってくれた。店でも人気のメニューだった。

　美味しい料理は食べたいが、高級な料理には興味がない。

　そんな価値観を持つようになったのは、やはり祖父の影響だと思う。

　一人ひとり娘むすめである母は、祖父に教わっただけあって料理下べ手たではなかったが、料理好きというわけではなかった。ごく普通の会社員である父と結けつ婚こんしたのも、食堂を継つぐ意志がなかったからだ。祖父もそれでいいと言ったらしい。

　結希が高校へ入学すると同時に、母はパートとして働いていた会社で正社員となり、忙いそがしくなった。結希が夕飯作りを引き受けたのは、ごく自然な流れだった。所属していたバドミントン部は緩い活動しかしていなかったので、それなりに時間がとれたのだ。

　最初に作った煮物を食べた母は、お父さんの味がする！　と衝しよう撃げきを受けていた。父も、ほんとだ、お義父とうさんと同じ味だね、と感心していた。

　全く同じレシピで作っても同じ味にはならない。材料や分量が同じでも、切り方や混ぜ方が違うからだ。その証しよう拠こに、母が作るおかずは祖父の味とは微び妙みように違っていた。

　でも、俺の味は祖父ちゃんの味に近いんだ。

　誇ほこらしい気持ちで、当時、まだ元気で店をやっていた祖父に電話で報告すると、彼は嬉うれしげに笑った。おまえのお母さんより、おまえの方が飲み込みが早いし、料理のセンスもあるからなあ。

　祖父ちゃんが亡くなったの、あの電話から半年くらい後だったんだよな……。

　急な葬そう儀ぎだったにもかかわらず、常連客がたくさんやって来た。祖父が作る料理と食堂がいかに愛されていたかを思い知らされた。

　日常に戻もどった結希は、祖父に習った料理を作ることで悲しみと喪そう失しつ感かんを紛まぎらわせた。祖父ちゃんはこう言ってたな、こういう風にやってたな、と改めて思い出しながら料理をすると、少しずつ前向きな気持ちになれた。祖父ちゃんはいなくなっちゃったけど、祖父ちゃんの味は俺の中にある。祖父との確かなつながりを実感して、料理を習っておいてよかったとしみじみ思った。

　スーパーで特売品を購こう入にゆうした結希は、軽い足取りで家路についた。頰ほおにあたる風がひんやりとしている。秋の深まりと同時に、日が暮れると気温が下がるようになった。もうすぐ鍋なべやシチューが美味おいしい季節だ。

　そろそろ次のバイトを探さないとな。

　鍋やシチューに入れると旨い牡か蠣きや鱈たらなどの魚ぎよ介かい類るいは、たとえ旬しゆんでもお高めなのだ。

「よし、とりあえず今日はオムライスを作るぞ！」

　エプロンを身につけ、キッチンで一人気合を入れたそのとき、ポン！　と何かが弾はじけるような音がした。反射的に振ふり返る。

　ベッドの脇わきに小型犬がいた。１Ｋの狭せまい部屋なので、その姿はすぐ近くに見える。

　──いや、犬じゃない。

　目の周りが黒い。尻尾しつぽが太い。狸だ。

　えっ、どこから入ってきたんだ。ていうか、マジで狸？

　ぎょっとして固まっている間に、狸が駆かけ寄ってきた。幻げん覚かくじゃなくて本物ですよと告げるように、トトトトト、と足音がする。

「なんでオムライスや。わしはだし巻きを作れて言うたはずやぞ」

　夢で聞いた子供の声が文句を言う。

　うわ、しゃべった！

「泉水いずみにおまえのだし巻きを食べさせんとあかんのや。さっさと作らんか」

　あ、自分が食べるんじゃないんだ。

　いやいや、そんなことより、なんだこれ！

　夢でも見ているのだろうか。

　結希は自分の頰を思い切り引っ張ってみた。──痛い。

「阿あ呆ほう、これは夢やない。まったく、察しの悪い奴やつやな」

　フンと鼻を鳴らした狸は、おもむろに立ち上がった。

「わしは芝右衛門様の弟子や。粗そ末まつに扱あつかうと罰ばちが当たると心得よ」

　大おお威い張ばりで言われて、はあ、と結希は間の抜ぬけた返事をした。

　そういえば昨夜ゆうべの夢に出てきた狸も、イズミとシバエモンという名を口にしていた。

　シバエモンて誰だよ、という疑問はすぐに、もっと根本的な疑問にかき消される。

　何なんだこれ。ＡＩ搭とう載さいのロボットか何かか？

　ロボットだとしても、なぜ突とつ然ぜんこの部屋に現れたのか。

　すると狸はムッとした様子で、トントントン！　と足を踏ふみ鳴らした。

「わしはえーあいやないし、ろぼっとでもない！　ありがたい神しん獣じゆうや！　わけのわからん物と一いつ緒しよにするな！」

　心の内を読まれていることに驚おどろきつつ、結希は思わずつぶやいた。

「しんじゅう、ですか」

　敬語になってしまったのは、狸が終始偉そうだったせいだ。

「そうや。わしは神に等しい。その神がだし巻きを作れと言うてるんや。早はよう作れ」

　結希は狸を見下ろした。狸もこちらをじっと見上げてくる。

　今まで幽ゆう霊れいや妖よう怪かいを見たことは一度もない。不思議な体験をしたこともない。いわゆる霊感はゼロである。

　でも、目の前に狸たぬきがいるのは事実だし、その狸がしゃべってるのも事実だ。

　頭が痛いわけではない。意識も感覚もはっきりしている。幻覚を見ているわけではなさそうだ。

「じゃあ、まあ、作りますけど……」

「うむ、作れ」

　重々しく頷うなずいた狸を横目に、結希は冷蔵庫から作り置きしてある水出しの出だ汁しを取り出した。

「だし巻き、イズミさんに食べさせたいんですよね。イズミさんは一緒じゃないんですか？」

「あいつはほてるで待っとる」

「旅行中ですか」

「久々の里帰りや。一ひと月つき前までは、よーろっぱをまわっとった」

「よーろっぱって、欧おう州しゆうのヨーロッパですか？」

　首を傾かしげていると、狸はバカにしたようにフンと鼻を鳴らした。

「おまえは阿呆か。欧州の他ほかのどこによーろっぱがある。いぎりす、ふらんす、どいつ、おおすとりあ、いたりあ、今回はぽーらんどにも行ったぞ」

「えーと……、鉄太郎さんも一緒にですか？」

「そうや。わしは泉水の守り神やさかいな」

　どこまで本当の話かわからないので、へー、と曖あい昧まいに頷く。何はともあれ、この狸は自分が食べたいからではなく、イズミという人物のために動いているらしい。

　そこは素す直なおに感心してもいいのではないか。

　でもなんで作るのが俺で、なんでだし巻きなんだろう。

　首を傾げつつ玉子液を熱したフライパンに落とすと、じゅー！　と良い音がした。たちまち玉子の焼ける香りが立ち上る。

「おお、ええ匂においや」

　すぐ後ろで声がして肩かた越ごしに振り返ると、そこには狸の顔のアップがあった。真っ黒い瞳ひとみをキラキラさせてフライパンを覗のぞき込んでいる。その体は、当たり前のように宙に浮ういていた。

　──なんかもう、いろいろだめだ。

　本来なら怖こわがったり、己おのれの正気を疑ったりするべきなのだろうが、あまりに突とつ飛ぴすぎて、ただただ困こん惑わくしてしまう。

　とにかく、一刻も早くだし巻きを焼いてしまおう。

　だし巻きを「イズミ」に食べさせれば、この奇き妙みような獣けものは結希の前から消えてくれるはずだ。










「ちょっと……、イズミさん、ほんとにこんなとこに泊とまってるんですか……？」

　保温ができる弁当箱を肩かたから下げた結希は、夜空にそびえる巨きよ大だいなビルを仰あおいだ。

　結希のような庶しよ民みんでも名前だけは知っている、有名な高級ホテルである。もちろん泊まったことは一度もない。

「そうや。かれこれ一週間泊まっとる」

「え、マジで……？　めちゃくちゃセレブじゃないすか……」

　だし巻きが完成してやれやれと思っていると、すぐに届けろと言われた。

　なんで俺が持って行かなくちゃいけないんですか。鉄太郎さんが届けてくださいよ。

　思わず不満を漏もらした結希に、鉄太郎はカッと目を見開いた。

　泉水が気に食わんかったら、次はどうしたらええか聞かんとあかんやろが。

「こんな高級ホテルに連れん泊ぱくしてるんだから、イズミさんて相当お金持ちですよね。ホテルの料理人か誰だれかに言って作ってもらえばよかったのに」

　ビルを見上げたまま言うと、鉄太郎は重々しい口調で答えた。

「作らせたけど気に入らんかったんや。食欲がない言うて、このところ乾かん燥そうした四角い塊かたまりばっかり食べとる」

「乾燥した四角い塊」

「かろりーなんちゃらいうやつや」

　ああ、と結希は頷いた。要するに、まともに食事をとっていないのだ。

　でも一流の料理人が作ったのが気に入らないんなら、俺が作ったのなんかもっと気に入らないだろ。

「おまえは特別やから、きっと大だい丈じよう夫ぶや」

「どこが特別なんですか。調理師の学校へ行ってるわけじゃないし、料理の修しゆ業ぎようをしたわけでもないのに」

「その説明は後や。ええから早はよう行け」

　脇を通りかかった人が訝いぶかしげにこちらを窺うかがうのがわかった。

　鉄太郎はスマホに化け、結希のジャケットのポケットに収まっている。傍はたから見れば、結希は一人でしゃべっているように見えるはずだ。

　アパートを出る直前、ポン！　という音と共に鉄太郎は煙けむりに包まれた。瞬またたく間に煙が晴れたかと思うと、そこにはスマホがあった。さあ行くぞ、わしを連れて行け、とスマホが偉えらそうな口をきいて、結希はあんぐりと口を開けた。

　鉄太郎さんが化けたスマホだったから、アラームが鳴らなかったのか！

　俺のスマホはどこですか、と恐おそる恐る尋たずねると、机の上にあると言われた。事実、スマホはローテーブルの上に置かれていた。

　呆あつ気けにとられたまま、早はよう、早はよう、と急せかされてタクシーに乗り、たどり着いたのがこのホテルというわけだ。ちなみにタクシー代は、いつのまにかジャケットのポケットに入っていた。どうやら鉄太郎が出してくれたらしい。

「もしホテルの警備員に止められたら、鉄太郎さんが何とかしてくださいよ」

「わかっとるわかっとる」

　結希はおっかなびっくりホテルへ入った。ロビーは驚くほど天てん井じようが高い。カジュアルな服装の人もちらほらいてほっとする。

　ぎくしゃくとエレベーターに乗り、ようやく鉄太郎に聞いていた部屋にたどり着いた。

　一応ノックしようとしたが、その前に勝手にドアが開く。

　うわ、と思わず声をあげると、また、ポン！　という音がした。

　ジャケットのポケットから飛び出したスマホが、一いつ瞬しゆんで狸の姿になる。

「泉水、泉水、戻もどったぞ。ちゃんと作らせたよって」

　トトトト、と駆かける鉄太郎を、結希は慌あわてて追いかけた。入り口に一人取り残されるのも、それはそれで怖い。

　鉄太郎は標準的な部屋だと言っていたが、庶民感覚からすると、かなり広かった。向かい側の壁かべ一面は全すべてガラス張りになっており、美しい夜景が広がっている。

　その夜景と対面するように、アイボリーのソファが置かれていた。

　こちらに背を向けて腰こしかけていたのは若そうな男だ。どうやら「イズミ」は女ではなく男だったらしい。

「もういいって言っただろ」

　素っ気なく言い放った低い声は、甘い響ひびきを持っている。

　鉄太郎は怒おこるどころか、必死に言いつのった。

「ええことない。修しゆう二じの孫を探し出して焼かせたんや。今度こそ大丈夫や」

　修二は、母方の祖父の名前だ。

　っていうことは、このイズミって人は祖じ父いちゃんの知り合いか。

「孫……？」

　男はソファに腰かけたまま振ふり返った。

　うわ、物もの凄すごいイケメンだ……！

　否いな、イケメンという言葉では軽すぎる。美形というべきだろう。

　直線的な眉まゆ、くっきりとした二重の瞳、通った鼻筋、すっきりとした形の良い唇くちびる。芸能人でもなかなか見かけない美び貌ぼうだが、手足が長く、肩かた幅はばが広いので軟なん弱じやくな印象は受けない。

　年ねん齢れいは恐らく結希と同じくらいだろう。しかし人ごみに完全に溶とけ込む地味顔で、なおかつ中肉中背の結希とは、何もかもが正反対である。

　俺が知らないだけで、もしかしたらモデルとか俳優なのかも。普ふ通つうのセーター着てデニム穿はいてるだけなのに、凄すごいオーラっていうか、存在感だし。

　あまりにきれいで目が離はなせない。

　男の方も、結希を頭から足の先までじろじろと見つめた。やがて眉をきつく寄せる。

「なんだ、こいつは」

　結希は一瞬で我われに返った。

　初対面で挨あい拶さつもなしに、その言い方はないだろう。

「せやから修二の孫や。おい、突つっ立ってんとだし巻きを出せ」

　ソファの背中から顔を出した鉄太郎が催さい促そくする。

「はあ、まあいいですけど……」

　ムッとしつつも、結希は男──イズミと鉄太郎に歩み寄った。

　いかにも高級そうなローテーブルが傷つかないように、そうっと弁当箱を置く。

「あの、なんで祖父ちゃんの名前を知ってるんですか？」

　一応敬語で尋ねると、沈ちん黙もくが落ちた。

　イズミは仏ぶつ頂ちよう面づらで黙だまっている。彼の隣となりに座った鉄太郎が、返事を催促するように前まえ脚あしでトントンと長い脚を叩たたいた。イズミは警けい戒かい心しんを漲みなぎらせたまま口を開く。

「……子供の頃ころ、しゅうまんに何度か行ったことがある」

　しゅうまん──「修万」は祖父の店の屋号だ。

　今はもう存在しない店の名前まで知っているのだから、本当に行ったことがあるのだろう。

「よく俺が孫だってわかりましたね」

「それはわしが突き止めた。血の匂いをたどれば、そないに難しいことやなかったぞ」

　鉄太郎が得意げに鼻をぴくぴくと動かす。

　要するに、祖父ちゃんが食堂で出してただし巻きが食べたかったのか。

　そんなに悪い人じゃないのかも……。

　一流ホテルの料理人より、祖父が作っただし巻きの方がいいだなんて、なんだか誇ほこらしい。

「祖父ちゃんのよりは美味おいしくないと思うけど、どうぞ」

　箸はしを添そえて弁当箱を差し出したが、イズミは膝ひざの上に握にぎり拳こぶしを置いたままだ。

　食べたくない、と全身で拒きよ絶ぜつされている気がして、またムッとしてしまう。

　俺だって好きでこんなところに来たわけじゃないんだぞ。

　結希の怒いかりが伝わったのか、鉄太郎がまたトントンとイズミの脚を叩く。

　イズミは渋しぶ々しぶ弁当箱を受け取った。

「変な物もんは入ってへん。わしがちゃんと見てたさかい安心せえ」

　鉄太郎に促うながされ、小さく頷うなずいて箸を手にとる。よく手入れされた爪つめと長い指は、滑なめらかに箸を操あやつった。だし巻きを小さく切り分け、その欠片かけらをゆっくりと口に入れる。

　何度か咀そ嚼しやくしたイズミは目を見開いた。今度は大きく切って大だい胆たんに頰ほお張ばる。

「どうや、旨うまいか？」

　鉄太郎の問いに、イズミは無言で頷いた。

「修二の味か？」

　イズミは今度も無言で頷く。だし巻きを食べるのに忙いそがしくて言葉を発する間がないようだ。

　自分が作った料理に誰だれかが夢中になっている様子を眺ながめるのは、悪い気分ではない。我知らず頰ほおが緩ゆるむ。

　ほっと息をついた鉄太郎は、こちらを振り返った。

「ようやったぞ。褒ほめてやる」

「はあ、どうも」

　同じくほっと息をついていると、イズミが鉄太郎に弁当箱を差し出した。

「ええのか」

「ん」

「そしたらひとつよばれよう」

　鉄太郎は小さな両手で玉子を器用につかみ、ぱくりと頰張った。

　もぐもぐと咀嚼した直後、太い尻尾しつぽが、ぶわ、と更さらに太くなる。

　真っ黒いつぶらな瞳ひとみが、まっすぐにこちらを見上げてきた。

「なかなか旨いぞ、修二の孫」

「そうですか？　よかったです」　>>>♥

　我知らず笑え顔がおになった結希の目の前で、一人と一いつ匹ぴきはもぐもぐとだし巻きを食べた。

　物凄い美形と狸たぬきがだし巻きを分け合う様は、なんだか微笑ほほえましい。

　やがてイズミは残りのだし巻きを全てたいらげた。小さな声で、ごちそうさまでしたとつぶやく。

　おお、食後の挨拶はちゃんとできるんだ。

　やはり思ったほど嫌いやな奴やつではないのかもしれない。

　とはいえ、しゃべったり化けたりする狸にも、高級ホテルに連れん泊ぱくする美形セレブにも、これ以上関かかわるつもりはない。

　うっかりほっこりしちゃったけど、この状じよう況きよう、物凄く変だから！

「お粗そ末まつさまでした。じゃ、俺はこれで」

　手早く弁当箱をしまって立ち上がろうとすると、待たんか、と鉄太郎に止められた。

「おまえにはまた、だし巻きを作ってもらわねばならんかもしれん」

「えっ、なんでですか」

「泉水の調子が元に戻るかどうかわからんからや」

「調子って……、どこか具合でも悪いんですか？」

　改めてイズミを見つめると、鉄太郎、とそのイズミが不ふ機き嫌げんな声で呼んだ。

「もういい。この男は僕のことを知らないようだし、事情を話す必要はない」

「そういうわけにはいかん。おまえには何としても、前のように演奏できるようになってもらわんと。泉水はな、ぴあにすとや」

　ひたと見上げて言われて、ピアニスト、と結希はくり返した。

「そや、六年前に海外のこんくーるで優勝した有名なぴあにすと、円えん城じよう泉水や。よーろっぱのこんさーとつあーは絶賛されたし、この日ひノの本もとでもあっちこっちの音楽ほーるで演奏しとる。雑誌やらてれびの取材も仰ぎよう山さんくる。名前くらい聞いたことあるやろう」

　まるで自分のことのように自じ慢まんする鉄太郎に、はあと曖あい昧まいに頷く。

「俺、クラシック音楽に興味がないからわかんないです。すみません」

「なんやと！　なんとつまらん奴や！　泉水の音楽はそれはそれは素す晴ばらしいんやぞ！　その昔、神々に音楽を奉ほう納のうしとった一族の末まつ裔えいだけあって、まさに天上の調べや！　それを知らんとは！」

　憤ふん慨がいして手足をバタバタ動かす狸を、鉄太郎、とまたイズミが不機嫌に呼んだ。

「だからもういいと言ってるだろう。だし巻きは確かに修万の味だったけど、それで弾ひけるようになるとは思えない」

「昔懐なつかしい料理を食することは、心にも体にも効くはずや。すぐには無理でも、少しずつでも元に戻もどるかもしれんやろ」

「別に戻らなくていい。もううんざりだ」

「ええわけがあるか！　おまえのぴあのの才はこの世に二つとない宝や！」

　結希は喧けん々けん囂ごう々ごうと言い合うイズミと鉄太郎を眺めた。

　よくわかんないけど、この人、ピアニストなのにピアノが弾けなくなってるんだ。

　改めてイズミに視線を向ける。整った目鼻立ちにばかり気をとられていたが、顔色が良くない。目の下にうっすらと隈くまが浮ういている。

　──人が元気になるのは、実はそんなに難しいことじゃない。

　ふいに祖父の言葉が耳に甦よみがえった。

　旨い飯を食って腹いっぱいになったら、大たい抵ていの奴はそこそこ前向きになるもんだ。

　暗い顔をしていた人が祖父の料理を食べるうちに、明るいとは言わないまでも、なんだかほっとした顔になっていたことを思い出す。そんな客を見て、祖父は嬉うれしそうに目を細めていた。

　祖じ父いちゃんは凄すごい。めちゃくちゃカッコイイ。

　僕も祖父ちゃんみたいに、誰かを元気にできたらいい。

　あの、と声をかけると、一人と一匹にキッとにらまれた。

「なんだ！」

「なんや！」

　妙みようなところで気が合ってるな……。

　笑っている状況ではないのだが、美形と狸という組み合わせがなんとも言えずおかしい。

「また食べたかったら、言ってくれれば作りますから」

　そんな風に言ってしまったのは、祖父の笑顔が脳のう裏りに浮かんでいたせいだ。

　祖父ちゃんの味を食べたがってる人を放置するのは、祖父ちゃんに申し訳ない気がする。

　そうか！　と嬉しそうな声をあげた鉄太郎とは反対に、イズミは秀しゆう麗れいな顔をしかめた。

「もう来なくていい。それより、今日ここへ来たことは誰にも言うなよ。金がほしいなら僕が払はらってやるから」

　鉄太郎はキッと泉水をにらんだ。

「またおまえはそういうことを言う！」

「金目当てでマスコミに売られるかもしれないだろ。あいつだって僕の情報を平気で流しただろうが。こいつがそうことしないって保証はあるのか」

　再び始まった言い争いを、はいはいはい！　と手を打つことで止める。

　イズミと鉄太郎は驚おどろいたらしく、そろってこちらを向いた。

「今日のだし巻きのお金はいりません。ただ、これからもし何か作るんだったら材料費はもらいます。俺も学生で、そんな余よ裕ゆうがあるわけじゃないんで。あと、俺は鉄太郎さんに頼たのまれたから来ただけで、金銭目的でここへ来たわけじゃありませんから。それじゃ！」

　一息に言い切って、これ以上言い争いに巻き込まれないように、そそくさと部屋を後にする。

　泉水はもちろん、鉄太郎もついて来なくてほっとした。










　円城泉水。二十二歳。国こく籍せき日本。東京在住。

　十二歳で渡と米べいし、音楽院で一流のピアニストに学ぶ。

　三年後、ヨーロッパへ移住。そこでまた別の音楽院に入り、別のピアニストに師事。

　十六歳で大きな国際コンクールで優勝し、その後もいくつかの権けん威いあるコンクールで優勝。ヨーロッパの名だたるオーケストラと共演。自身のコンサートツアーも行っている。

　類たぐいまれな美び貌ぼう故ゆえに「ピアノの貴公子」と呼ばれ、特に女性に圧あつ倒とう的な人気があるらしい。コンサートのチケットは即そく完売だという。

　父方の祖父はピアニストで指揮者、故人である祖母は旧華か族ぞく出身の作曲家、父親は指揮者。母方の祖父は某ぼう企き業ぎようの創業者一族、祖母は音楽大学の教授、母親はバイオリニスト、伯お母ばはオペラ歌手。そのほとんどが、日本ではなくヨーロッパかアメリカに住んでいる。

　ホテルから戻った後、ネットで「円城泉水」を検けん索さくすると、大量の写真と共にこれらの情報が簡単に出てきた。写真に写った美しい青年は、間ま違ちがいなくホテルにいた男だった。

　夢じゃなかったんだ、と愕がく然ぜんとすると同時に、その華か麗れいな経歴に引いた。

　ひいいい、こえええ……！　というのが正直な感想だ。

　結希の両親はごく普ふ通つうの会社員である。父方の親しん戚せきたちもほとんどが会社員だ。しかも全員が経理畑か技術畑で働いている。一人、高校で教きよう鞭べんをとっている叔お母ばがいるが、彼女は数学の教師だ。経済学部を選んだ結希を含ふくめ、数字好きの一族なのである。まだ学生の従兄弟いとこたちも、芸術には縁えんがない。母方の祖父だけが唯ゆい一いつの自営業だった。

　しかも俺なんか、一回も外国へ行ったことないし。

　あの高級ホテルでの出来事が夢ではなかったとしても、完全に別世界の人だ。

　ていうか、なんであんなセレブが祖父ちゃんの店でだし巻きを食べてたんだ……。

　謎なぞすぎる。

　謎といえば、セレブなピアニストに、関西弁の狸たぬきの神様がくっついている理由も謎だ。

　翌日、いつも通りに大学へ行ったものの、こんなことがあったと話す気にはなれなかった。実際に体験した結希が、現実だと信じ切れていないのだ。友人たちがまともに取り合ってくれるわけがない。

　一日が経たち、二日が経ち、三日が経った。

　狸も泉水も現れず、結希は普ふ段だん通りに大学へ通って講義を受け、自分の弁当と食事をこつこつと作った。

　最初は泉水の冴さえない顔色を思い出し、あの人は栄養補助食品じゃないご飯をちゃんと食べてるだろうか、ピアノ弾けるようになったかな、などと考えたりした。

　簡単に検索しただけだったからか、泉水がスランプに陥おちいっている情報は出てこなかった。泉水はＳＮＳを一いつ切さいやっていなかったので、余計に出てこなかったのかもしれない。

　いずれにせよ深く追求しなかった。憶おく測そくや推測で書かれた情報を得たところで意味はない。

　ともあれ、あまりにも現実離ばなれした出来事だったせいか、次し第だいにあれは白昼夢だったんだと思うようになった。ネットか雑誌でたまたま泉水を見かけ、その端たん整せいな容貌が意識に残っていた。それで妙な夢を見てしまった。

　狸はまあ、どこかで信楽しがらき焼やきの置物でも見たんだろう。

　そんな風に切り替かえた四日目。牛乳とジャガイモ、ピザ用チーズが安いことをアプリでチェックした結希は、友人たちと別れて大学を出た。明日は土曜日で講義はない。特に出かける予定もないので、バイトを探しに行こうかと考える。

「おい、修二の孫」

　スーパーへと歩き出した背中に声をかけられ、結希は振ふり返った。

　立っていたのは、チャコールグレーのダッフルコートを身につけた小太りの男だ。くりっとしたつぶらな瞳ひとみと丸い鼻、という愛あい嬌きよういっぱいの顔立ちである。十代の半ばにも見えるし、三十をすぎているようにも見える。

　──この人、鉄太郎さんだ。

　直感でわかってしまった自分が怖こわい。

「どうも、こんにちは……」

「やっぱり調子が戻らんのや。これからうちへ来てだし巻きを作れ」

　偉えらそうな物言いは鉄太郎そのものである。

「うちって、この前のホテルですか？」

「違ちがう。まんしょんを買こうたよって、そこへ行く」

「買ったって……」

「おまえにもういっぺんだし巻きを作ってもらおうて言うたら、泉水がまんしょんを買こうたんや。ほてるでは自由に料理できんやろ」

「もしかして、それだけのためにマンション買ったんですか？」

「そうや」

　あっさり頷うなずいた鉄太郎に、ええー……、と結希は小さく声をあげた。

　ネットの情報では、円城家は代々お金持ちのようだったから、泉水の金銭感覚は庶しよ民みんとはかけ離はなれているのだろう。しかし、この狸の神様も金銭感覚がおかしい。

「……行ってもいいですけど、材料費はもらいますよ」

「材料費だけやのうて報ほう酬しゆうも渡わたす」

「え、それはいらないです。俺、プロの料理人じゃないし」

「ぷろやのうても、料理するには手間と時間がいるやろうが」

「まあそうですけど……」

　そういうところは常識的なのか。やっぱり変な人──もとい、狸だ。

「さ、のんびりしてる暇ひまはない。行くぞ」

　ぐいと腕うでを引っ張られ、結希は慌あわてた。

「だし巻き作るんだったら玉子を買わないと」

「玉子は買うてある。食材やら調味料も適当にそろえた」

「フライパンとか菜さい箸ばしは？」

「それもある。食器もいろいろそろえたし、えぷろんも買うた。おまえは身ひとつで来たらええ」

　ぐいぐいと力任せに腕を引っ張られる。

　かなり痛い。夢ではない。

　ああもう、どうにでもなれ！










「はい、できました！」

　テーブルの上に置いたのは、豚ぶたの生しよう姜が焼やきである。千切りにしたキャベツも山盛りだ。

　庶民的な料理なのに洗練されて見えるのは、食器がお洒落しやれだからだ。

　だし巻きを頰ほお張ばっていた泉水は、じろりとこちらを見上げた。

　当然だが、今日も引くほど美形である。

「……なんだ、これは」

「生姜焼きです。だし巻きだけじゃ足らないかと思って。祖じ父いちゃんの店の人気メニューだったんだけど、食べたことないですか？」

「ない」

「え、マジすか。まあでも食べてみてください。祖父ちゃんはこんないい肉は使ってなかったし、醬しよう油ゆもごく普通のを使ってたから味は違うかもしれないけど。今ご飯とお味み噌そ汁しるを持ってきますね。あ、鉄太郎さんはどうしますか？　生姜焼き、取り分けてありますけどご飯とお味噌汁も食べますか」

　珍めずらしく勢いに押されるように、鉄太郎は首を横に振る。

「いや、わしは生姜焼きだけもらおう」

「わかりました！　今持ってきますから待っててください！」

　テンションが高いのは、清潔で広い台所と様々な食材で埋うめ尽つくされた冷蔵庫のせいだ。

　鉄太郎に連れて行かれたマンションは、見るからに高級だった。先日のホテルと同様、結希には恐おそらく一生縁がないと思われる代しろ物ものだ。

　美術館か！　とツッこみたくなる瀟しよう洒しやなエントランスにびびり、鉄太郎に丁てい寧ねいに挨あい拶さつをするコンシェルジュにびびり、部屋直通の専用エレベーターにびびりつつ、ようやくたどり着いた泉水の部屋は、テレビでしか見たことのない広さと豪ごう華かさでまたびびった。

　おまけに肝かん心じんの泉水は出で迎むかえもせず、リビングに置かれたソファで本を読んでいた。お邪じや魔ましますと挨拶すると、ちらとこちらを見ただけで一言も発しなかった。

　帰りたい……。

　心の底からそう思った。

　鉄太郎に、広々とした最さい先せん端たんのキッチンに案内されるまでは。

　部屋に入るなり狸に戻もどった鉄太郎は、泉水の隣となりに座って彼を見守っている。鉄太郎の前にもだし巻きが載のった皿が置いてあるが、一切れ食べただけのようだ。自分の食事より泉水の食事が気がかりらしい。

「泉水、その生姜焼きも食べてみろ」

「……いい。いらない」

「ええことあるか。ほれ、ええ匂においがするぞ。旨うまそうや」

「鉄太郎が食べればいい」

「わしも後で食べる。とにかく一口、一口だけでも食べてみぃ」

　お母さんかよ……。

　心の内でツッこみつつ、ご飯と味噌汁を運ぶ。

　広いテーブルに到とう着ちやくすると、ちょうど泉水が生姜焼きを口に入れたところだった。ゆっくり咀そ嚼しやくして、やはりゆっくり飲み込む。

　近くで見ても一分の隙すきもない秀しゆう麗れいな面おも立だちが、ほんのわずかだが緩ゆるんだ。

　ドキ、と胸が小さく跳はねる。

「……旨い」

　結希がほっと息をつくと同時に、そうか！　と鉄太郎が嬉うれしそうな声をあげた。

「よし、もっと食べろ。おい、飯と味噌汁を泉水にやれ」

　あ、はい、と応じて、炊たき立ての白いご飯と豆とう腐ふとワカメの味噌汁をテーブルに置く。

「ご飯もお味噌汁もおかわりありますから、足りなかったら言ってください」

　泉水は無言で小さく頷いた。

　先ほど小さく跳ねた胸が、今度はじわりと熱くなる。

　誰だれかが自分が作ったご飯で元気になるのは、やはり悪くない。

　結希は鉄太郎の前にも生姜焼きを置いてから、上じよう機き嫌げんで洗い物を始めた。

　シンクもやたらと広い。手の動きを感知して水が出るお洒落な蛇じや口ぐちは外国製らしい。キッチンと一体化したオーブンは、七面鳥が丸ごと焼けそうだ。

　俺には七面鳥を焼くスキルなんかないんだけど。

　泉水に食物アレルギーはないらしいし、材料費を気にすることなく、思う存分祖父に教えてもらった料理を作れるのが嬉しい。

「おい、孫」

　ダイニングから泉水の声がして、結希は瞬まばたきをした。

　孫って俺のことだよな？

「なんですか？」

　キッチンから顔を出して尋たずねる。泉水は相変わらず不機嫌そうだったが、だし巻きは既すでに皿の上から消えており、生姜焼きも半分以上減っていた。

　テーブルの上に両の前まえ脚あしをちょこんとかけ、顔だけを出した鉄太郎と目が合う。

　ようやったぞ。褒ほめてやる。

　そう言われた気がして頷いていると、泉水はくっきりとした二重の目を向けてきた。

「親おや子こ丼どんは作れるか」

「作れますよ」

「オムライスは？」

「作れます」

「茶ちや碗わん蒸むしは」

「作れます」

「かに玉は？」

「作れます。ただ、本物の蟹かにじゃなくて、かにカマを使ったやつですけど」

　物もの凄すごい美形が親子丼とかかに玉とか言うのって、めちゃくちゃ違い和わ感かんあるな……。

　ともあれ泉水があげたのは、全すべて祖父の店にあったメニューである。

　結希はピンときた。

　この人、玉子が好きなんだ。

　きっと祖父の店でも、玉子を使った料理ばかり頼たのんでいたのだろう。

「ちなみに玉子サンドも作れますよ」

　ぴく、とご飯を口に運ぶ手が反応した。泉水はちらとこちらを見み遣やる。

「……薄うすく切ったキュウリが挟はさんであるやつか？」

「そうそう、それです。祖父ちゃんの店で食べたことありますか？」

　泉水は目め許もとを緩めて、ある、と応じた。

　美味おいしかったかと尋ねるまでもない表情を目まの当たりにして、また胸がじわりと熱くなる。

「俺もあの玉子サンド大好きでした。コンビニとか喫きつ茶さ店てんとかいろんなところで玉子サンド食べたけど、祖父ちゃんのが一番旨かった」

　玉子サンドはメニューには載っていなかった。結希の昼食や、子供の客がきたときだけ特別に出される裏メニューだ。それも一いち見げんさんには出されない。

　泉水さん、けっこう祖父ちゃんの店に通ってたんだな。

　今はもうなくなってしまった、こぢんまりとした店の光景が脳のう裏りに浮うかぶ。カウンターの端はしの席で、よく玉子サンドを食べた。たまに同じ玉子サンドを食べている子供に遭そう遇ぐうすると、なんだか秘密を共有しているようで嬉しかった。

「もしよかったら、さっき言ってた料理だけじゃなくて玉子サンドも作りますよ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだが、泉水の目が今まで見たことがないほど輝かがやいた。

　元が美形なだけに眩まぶしくて、思わず目を細める。

　が、すぐに不機嫌な表情に戻った泉水はゴホンと咳せき払ばらいをした。

「報ほう酬しゆうとして月に五十万払はらうからここに住んで、食事を作れ」

「ごっ……！　すっ……！　えっ……！」

　五十万という金額も大いに驚おどろいたが、住むということにも驚く。

　口を開いたまま固まった結希をどう思ったのか、泉水は眉まゆを寄せた。

「なんだ、足りないのか？　百万くらい出せばいいのか？」

　ありえない金額が出てきて、いやいやいや！　と結希は千切れんばかりに首を横に振ふった。

「逆ですよ逆！　五十万でも多すぎる！　てか材料費とか光熱費は別で、給料が百万ってことですよね？」

「そうだ」

　いやいやいや！　と結希は再び首を横に振った。

「時給千円で八時間働くとしても一日八千円で、休みなしで三十日働いても二十四万ですよ！　大卒の初任給の平均より多い！　それに俺は大学があるから八時間も働けません。よく働けても一日三、四時間だ。その計算だと多くても十二万くらいですよね。五十万でも多すぎるのに百万とかありえない。あと住むって何ですか？　今日は知らないで来ちゃったけど、こんな広くて高級そうな家具が置いてあるとこに住むの怖こわい、全然落ち着けない！」

　一息に言うと、今度は泉水が瞬きをした。

　彼の隣にいる鉄太郎もぱちくりと瞬きをする。

　え、俺そんな変なこと言ったか？

「要するに、五十万では多いんだな？」

　泉水の問いに、結希は今度は何度も首を縦に振った。

「そうです。物凄く多い！」

「多いのは嫌いやなのか」

「嫌っていうか怖いです。俺が三つ星レストランのシェフだったら、相応の報酬をいただきます。でも俺はただの料理好きな学生です。百歩譲ゆずって時給千二百円とかだったらまだわかるけど、百万って素人しろうとに払うお金じゃないですよ！」

　泉水は無ぶ愛あい想そだが、料理に関しては素す直なおに反応するから作り甲が斐いはありそうだ。バイトを探していたところだし、働くのはやぶさかではない。

　けど百万はない。五十万でも絶対ない。

　たとえ物価が上がっても、店で出す料理の値段は上げなくて済むよう、祖父があれこれ工く夫ふうしていたことを知っている。だから余計に、不自然な金は受け取れない。

　泉水は呆あつ気けにとられているようだ。

　うひゃひゃひゃ、と楽しげに笑ったのは鉄太郎だった。

「こやつはどう転んでもおまえを売ったりせんぞ、泉水。なんせ大金が怖いんやからな」

「大金が怖いわけじゃなくて、根こん拠きよのないお金が怖いんです。後で絶対ややこしいことになるから、謂いわれのないお金は受け取れない」

　キッと鉄太郎をにらむと、泉水があきれたようにため息をついた。人形のような冷たい印象が、少し人間くさくなる。

　不機嫌な顔より、まだこっちの方がいいな。

「じゃあ時給千二百円だ。ここに住むのは」

「通いでお願いします」

　キッチンはともかく、それ以外ではくつろげそうにない。

　だって家具に傷をつけたら弁べん償しようとか言われても、俺には無理だし。

「あと、泉水さんの都合次し第だいですけど、土日は昼食と夕食を作りに来ます。平日は大学の講義があるし、家事もしたいんで、火曜と木曜の夕方からでいいですか？」

　すると泉水はごねることなく、わかったとあっさり頷うなずいた。

「コンシェルジュに連れん絡らくして、おまえ一人でも出入りできるように登録しておく」

「修二の孫、頼んだぞ」

　泉水と鉄太郎に視線を向けられ、あの、と結希は思わず口を開いた。

「確かに俺は修二の孫ですけど、俺の名前、結希です。市瀬結希」

「おう、そうやったな。おまえを探す間、ずっと修二の孫て呼んどったさかい、ついな」

　鉄太郎はまた愉ゆ快かいそうに笑う。

　泉水は特にコメントすることなく、茶ちや碗わんを差し出した。

「孫、おかわり」

「だから……。別にいいですけど……」

　茶碗を受け取った結希は、小さくため息を落とした。

　もしかしたら、これからも孫って呼ばれるかもしれないな……。

　泉水が必要としているのは結希ではなく、結希が作る料理──否いな、亡き祖父の料理なのだから、当然といえば当然だろう。

　まあ、孫でも何でもいいか。

　俺は祖じ父いちゃんに教わった料理を、この人に食べさせればいいんだから。










　翌日の土曜の午前、結希は買い物に出かけた。泉水のマンションの冷蔵庫をチェックすると、肉や魚などのメインの食材は申し分なくそろっていたものの、調味料や野菜が足りなかった。それらを買い足そうと思ったのだ。

　近くにすーぱーがあるぞ、と鉄太郎に教えてもらって行ってみたはいいが、目が飛び出るような価格帯の高級スーパーだった。

　玉子一パック八百円ってどういう冗じよう談だんだ。俺がこの前特売で買った玉子は百円だったぞ。

　鉄太郎からカードを預かったので支し払はらいの心配はしなくてよかったが、セレブこえええ！　と思ったのは言うまでもない。品しな揃ぞろえが高級すぎて目当てのドレッシングが見つからず、結局ごく普ふ通つうのスーパーまで足を運ぶことになってしまった。

「よし、できた」

　白い皿に盛り付けたのは玉子サンドである。玉子の黄色とキュウリの緑が美しい。

　オレンジジュースを注いで、玉子サンドと共にテーブルに運ぶ。

　しかしダイニングにも隣りん接せつしたリビングにも、泉水の姿はなかった。鉄太郎もいない。

「向こうの部屋かな……」

　一人暮らし──否、一人と一いつ匹ぴき暮らしか──なのに、ここの間取りは３ＬＤＫなのだ。しかも一室一室がやたら広い。もっとも、結希が入ったことがあるのはダイニングキッチンと、ダイニングに隣接したリビングだけだ。他ほかの部屋への出入りを禁じられたわけではなく、単にキッチン以外に用事がなかった。ともあれ欠片かけらも羨うらやましくなかった。

　だってこんな広いところに住んだら、掃そう除じが大変じゃないか。

　ちなみに掃除と洗せん濯たくはコンシェルジュが手配した業者に依い頼らいしているらしい。さすがセレブ、自分ではやらないんだな、と感心したことは言うまでもない。

　結希は遠えん慮りよがちにドアをノックした。が、返事はない。

「お昼ご飯、用意できましたよ」

　もう一度ノックしたものの、やはり返事はなかった。仕方なくドアを開ける。

　リビングに負けず劣おとらずの広い空間が、そこに広がっていた。

　中でも目を引くのは、窓まど際ぎわに置かれた立派なグランドピアノだ。学校の音楽室にあったピアノより随ずい分ぶんと大きく感じられるそれには、黒いカバーがかけられている。正面の壁かべには作り付けの棚たながあり、本や楽がく譜ふが並んでいた。

　セレブなマンションや百万円という法外な提示のインパクトが強くて、今の今まで忘れていたが、泉水は世界的に有名なピアニストなのだ。

　ピアノ、弾ひけるようになったんだろうか。

　首を傾かしげつつ改めて部屋を見まわす。部屋の隅すみに置かれたソファに泉水が横たわっていた。どうやら眠ねむっているらしい。鉄太郎の姿も捜さがしたが、見つからなかった。

　静かだ。ここが高層階だからか、あるいは防音設備がしっかりしているからか、物音ひとつしない。

　足音をたてないようにそっとソファに歩み寄ると、気配を察したのか泉水が目を覚ました。

「……なんだ」

「あ、起こしてごめんなさい。ご飯、できましたよ」

　ああと頷いた泉水はゆっくり体を起こした。今日も黒のセーターにデニムという変へん哲てつもない格好だが、ファッション雑誌から飛び出してきたかのように垢あか抜ぬけている。

　そろそろ見慣れてきたと思っていたはずなのに、その美び貌ぼうにたじたじとなってしまった。

　こんなきれいな人、男でも女でも見たことないもんな……。

「あの、鉄太郎さんはいないんですか？」

「おまえと一いつ緒しよじゃなかったのか？」

「一緒じゃないです」

「じゃあどこかへ出かけてるんだろう。これだけ長く日本にいるのは久しぶりだから、用事があるんじゃないか」

　はあ、と結希は頷いた。

　泉水さんの守り神だって言ってたけど、ずっと一緒にいるわけじゃないんだ。

「鉄太郎さんって、泉水さんが生まれたときから傍そばにいるんですか？」

　前から気になっていたことを尋たずねたのは、泉水が今までになくリラックスしているように感じられたからだ。

　すると、なんでそんなことをおまえに言わなくちゃいけないんだ、と不ふ機き嫌げんになる様子もなく、泉水は首を横に振ふった。

「鉄太郎が傍にいるようになったのは僕が十歳のときだ」

「泉水さんはそのとき、日本にいたんですね」

「ああ、父方の祖父母の家にいた。いつもは大たい抵てい家にいる祖母が入院していてすることがなかったから、一人でずっとピアノを弾いてた」

「一人って、ご両親は？」

「今もそうだが、両親はコンサートツアーでしょっちゅう海外を飛びまわっていたから、祖父母の家で留守番することが多かったんだ」

「じゃあ、シッターさんとか……」

「十歳にもならない子供を一人で置いておくわけにはいかないから、セキュリティも含ふくめているにはいたが、親しく話すような間あいだ柄がらじゃなかった。僕はほとんど学校へ通っていなかったから、家庭教師の先生たちが教えに来てくれてたけど、先生は時間がくれば帰るしな」

　淡たん々たんと言った泉水を、結希は思わずじっと見つめた。

　弱じやつ冠かん十六歳で国際コンクールで優勝したくらいだ。泉水は恐おそらく、天才児として特別な教育を受けていたに違ちがいない。

　でも、十歳で両親が傍にいないのは寂さみしかったんじゃないかな……。

　どんな天才児でも、子供は子供だ。祖母がいればまだ気が紛まぎれたかもしれないが、入院していたとなると、心細さと不安も少なからずあっただろう。雇やとわれたシッターが気を許せる人でなかったのなら尚なお更さらだ。

「僕がピアノを弾いていたら、突とつ然ぜん鉄太郎が現れた。最初は野の良ら犬いぬが迷い込んだかと思ったんだが、おまえの調しらべは特別な力を持ってる、もっと聴きかせてくれと言われて、嬉うれしくて何曲も弾いた」

　褒ほめられて嬉しかったのもあるだろうが、何より孤こ独どく感が薄うすまったのではないか。

　その証しよう拠こに、泉水は穏おだやかな表情を浮うかべている。

「鉄太郎はそのとき淡路に帰らなくてはいけなかったんだが、力がなくて帰るに帰れなくなっていたそうだ。偶ぐう然ぜん、僕のピアノが聞こえてきて元気が出たらしい。僕のおかげで助かったと言っていた。それ以来、恩を返すと言って傍にいる」

　夢に出てきた鉄太郎が、淡路国におわす芝右衛門様の弟で子しや、と言っていたことを思い出す。

「淡路って淡あわ路じ島しまのことですか？」

「そうらしい」

「あの、シバエモンって知ってますか」

「鉄太郎の師し匠しようだろう。芝しば居い好きで大阪の劇場に祀まつられていたこともあったそうだが、その劇場が閉へい鎖さして淡路に帰ったらしい。今も時折、大阪まで芝居を観みに行っているそうだ」

「え、狸たぬきが淡路島から大阪に芝居を観に行ってるんですか？」

「そうだ。車に化けたり人に化けたりして、好みの芝居をやっている劇場へ行っているらしい」

　泉水は平然と答えた。

　マジか……。

　スマホに化ける鉄太郎の師匠なのだから、車や人に化けるくらい朝飯前だろう。

　どっしりとした大きな狸が頭に浮かんだ。自動車に化けて明あか石し海かい峡きよう大橋を渡わたり、大阪へ。賑にぎやかな街に着いたら、今度は恰かつ幅ぷくの良い壮そう年ねんの紳しん士しに化ける。そして劇場の中へ悠ゆう々ゆうと入って行く。──想像するだけでおもしろい。

「その芝右衛門の影えい響きようで、鉄太郎も芝居や音楽を好きになったそうだ。あいつはオーケストラも好きだが、それ以上にオペラが好きだぞ。音楽と芝居が一体になっているのがおもしろいらしい。プッチーニのトゥーランドットとか、ドニゼッティの愛の妙みよう薬やくがお気に入りで、ミラノやパリの劇場へ行くと夢中になって見ている」

「鉄太郎さん、オペラなんか見るんだ！　てか、オペラって外国語ですよね。外国語わかるんですか？」

　ミラノやパリで上演されるオペラが日本語でないことは、結希にもわかる。

「正確にわかるわけじゃないが、意味は伝わってくるらしい。オペラは音楽そのものが素す晴ばらしいから、歌詞の意味はだいたいわかればいいそうだ。トゥーランドットの誰だれも寝ねてはならぬを弾いてやったら、かなり正確に歌ったこともあったな。なかなか上手うまいぞ」

　泉水は今までになく饒じよう舌ぜつだった。まるで親しい友達か、仲の良い家族のことを話しているかのようだ。

　狸の神様って、この人はどう思ってるんだろう。

「あの、怖こわくならなかったですか？」

「何が」

「鉄太郎さんが、ですよ。狸なのにしゃべるし、人とかスマホに化けたりするでしょう」

「別に怖くはなかったな。確かにしゃべったり化けたりするが、悪いことをするわけじゃない。僕は小さい頃ころから頭痛持ちで、よく体調を崩くずして熱を出したりしてたんだが、鉄太郎が来てから頭痛はすっかりなくなった。体調も良くなって、よく眠れるようになったんだ」

　へえ、と感心する一方で、少し違い和わ感かんを覚えた。

　子供の頃の泉水さんを元気にしたんだったら、今この人がスランプなの、鉄太郎さんがどうにかできないんだろうか。

「おまえこそ、怖くなかったのか？」

　唐とう突とつに問われて、え、と思わず声をあげる。

「突とつ然ぜん狸が現れて、だし巻きを作れと言ったんだぞ。怖いだろう」

　まっすぐに見上げられ、ドキ、と心臓が跳はねた。

　こんな風にまともに見つめられるのは初めてだ。気持ちを尋たずねられたのも初めてである。

「怖いっていうよりびっくりしました。最初、ＡＩ搭とう載さいのぬいぐるみかと思ったんですけど、それにしたって鍵かぎがかかった部屋に突然現れるなんてありえないし。ただ、鉄太郎さんが泉水さんのために一いつ生しよう懸けん命めいになってるのが伝わってきたから、そんなに怖がらなくて大だい丈じよう夫ぶかなって思ったんです」

「なぜ」

「なぜって、本当に悪い存在だったら、誰かのために一生懸命になんかならないでしょう」

　泉水はふいと視線をそらした。

「騙だましたり陥おとしいれようとしたりする奴やつは、大たい抵てい善人の顔をして近付いてくる」

「確かに、そういう場合もあるでしょうけど……」

　善人の顔をした誰かに、騙されたり陥れられたことがあるんだろうか。

　聞きたかったが、聞かなかった。彫ちよう刻こくを思わせる泉水の横顔に表情がなかったからだ。

　きっと何かあったんだ。ピアノが弾ひけなくなったのも、そのせいかもしれない。

「でも鉄太郎さんの場合、そもそも狸だからパッと見ただけだと善人顔なんだか悪人顔なんだかわかんないですよね。見慣れてきたから、なんとなく表情がわかるようになったけど」

　明るい口調で言うと、ふ、と泉水は小さく笑った。

「そうだな、確かによくわからない」

　つと上げられた視線の先にあったのはピアノだ。

　少しは弾けるようになりましたか、と尋ねかけて、今度もやめた。

　弾けるようになれば、こちらが何も言わなくても弾くだろう。

　俺の仕事は、この人がピアノを弾けるようにすることじゃない。

　祖じ父いちゃんのご飯を食べさせることだ。

「あの、いろいろ聞いちゃってすみません。昨日言ってた玉子サンドを作ったんで、どうぞ」

　やはり明るい口調で言うと、パッと泉水の視線がこちらを向いた。

　あ、ちょっと嬉しそう。

　本当に嬉しかったらしく、立ち上がった泉水はやや早足でドアへ向かう。

　結希が部屋を出たときには、既すでにテーブルに腰こしかけていただきますと手を合わせていた。早さつ速そく玉子サンドを頰ほお張ばる。ゆっくり咀そ嚼しやくした泉水は、小さく頷うなずいてぱくぱくと食べ進めた。

　よし、と結希は思わず拳こぶしを握にぎった。

　玉子の味が濃こすぎたので、味付けを少し変えたのだ。味見したときに祖父ちゃんの味とはちょっと違うかも、と心配だったが、どうやら気に入ってくれたらしい。

「その玉子サンド、裏メニューだったんですよ。何回か通わないと出してもらえないんです」

「そうなのか？　僕は二回目で出してもらったけどな」

「えっ、マジすか！　なんで？」

　思わず素で尋ねると、泉水は瞬まばたきをした。

「理由はわからん。たぶん僕が一人だったからじゃないか？」

「一人？」

「修万に通い出したときは、一人だったからな」

「え、いくつのときですか」

「鉄太郎と出会う前だから、八歳か九歳だったと思う」

　そんな小さいときになんで一人で通ってたんですか、と聞きたかったが、結希はやはり口を噤つぐんだ。

　祖父ちゃんも、お客さんには何も聞かなかった。

　客が自分から話をしたときにだけ耳を傾かたむけていた。

「今日の夕飯は茶ちや碗わん蒸むしを作りますね」

　明るく言うと、玉子サンドを頰張っていた泉水は眉まゆを動かした。

　食べ物に関しては素直な反応をするのがおもしろい。

「あと、メインは鱈たらのホイル焼きで、具だくさんの豚とん汁じると、副菜に小松菜と油あぶら揚あげの煮にびたしも作ります」

　続けて言うと、やや弧こを描えがく美しい眉が、今度は苦く悩のうするように寄せられる。

「小松菜は好きじゃない」

「あ、そうなんだ。確かにちょっとクセがありますもんね。俺も前は好きじゃなかった。祖父ちゃんのレシピで作りますから、食べてみてください」

　泉水は返事をせずに玉子サンドを頰張る。無視だ。

　食べないつもりだな。

「小松菜も食べてくださいね」

「食べない。おまえは僕が好きなものだけ作ればいい」

「だめですよ。食べないよりはましだけど栄養が偏かたよる」

「うるさい、指図するな。僕は別に偏ってもいい」

　よくない、と結希は間かん髪はつをいれずに言い返した。

「俺が作らないときは好きな物だけ食べててもいいですけど、俺が作るときは好きじゃなくても食べてください。今日の茶碗蒸しみたいに、好物も一いつ緒しよに出しますから。たぶんだけど、祖父ちゃんも似たようなこと言ってなかったですか？　好物を食べるのはいいけど、そればっかりじゃ良くないって」

　泉水はぐっと言葉につまった。どうやら心当たりがあるらしい。

　保護者と一緒に来ている子供には、そんなことは言わなかっただろう。

　しかし子供が一人で何度も食べに来ていたのなら、きっと言ったに違ちがいない。

　実際、ほぼ毎日夕食を食べに来ていた小学生の姉弟きようだいにはそう言っていた。後で聞いた話だが、二人は母子家庭で、朝早くから夜遅おそくまで仕事をする母親が先に祖父にお金を渡し、子供たちに食事をさせてくださいと頭を下げていたらしい。祖父の葬そう式しきのとき、弔ちよう問もん客の中にちらほらといた若い人たちは、そうして祖父の料理で日々を生きた子供たちが成長した姿だと常連客に教えてもらった。

　もちろん結希も、好物ばかり食べるなよと注意された。苦手なものでも一口でいいから食べるんだ。そう言われて少しずつ食べるようになったのが、小松菜とほうれん草とレバーだ。今ではどれも好物で、自分でもよく料理する。

「……本当に好きな物も一緒に作るんだな？」

　じろりとにらまれて、結希は頷いた。

「作ります」

「じゃあ、明日あしたの夕飯は親おや子こ丼どんを作れ」

「いいですよ」

「昼は玉子サンドだ」

「泉水さんが二日続けてでもいいなら、作ります」

　にらみ合いながらやりとりしていると、どないした、とふいに高い声がした。

　見下ろした先にいたのは狸たぬきだった。きょとんとして泉水と結希を交こう互ごに見み遣やる。

「なんや、喧けん嘩かか？」

「喧嘩じゃないです。話し合いです」

「ほう、何の話し合いや」

「メニューについての話し合いです」

　違う、と泉水が不ふ機き嫌げんに否定する。

「交こう換かん条件を出されたんだ。好きな物を作るから、好きじゃない物も食べろと言われた。僕が雇やとっている立場なのに理り不ふ尽じんだ」

「ほうほう。そしたら修二の孫をくびにするんか？」

　鉄太郎にからかうように問われて、泉水は眉み間けんの皺しわを深くした。

「……しない。仕方がないから、好きじゃない物も食べることにした」

「そうかそうか」

　鉄太郎は嬉うれしそうに何度も頷く。

　好き嫌きらいしない宣言した子供に喜ぶお母さんかよ……。

　やはり泉水と鉄太郎は家族のようだ。

「鉄太郎さんの分も玉子サンド作ってありますけど、食べますか？」

「おう、そうか。そんならよばれよう」

「じゃあ用意しますね」

　キッチンへと移動すると、鉄太郎と泉水の話し声が聞こえてきた。

「玉子さんど、旨うまいか？」

「旨い。修万のおじさんが作ってくれたのとよく似てる」

「そうか、よかったな。また作ってもらえ」

「明日も作るって言ってた。でも、嫌いな物も食べなくちゃいけないからな」

「嫌いなもんでも、修二の孫やったらうまいこと料理しよるやろう。とにかくいっぺん食べてみたらええ」

　鉄太郎さん、フォローしてくれてありがとう。

　心の内で感謝しつつ、ラップをしておいた玉子サンドを持っていく。

「お待たせしました、どうぞ」

　泉水の隣となりの椅い子すにちょこんと腰かけ、両の前まえ脚あしをテーブルに置いた鉄太郎の前に玉子サンドを置く。鉄太郎はいただきますと手を合わせ、両手で玉子サンドを持った。はむ、となかなか豪ごう快かいにかぶりつく。

　こうやって見ると、けっこうかわいい。

　我われ知しらず頰ほおを緩ゆるめていると、ぶわ、と鉄太郎の尻尾しつぽが太くなった。

「おお、旨い。旨いぞ、修二の孫」

「そうですか、よかった。夕飯も泉水さんと同じのを用意しましょうか？」

「そうしてくれ。何やったら、おまえも一緒に食べたらええ」

「えっ、俺はいいですよ。バイトが一緒に食べるっておかしいでしょう」

　慌あわてて両手を振ふる。

　黙もく々もくと玉子サンドを食べる泉水の横で、鉄太郎が首を傾かしげた。

「店の調理人のばいとでもまかないは食べるやろ。おまえ、今日の昼はどうしたんや」

「玉子サンドを作る前に、うちで作ってきたおにぎりを食べました」

　玉子サンドを頰張っていた泉水が、おにぎり、と小さくつぶやく。

　祖父の店にはおにぎりセットなるものがあった。おにぎり二個に、漬つけ物ものと味み噌そ汁しるがついていて、おにぎりの具はカツオ、梅、昆こん布ぶの中から好きなものを選べた。結希はいつも、カツオと昆布を頼たのんでいた。もしかしたら泉水も食べたことがあるのかもしれない。

　ふむ、と鉄太郎が頷うなずく。

「どうせ何か作って食べるんやったら、ここで料理したもんを一緒に食べたらええがな」

「や、でも、俺の普ふ段だんの弁当用の作り置きを作るついでにご飯を作ることが多いから、うちで作らないと意味ないっていうか……」

「そしたら、その作り置きもここで作ったらええやろ」

「いやいやいや、そんなことしたら、ここんちに余計な光熱費がかかるじゃないですか」

「光熱費くらいかまわん。食材もおまえ一人分くらい増えたところでどうっちゅうことない。な、かまわんやろ、泉水」

　鉄太郎の問いかけに、玉子サンドを全すべて食べ終えた泉水はこちらを向いた。一分の隙すきもなく整った面おも立だちには、真ま面じ目めな表情が映っている。

「僕にもおにぎりを作るなら、かまわない」

「ここを使わせてもらわなくても、おにぎりくらい作りますよ」

「しかしそれだと、おまえはまたうちで別の料理を作るんだろう」

「まあ、そうですね」

「じゃあやっぱりここで作れ。その別の料理も食べてみたい。おまえの食事にかかる費用くらい僕が出す」

　態度と口調はどこまでも偉えらそうだが、言っていることは普ふ通つうに親切だ。

　もっとも、泉水本人はその親切に気が付いていないらしい。

　なぜか、じわ、と胸が熱くなる。

「泉水さんがそれでいいなら、俺は全然いいっていうか、逆にありがたいですけど……」

　よし！　と鉄太郎が嬉しげな声を出した。

「そしたら決まりやな！　修二の孫もここで一緒に食べるんや」

　よかったな、という風に鉄太郎は泉水を見上げる。

　泉水も満足げに頷いた。

　自分の分だけ作って一人で食べるのも、もちろん美味おいしい。しかし誰だれかのために作って、その誰かと一緒に食べるのは、美味しいだけでなく楽しい。正直、費用の面でも大いに助かる。

　けど、これだけセレブな人が、なんでうちの祖じ父いちゃんの料理にこだわるんだ……。

　今までにも何度か不思議に感じたことを、改めて疑問に思う。

　単純に子供の頃ころに食べていたから懐なつかしい、というのとは少し違ちがう気がする。

　──泉水さんのことが知りたい。

　できれば、人づてに聞いたりネットで調べたりするのではなく、彼自身の口から話してもらいたい。

　そうすればきっと、泉水がもっと喜ぶ料理が作れるはずだ。










　泉水は小松菜と油あぶら揚あげの煮にびたしを恐おそる恐る口に入れた。

　正面に腰こしかけた結希には、彼の表情の変化がダイレクトに伝わってくる。

　泉水の隣に座った鉄太郎も、息をつめて彼を見守っていた。いつもの両の前脚をテーブルに乗せて立ち上がるスタイルである。

　泉水の眉間には皺が寄っていた。どう見てもしかめっ面つらだ。

　だめか……。

　そう思ったとき、ふ、と皺が消えた。

「……どうですか？」

　遠えん慮りよがちに尋たずねると、泉水は小さく首を傾げた。

「思ったより、悪くない」

「ほんとですか？」

　うんと泉水は応じる。

　結希は思わず鉄太郎と目を合わせた。よし！　と頷き合う。

「もっと苦いと思ってた」

　つぶやいた泉水はまた煮びたしを食べた。お世辞ではなく、本当に悪くなかったようだ。

　結希も安あん堵どして煮びたしを口に入れる。

　いつもの味だ。美味しい。

　一いつ緒しよに食事をすることになったはいいが、泉水が小松菜にどんな反応をするか心配で箸はしが進まなかったのだ。あからさまに気が進まない様子で煮びたしに箸を伸のばしたときはドキドキした。これでようやくちゃんと味わって食べられる。

「何か特別に、苦くなくなる処理をしたのか？」

「いえ、してません。祖父ちゃんのレシピそのままです」

「そうか……？」

　泉水は不思議そうに首を傾げつつも、順調に煮びたしを食べ進める。

　結希は思わず笑った。

「最初に食べたのが子供の頃だったから、苦い印象が強かったんじゃないですか？　きっと大人になって味覚が変わったんですよ。美味しくないって決めつけないで、苦手だったものも食べてみるといいと思います」

　泉水はなぜか驚おどろいたように瞬まばたきをした。否いなとも応とも答えずに黙だまり込む。

　怒おこっているのかと思ったが、箸は動いていた。アルミホイルの中の鱈たらを切り分けて口に運ぶ。ご飯もしっかり食べている。とりあえず怒っているわけではなさそうだ。

「この魚、旨うまいぞ」

　両手で鱈の欠片かけらを持って食べていた鉄太郎が嬉うれしそうに言う。

「気に入ってもらえてよかった。これから鍋なべの季節だから、鱈の出番は多くなりますよ」

「それは楽しみやな！　なあ、泉水」

　ちゃんと結希と鉄太郎のやりとりを聞いていたらしく、ああと泉水は頷いた。

「楽しみだ」

　切れ長の目め許もとがわずかに緩んでこちらを見つめる。

　ドキ、と心臓が跳はねて、結希は慌てて視線をそらした。

　なんだかよくわからないが、胸の奥がくすぐったい。頰が熱くなる。

　それらをごまかすために、茶ちや碗わん蒸むしを大だい胆たんに匙さじですくって口に入れたそのとき、リンゴン、と電子音が鳴った。キッチンの脇わきにあるインターフォンが光っている。

「あの、お客さんみたいですよ」

　泉水に向き直ると、彼はひどい仏ぶつ頂ちよう面づらになっていた。

　鉄太郎がちょいちょいと泉水の袖そでを引っ張る。

「泉水、ハナオカや」

「……今日来るって聞いてない」

「まんしょんを買こうたことと、修二の孫のことを連れん絡らくしたやろ。様子を見に行くて返事があったやないか」

「そうだけど、今日来るとは言ってなかった」

　リンゴンリンゴンリンゴン、と今度は連続でチャイムが鳴った。苛いら立だっているのがわかる。

「修二の孫のことも紹しよう介かいせんとあかんのやから、とにかくいっぺん会え」

　珍めずらしくやや厳しい口調で言われて、泉水は不ふ機き嫌げんな顔のまま箸を置いた。そして渋しぶ々しぶ、といった風に立ち上がってインターフォンに向かう。

　そんな泉水を横目で見つつ、結希は鉄太郎に尋ねた。

「ハナオカさんって誰ですか？」

「泉水のまねーじゃーや。花はな岡おか忍しのぶ、四十歳。性別は男。三年前から泉水についとる。祖母がいぎりす人で、本人も西洋人のような見た目をしとるが、日本で生まれ育った日本人や。週に一回は連絡する約束なんやが、まんしょんのことやらおまえのことやら報告したさかい、心配になって来たんやろ。おまえもいろいろ聞かれるやろうが、変に取り繕つくろう必要はないぞ。正直に答えたらええ」

　はあ、と頷うなずく。インターフォンから漏もれ聞こえてくる男の声は、クールな泉水とは反対に焦あせっているようだ。

　マネージャーさんからしたら、突とつ然ぜん高級マンションを買った挙句、赤の他人をうちに入れて、その他人が作った料理を食べてるって知ったら、そりゃ心配だろうな……。

　法律上、二十二歳は大人だが、社会的にはまだ子供だ。

　鉄太郎はトントンと机を叩たたいた。

「あとな、花岡には狸たぬきのわしは見えんさかい、そのつもりでおれ」

「え、そうなんですか？」

「化けると見えるが、この姿は見えん。声も聞こえん」

「へえ、そうなんだ。なんでですか？」

「わしが見せんようにしとるからや。泉水の傍そばにいっつも狸がくっついてたら、大たい概がいの人間はぎょっとするやろ」

「それは確かにびっくりしますね」

　結希は慣れてしまったが、受け入れられない人がほとんどではないか。

　それ以前に、しゃべる狸とか大おお騒さわぎになるよな。

　やがて泉水がテーブルに戻もどってきた。おもむろに食事を再開する。順調に箸を動かすが、秀しゆう麗れいな面おも立だちはしかめられたままだ。

「あの、マネージャーさんの分も何か用意した方がいいですか？」

　恐る恐る尋ねると、いや、と泉水は即そく座ざに首を振ふった。

「何も出さなくていい」

「でも……」

「すぐ帰るから」

　泉水が素っ気なく言うと同時に、玄げん関かんで微かすかに音がした。かと思うと、バン！　と勢いよくドアが開く。

　現れたのはトレンチコートを身につけた長身の男だった。鉄太郎が言っていた通り、金きん髪ぱつに青い目という西洋人のような外見である。

　彼は泉水を見て、たちまち青い瞳ひとみを潤うるませた。

「ああ、泉水、元気そうでよかった！」

「だから元気だと言っただろう」

「メールだけで写真も送ってこないんだ、実際はどうだかわからないだろう。会いに行くと言っても断られるし、それなのに急にマンションを買っただの、料理人を雇やとっただのと後出しで報告されて、パリにいてすぐに駆かけつけられない僕がどれだけ心配したか！」

　早口でまくしたてた男、花岡は泉水の正面に腰かけた結希に目をとめた。

　慌あわてて立ち上がり、頭を下げる。

「はじめまして、市瀬結希と申します」

「泉水のマネージャーの、花岡忍です」

　笑えみを浮うかべているものの、花岡の青い瞳には不信感が見え隠かくれしている。

　俺自身も冷静に考えると、俺はこんなとこで何やってんだろうって思うから、この人が警けい戒かいするのは当然だ。

　歩み寄ってきた花岡は、テーブルの上の料理に気付いた。そして泉水がぱくぱくとその料理を食べている様を見み遣やる。次の瞬しゆん間かん、ぐぎゅるうう、と花岡の腹が鳴った。

　鉄太郎が口許を素す早ばやく両手で押さえる。噴ふき出しそうになったようだ。

「あの、ご飯と豚とん汁じると漬つけ物ものならまだあるんで、もしよかったら食べて行かれますか？」

　恐おそる恐る尋ねると、花岡は再び結希に視線を移した。

「これは全部君が？」

　はいと頷くと同時に、泉水が茶ちや碗わんを差し出した。

「おかわり。豚汁も」

「あ、はい。豚汁は温め直しますから、ちょっと待ってくださいね」

　茶碗を受け取り、キッチンへ移動する。

　ご飯をよそっている間に、花岡と泉水の会話が聞こえてきた。

「なんで彼も一いつ緒しよに食べてるんだ」

「うちに帰って自分の分の料理をすると言ったからだ。僕に出すものとは別の料理を作るらしい。僕はそれも食べたい。だからここで一緒に食べることにした」

「……よくわからない理り屈くつだけど、おまえが納なつ得とくしてるならいいか……。ん？　なんだ、もう一人誰だれかと一緒に食べてたのか？」

　鉄太郎さんの分だ。片付けとけばよかった。

　慌ててテーブルに戻ると、泉水はしれっと答えた。

「友達が来てたけど、急用で帰った」

「そうなのか……？」

　腑ふに落ちない顔をした花岡を見て、鉄太郎は椅い子すから下りた。

　しかし花岡の目はその動きを全く追わない。

　ほんとに見えてないんだ。

　驚いている間に、花岡はまた結希に視線を向けた。

「市瀬君、君のことは少々調べさせてもらった。怪あやしいところはなかったが、人ひと柄がらまでは調べられなかったから、直接会ってみないとと思って来てみたんだ」

「はあ……」

　少々って何を調べたんだ……。

　調べられていた自覚がなかったので少し怖こわい。

「泉水がこれだけ警戒せずに君が作った食事を食べてるんだから、問題はなさそうだ。ただ、試用期間を一ヶ月設けさせてもらうよ。とりあえずは仮契けい約やくだ。一ヶ月以内なら、どっちからでもすぐに契約を解除できる。一ヶ月経たって、双そう方ほうに異論がなければ正式に契約を結ぶ。それでいいかい？」

「あ、はい。よろしくお願いします。ちょっとすみません」

　花岡に断って、泉水の前にあった豚汁の椀を手にとる。そして火にかけたままだった豚汁の様子を見るためにキッチンへ戻った。

　するとまた、泉水と花岡が話す声が聞こえてくる。

「花岡、なんでそこに座るんだ。契約書なら向こうのテーブルに置いておけばいい。もう用事は済んだだろ、帰れ」　>>>♥

「そんな冷たいこと言うなよ。せっかくだから僕もご馳ち走そうになろうと思って。市瀬君、頼たのめるかな」

　はい、とキッチンから返事をする。

　同時に、はあ？　と泉水が不機嫌な声を出した。

「おまえ、僕がちゃんと説明したのに、いったいどこのどいつだとか、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかとか散々疑った挙句、素行調査までして、おまけに試用期間まで設けておいて、おじさんの孫が作った料理を食べるのか？　図ずう々ずうしい」

「何を言ってるんだ。誰にも会いたくない、話したくないって引きこもってたおまえが、急に専属の料理人を雇うと言い出したんだぞ。心配するのは当然だろう。しかも彼はシェフでも板前でもない、普ふ通つうの大学生だ。おまえの金目当ての可能性もある。いくら昔世話になった人の孫だからって、そう簡単に信用するわけにはいかない」

　うん、花岡さんの気持ちはわかる。

　泉水が結希の祖父と接点があったとしても、十年以上前の話だ。しかも孫である結希とは完全に初対面で、交流は一いつ切さいなかった。結希と泉水に少しでも共通点があれば──同じ小学校だったとか、子供の頃ころに同じピアノ教師に習っていたとか──話は別だが、全く接点がないのだから心配になるのも無理はない。

「お待たせしました！　泉水さん、どうぞ」

　ダイニングに戻った結希は、まず泉水に豚汁を渡わたした。

　続けて、泉水の隣となりに腰こしを下ろした花岡の前に、箸はし、豚汁、ご飯、そして漬物を並べる。それぞれの器うつわから食欲をそそる香かおりが漂ただよった。

「ごく普通の庶しよ民みん的な、何の変へん哲てつもない手料理です。お口に合うといいんですが」

「いやいや、これは旨うまそうだ。では、いただきます」

　手を合わせた花岡は、早さつ速そく豚汁を飲んだ。

「ああ、旨い……。沁しみる……」

　思わず、といった風につぶやいた花岡にほっと息をつく。

　その様子を見ていた泉水が、ふんと鼻を鳴らした。

「だから言っただろう。孫の料理は旨いんだ」

「うん、いや、本当に旨いな。初めて食べるのに懐なつかしい味がする」

「はあ？　僕には懐かしいが、おまえが懐かしいわけないだろう。勝手に来て勝手に食べて、勝手なことを言うな」

「そういう気がするってことだよ。なんかいつも以上に当たりがきついな……。まあ元気になった証しよう拠こか」

「うるさい。黙だまって食べろ」

　泉水と花岡は言い合いながら、競きそうように食べ始める。

　なんか気心の知れた叔お父じさんと甥おいっ子みたいだ。

　泉水は花岡をそれなりに信しん頼らいしているらしい。

　微笑ほほえましい気持ちで花岡の横に腰を下ろした泉水は、足元に鉄太郎がいることに気付いた。

　よかったな、という風にぽんぽんと脹ふくら脛はぎを叩たたかれ、頷うなずき返す。

　泉水の身近な人に認めてもらえたのは、素す直なおに嬉うれしかった。










　講義終しゆう了りようのチャイムが鳴ると同時に、結希は立ち上がった。

　教科書や電子辞書を素早くバッグにしまい、今朝クローゼットから出したばかりのコートを羽織る。ここ数日で随ずい分ぶんと気温が下がった。

「市瀬、今日バイトの日だったか？」

　一緒に講義を受けていたキャンプ料理好きの大堀に声をかけられ、うんと頷く。

　ケーキ作りが得意な高木が、興きよう味み津しん々しんでこちらを見上げてきた。

「もう二週間くらい経つよね。他人の家で料理するって気を遣つかいそうだけど、どんな感じ？」

「キッチンの使い勝手が違ちがうとかいろいろあるけど、うちで作ってた料理をそのまま作ってるだけだから、そんなに大変ってわけでもないよ」

　友人たちには、親しん戚せきのツテで個人宅の食事を作るバイトを始めたとだけ伝えてある。

「こういうのを作ってほしいってリクエストされたりしないの？」

「されるときもある」

「ちゃんと作るんだ？」

「だいたい作るけど、あんまり偏かたよるとだめだから作らないときもあるな」

「そうなんだ。リクエストされた料理を作れるのって凄すごいよね。さすが市瀬」

　感心した物言いに、いやいや、と首を横に振ふる。

「俺が作れそうなやつしかリクエストされないから何とかなってんだよ。パエリア作れとか、アップルパイ焼けとか言われたら無理だ」

　そもそも泉水は祖父が店で出していた料理しか食べたいと言わない。しかも自分好みの料理しかリクエストしないから、作るのは難しくない。

「ケーキのリクエストがあったら、いつでも教えたげるからね！」

「キャンプ行きたいって言われたら俺を呼んでくれ」

　ありがとうと友人たちに礼を言った結希は、軽い足取りで教室を出た。

　自宅アパートには戻もどらず、直接泉水のマンションへ向かう。一昨日おととい買い物をしておいたので、スーパーへは寄らない。

　泉水は行き来するのにタクシーを使えと言ったが、電車を使っている。花岡が作成した契約書には交通費も支給するとあったので、金銭的な負担はない。

　今まで通りの大学生活と、１Ｋの狭せまいアパートでの一人暮らし。

　一方、放課後は今まで全く縁えんがなかった高級マンションへ赴おもむく。しかもそこにはぎょっとするほど美び貌ぼうの男と、関西弁をしゃべる狸たぬきがいる。

　最初の一週間は、そのギャップに戸と惑まどうこともあったが、二週間も経つと慣れてきた。

　さっき言った通り、やってることが変わらないからだろうな。

　キッチンの性能は異なるものの、料理の手順は同じだ。皿やカップはお洒落しやれだが、そこに載のせられる料理の見た目は、祖父の食堂で出されていたものと同じである。匂においや味も馴な染じみ深い。おかげでストレスを感じずに済んでいる気がする。

　それに、泉水さんと鉄太郎さんと一いつ緒しよに食べてるせいか、いつもより美味おいしいし。

　泉水は最初に会ったときより顔色が良くなった。表情も心なしか柔やわらかくなった気がする。それがまた嬉しい。

　あとなんか、たまにだけど、あったかいっていうか優やさしいっていうか、そういう目をするんだよな……。

　居い心ごこ地ちは悪いが、逃にげ出したくはならない。とにかくなんだかくすぐったい。

「こんにちは、市瀬です」

　頑がん丈じようなドアを開けて声をかけたものの、返事はなかった。お邪じや魔まします、と更さらに声をかけて中へ入るが、リビングにも二人の姿はない。

　留守ってことはないよな。

　エントランスにあるインターフォンで無ぶ愛あい想そに返事をしたのは、間ま違ちがいなく泉水だった。

　鉄太郎は出かけていていないときがある一方、泉水はほとんど外出していないようだ。マンション内のジムで体を動かしているらしいが、少しは外の空気を吸った方がいいんじゃないかと思う。

　リビングにバッグを下ろして奥の部屋のドアをノックしても返事はなかった。

　もしかして寝ねてるんだろうか。

　そっとドアを開けた次の瞬しゆん間かん、澄すんだピアノの音が聞こえてきた。

　蓋ふたが開いたグランドピアノの前に腰かけているのは泉水だ。

　こちらに斜ななめに背を向けているので表情ははっきり見えない。

　が、泉水の長い指が優しく語りかけるような旋せん律りつを紡つむぎ出しているのは見えた。

　──凄い……！

　音楽といえば流行のＪポップを聞き流すくらいだ。特に好きなミュージシャンもアイドルグループもいない。子供のときからそんな感じだったから、泉水について調べたときも、自分にクラシック音楽はわからないと思って動画などはチェックしなかった。

　でも、これは凄い。

　うまく言えないが、一音一音が柔らかく光る小さな玉になって転がり、弾はずみ、室内のあちこちでキラキラと輝かがやいている気がした。そのキラキラが結希の許もとにも飛んできて、結希自身も光り出すかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　胸の奥がくすぐったくて嬉しくて、どこか懐かしい。

　それなのになぜか切ない。悲しい。

　その絶ぜつ妙みようなバランスが、なんともいえずじわりと胸に沁みる。

　やがてピアノがやんだ。最後の音が玉になり、空中でキラキラと光りながら消えていく。

　気が付けば、夢中で拍はく手しゆしていた。椅い子すに腰かけたままこちらを振り返った泉水に、高こう揚ようした気分のままにまくしたてる。

「凄い、凄いですね！　びっくりしました！　音がキラキラしてて、転がって、弾んで、俺、ピアノがこんなに凄いって知らなかった！　や、泉水さんが凄いのか！　そういえば鉄太郎さんが、泉水さんは神様に音楽を奉ほう納のうする一族の末まつ裔えいだって言ってましたもんね！　そりゃ神様も喜びますよ！　すげえ！」

「ちょっと落ち着け」

　泉水は端たん整せいな面おも立だちに、あきれたような、それでいて驚おどろいたような表情を浮うかべた。

「まだちゃんと弾ひけるようになったわけじゃない」

「今弾いてたじゃないですか！」

「ずっと練習をさぼっていたから全然だめだ。指が思うようにまわらない」

「えっ、あれでまわってないんだ！」

　結希は心底驚いた。わずかに骨ばった長い指は、これ以上ないほど滑なめらかに鍵けん盤ばんの上を踊おどっているように見えたからだ。

「でも凄くきれいでした。ぽんぽんって光の玉が弾んで、楽しくて嬉しくて、懐かしい感じもして、でもなんか悲しくて、泣きたくなるような……。なんていうか、子供の頃ころの幸せなアルバムを見てるみたいな……、や、違うか。なんだろう、なんか知ってる感覚のような気がするんだけど……」

　感じたことをどうにか言葉にしようとするものの、うまく表現できなくて、結希はわきわきと手を動かした。語ご彙い力がなくてもどかしい。

　その仕し種ぐさがおもしろかったのか、泉水は小さく噴ふき出す。

　泉水さんがこんな風に笑うの見るの、初めてかも。

「無理に感想を言わなくてもいい。言いたいことはわかったから」

「ほんとですか？」

「ああ。この曲集は子供のための曲じゃなくて、むしろ年を重ねた人の回想であり、年を重ねた人のためのものだ、と作曲者自身が書いている。だから子供の頃のアルバムを見てるみたいというのも、懐なつかしいと感じるのもごく自然なことだ。おまえ、案外良いい耳を持ってるんだな」

　結希はぽかんとした。

　初めて料理以外で褒ほめられた……。

　じわじわと頰ほおが熱くなるのがわかった。

　赤くなっているだろう顔をごまかすために、いやいやいや！　と両手を振る。

「俺、クラシックのこと全然わかんないですから。他ほかの音楽もわかんないけど。あの、今の曲、何ていう曲ですか？」

「ロベルト・シューマンの、見知らぬ国と人びとについて。十三曲で成り立っている、子供の情景という曲集の中の第一曲だ」

「しゅうまん？」

　いきなり祖父の店の名前が出てきて首を傾かしげる。

　すると泉水はふと微笑ほほえんで頷うなずいた。

「おまえのお祖じ父いさんの店と同じ名前だ。看板にひらがなでしゅうまんと書かれていたから、僕は店に入る気になった。漢字だったら入らなかったかもしれない」

「そうなんだ……」

　確かに祖父の店の看板と暖簾のれんには、「しゅうまん」とひらがなで店名が書かれていた。

　知らないところで、外国の作曲家が泉水と祖父を結びつけてくれたのだ。

　そして祖父と結びついたからこそ、結希も泉水に会えた。

「シューマンか……。よくわかんないけど、今の曲は好きです」

　しみじみ言うと、泉水はわずかに目を細めてこちらを見つめた。

　特別優しく感じられる眼まな差ざしに、ドキ、と心臓が鳴る。

「もう一度弾こうか？」

「えっ、いいんですか？」

「いいぞ」

　早さつ速そく鍵盤に手を置いた泉水に、あの、と慌あわてて声をかける。

「近くで見てもいいですか？」

「ああ、かまわない」

「それじゃ、失礼して」

　結希は足音を立てないよう、そろそろとピアノの前に腰こしかけている泉水に近付いた。

　泉水は眉まゆを寄せる。

「なんでそんな忍しのび足なんだ」

「や、なんか、お寺の本堂とか神社の本ほん殿でんとか、神聖な場所へ上がらせてもらうときみたいな感じがして……」

　騒さわがしくせず静せい寂じやくを守る。なぜならそこは、尊い存在の領域だからだ。

　人の身で神仏の領域に立ち入らせてもらうからには、失礼のないようにしなくてはいけない。

　先ほどからなぜかバクバクと音をたてている心臓も、本当は静かにさせたいが、思い通りにならない。

　あ、神様といえば、鉄太郎さんはどこ行ったんだろう。

「あの、今日は鉄太郎さんは？」

「昼頃ごろから出かけてる。遅おそくなるから今日の夕飯はいらないと言っていた」

　そうなんだ、とつぶやいた結希に、泉水は秀しゆう麗れいな面立ちをしかめた。ピアノから一メートルほど離はなれた場所で立ち止まった結希をにらむ。

「何してる、もっと近くに来い」

「や、でも……」

「僕に苦手なものでも食べろって言った勢いはどうした」

「それはそれ、これはこれです」

　尻しり込ごみしていると、泉水は立ち上がった。

「いいから来い」

　ふいに手首をつかまれ、引っ張られる。

　ドキ、と心臓がまたしても跳はねるのを感じつつ、結希はよろけるようにしてピアノに近付いた。途と端たんに泉水の手があっさり離れる。また心臓が鳴った。

　なんだ、これ。

　覚えがある感覚だが、泉水の演奏の感想をうまく言葉にできなかったのと同じで、どう言い表せばいいかわからない。

　ピアノのすぐ脇わきに立った結希が動かないことを確かく認にんして、泉水は再び腰を下ろした。

　長い指がそっと鍵盤に置かれる。

　やがてその指が先ほど聴きいたばかりの曲を奏かなで始めた。

　──ああ、やっぱり凄すごい。

　優やさしい光を放つ音の玉が次から次へとこぼれ出し、柔やわらかく弾はずんでキラキラと光る。

　そんなイメージが絶えず脳のう裏りに浮かぶ。

　大きな盛り上がりがあるわけではない。しかしひとつひとつの音がクリアで、全く退たい屈くつしない。嬉うれしくて懐かしくて、切なくて胸がしめつけられる。

　曲はごく短かった。すぐに終わってしまう。

　もっと聴きたい、という結希の気持ちが伝わったのか、新たな曲が始まった。

　明るく光る音の玉が飛び出してくるのは同じだが、先ほどより勢いよく弾む。なんとなく、子供がはしゃいで笑う声が聞こえてきそうだ。

　ピアノを弾く泉水も楽しげだ。長い指が鍵盤の上で踊っているように見える。

　きれいだな、と思う。

　それに、凄くかっこいい。

　泉水はもともとモデルのような容姿だが、今の方が一ひと際きわ輝かがやいて見える。

　今度の曲も短かった。いつのまにかピアノにぴったりくっついて音楽の世界に浸ひたっていた結希は、思わず拍はく手しゆをした。

「凄い、きれいだ。今のは何ていう曲ですか？」

「不思議なお話」

「へえ。さっきのは、えーと、見知らぬ国と……」

「人びとについて」

「絵本のタイトルみたいですね。クラシックって、俺にもわかる曲もあるんだ。もっと難しいもんだと思ってました」

「難しくなんかない。自分がいいと思えば、それでいい。料理だって作り方を知らなくても、美味おいしいものは美味しいだろう。それと同じだ」

　思いの外柔らかな物言いにくすぐったい気持ちになりつつ、えー、と声をあげる。

「それとはまたちょっと違ちがうと思いますけど」

「そうか？　僕にとっては同じだ。茶ちや碗わん蒸むしの作り方は知らないが、おまえの茶碗蒸しは旨うまい」

　真顔で褒められて、結希は大いに照れた。

　料理に関してだけは本当に素す直なおだ。　>>>♥

「ありがとうございます。でも、泉水さんはもっと美味しいものをいっぱい食べてきたでしょう。今だってその気になれば、フレンチでもイタリアンでも中ちゆう華かでも、それこそ本格的な和食でも、何だって食べられるはずなのに、なんで祖父ちゃんの料理が食べたいんですか？」

　今まで何度も疑問に思ってきたことを、初めて口に出して尋たずねる。

　すると泉水は鍵けん盤ばんに視線を下ろした。ぽん、とひとつ音を鳴らす。

　それは玉にはならず、ただ淡あわい光を放って消えた。

「前に話したと思うが、子供の頃ころの僕は、両親が海外にいるときは祖父母に預けられてた。ただ、そのときはたまたま祖父母もそれぞれ忙いそがしくて留守がちで、なかなか一いつ緒しよにいられなかったんだ。運悪くいつも来てくれてたシッターさんが病気で退職したばかりだったから、かわりに別の女性が来た」

　ぽん、とまた音が鳴る。今度も光の玉にはならない。

「見た感じはごく普ふ通つうの中年の女性だった。でも、彼女は仕事をしなかった」

「仕事をしない、というのは……？」

「うちで好きにすごすだけで、僕の食事の世話や話し相手をしなかったんだ。外出したまま帰ってこないこともあった。僕一人で夜を明かしたこともあったな。まだ鉄太郎と出会ってなかったから、本当に一人きりだった」

　淡たん々たんと話す泉水に、結希は思い切り顔をしかめた。

「それ、職務放ほう棄きじゃないですか！　ていうか虐ぎやく待たいですよ！　ちゃんとご両親か、お祖じ父いさんとお祖ば母あさんに言ってクビにしました？」

「いや、言わなかった」

「えっ、なんで言わなかったんすか！」

　更さらに大きな声を出すと、泉水は驚おどろいたように目を丸くした。結希が本気で怒おこっているとわかったらしく、何度か瞬まばたきをする。

　が、すぐに苦いような、それでいて嬉しそうな複雑な笑えみを浮うかべた。

「そう怒るな。昔の話だ」

「だって鉄太郎さんと出会う前ってことは、八つとか九つの頃ですよね。そんな小さい子が一人で放っておかれるなんて！」

「僕も今振ふり返ると、すぐに言えばよかったと思う。でもあのときは、両親にも祖父母にも迷めい惑わくをかけてはいけないと思ってたからな。余計なことを言って、忙しい家族を煩わずらわせたくなかった」

「余計なことなんかじゃないです！　放っておかれただけですか？　叩たたかれたりとかしませんでしたか？」

「それはなかったな。ただ、話しかけても無視されることが多かった。あと、シッターは家の調度品なんかを勝手に持ち出してたんだが、僕が見つけて注意すると、ちょっと借りるだけだって怒ど鳴なって物もの凄すごく怖こわい顔をした。人を覗のぞき見する卑いやしい子だっておうちの方に言いつけますよ、って脅おどされて、僕は何も言えなくなってしまった」

　淡々とした物言いに、更に頭に血が上る。

「なんっだそれ！　完全に犯罪者じゃないすか！　盗ぬすんだ挙句に子供を脅すなんて、最低のクズだ！　俺がその場にいたらぶっ飛ばしてやったのに！」

　怒いかりの持って行き場がなくて、結希は足を踏ふみ鳴らした。

　落ち着け、と泉水があきれた声を出す。が、二重の瞳ひとみはやはり優しく細められていた。

「僕が子供だったんだから、当時のおまえも子供だ。ぶっ飛ばすのは無理だ」

「気持ちの問題ですよ、気持ちの！　なんだそいつ！　許せない！」

「だからそう怒るな。十日くらいで逮たい捕ほされたから安心しろ」

　クビではなく、逮捕。つまり、犯罪者として警察に捕つかまったのだ。

「それならよかった！　ちゃんとご家族に言えたんですか？」

「いや、僕は最後まで言えなかった。言ってくれたのは修万のおじさん、おまえのお祖父さんだ」

　え！　と結希は驚きの声をあげた。

　まさかここで祖父が出てくるとは思わなかった。

「祖父ちゃんが？　ほんとに？」

　本当だ、と泉水は大きく頷うなずく。

「食事を作ってもらえなかったから、近所にあった祖母の行きつけのパン屋さんで、自分の小こ遣づかいでパンを買って食べてたんだ」

「え、まさかそのシッター、一回も食事を作らなかったんですか？」

「作らなかった。カップ麵めんが置いてあっただけだ。ただ、僕はそれまでインスタント食品を一度も食べたことがなかったから、どうやって食べていいかわからなかったし、食べる気にもなれなくてな」

「そりゃそうですよ！　カップ麵だけとかありえない！　どんなに美味しいパンでも、パンだけ食べてるのも良くないし」

「ああ。僕も三日くらいパンだけ食べてすごしたんだが、さすがにまずいと思った。それで誰だれかに助けを求めなきゃと思い立って外へ出たんだ。うちの人には言うなって脅されてたから、電車で数駅のところに住んでたピアノの先生に助けてもらおうと思った」

　小学校低学年の少年が、大きな家を出る光景が脳裏に浮かんだ。

　辺りは既すでに夕暮れに包まれている。通りには人が行きかっているが、少年は一人だ。

　寂さみしい。怖い。

　しかし誰もいない家に一人でいるのも寂しくて怖い。心細くて泣きそうだ。

「ちょうど今くらいの季節だったから日が落ちるのが早かった。電車に乗っているうちにすっかり暗くなってしまって、僕は急に怖くなった。もしかしたらピアノの先生にも言っちゃだめかもしれない。告げ口する悪い子だって怒られる。居ても立ってもいられなくて、途と中ちゆうの知らない駅に停とまったときにすぐに降りた。帰ろうと思ったけど、シッターが電車で通ってるのを思い出した。駅で鉢はち合あわせするかもしれないって思うと帰るに帰れなくて。うちに帰っても食べるものもないし、とにかくコンビニで何か買おうと思った」

「大変でしたね……」

　冷たい風にさらされながら、ホームに立ち尽つくす少年を想像すると胸が痛む。

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめた結希を見上げ、泉水は小さく笑った。

「寒いし一人きりだし、腹は減るしな。しかもその駅の前にはコンビニがなかった。仕方なくしばらく歩いてたら、しゅうまんという文字が見えたんだ。知ってる名前だったから、物凄くほっとしたのを覚えてる」

「それで祖父ちゃんの店に入ったんだ……」

　たった一人でやってきた少年を、祖父はどう思っただろう。

　いかにも「いいところの坊ぼつちゃん」といった風ふ情ぜいの少年に、さぞ驚いたに違いない。

「顔は四角くて怖いけど、ニコニコしてて優やさしそうなおじさんに、何が好きだって聞かれて、玉子って答えたら、だし巻きを出してくれた。初めて食べたとき、あんまり美味しくてびっくりしたな」

　思い出を懐なつかしむ柔やわらかい口調だった。放置された挙句に脅されて辛つらかっただろうに、まるきり負の思い出になっていないのは、祖父との出会いがあったからか。

「年はいくつだ、お父さんとお母さんはどうした、どこから来たんだって聞かれて正直に答えた。お金を持ってないと思われると困るから財さい布ふの中も見せたし、食物アレルギーもありませんって伝えた。でも、シッターのことだけは咄とつ嗟さに噓うそをついた。シッターさんに今日は外で食べるように言われてますって答えた」

　しっかりしている。

　しかし十にも満たない子供だ。子供に外で食べて来いと言うシッターなどいるはずがないと、わからなかったのだろう。そもそも、子供が理り不ふ尽じんな大人の脅しに逆らえるはずもない。

「おじさんは今日はもう遅おそいから、一人で電車で帰るのは危ないって言って、友達だっていうタクシーの運転手さんを呼んでくれた。その運転手さんは関西弁のおもしろい人で、美味おいしいだし巻きを食べて気持ちが解ほぐれてたこともあって、久しぶりにたくさん笑った。今思うと、鉄太郎が怖くなかったのは、あのタクシーのおじさんのおかげかもしれない」

　その関西弁のタクシー運転手は恐おそらく、祖父の店の常連だったヤマちゃんという男性だ。結希も何度か会ったことがある。祖父と同どう年ねん輩ぱいのヤマちゃんは、祖父の葬そう儀ぎで男泣きに泣いていた。今も祖父の命日に、墓参りに来てくれる。

「それから一週間くらい通って、いろんな玉子料理を食べた。だし巻きが一番美味しかったけど、親おや子こ丼どんも茶ちや碗わん蒸むしもかに玉も、それに玉子サンドも、どれもこれも全部美味しかった」

　泉水は頰ほおを緩ゆるめた。祖父の料理の味を思い出しているらしい。

　寂しくて不安で震ふるえていた幼い心を、温めて元気づけた料理だ。それは特別だっただろう。

　なんかちょっと祖父ちゃんに嫉しつ妬としちゃうな……。

　今、結希が作っているのは祖父の料理のコピーだ。結希自身のレシピではない。

　俺の料理は祖父ちゃんの料理みたいに、泉水さんにとって特別になれるんだろうか。

「僕が毎日来るから、おじさんは不ふ審しんに思ったんだろう。もしかしたらタクシーのおじさんに、僕の家が真っ暗だったって聞いたのかもしれない。改めて、なんでうちで食べないんだ、本当にシッターさんに外食するように言われてるのかって聞かれた。答えられないでいると、どんなことがあってもおじさんが味方になってやる、悪い奴やつがいたらやっつけてやるから話してみなって言われて、我が慢まんできずに泣いてしまった」

　一人でやって来る泉水を見守っていた祖父は、彼が何かに怯おびえていること、そして追いつめられていることに気付いたに違ちがいない。だからこそ、悪い奴がいたらやっつけてやる、という言い方をしたのだ。

「僕は何もかもおじさんに打ち明けた。おじさんは僕の話を真しん剣けんに聞いてくれて、僕の言うことを百パーセント信じてくれた。それからは早かった。おじさんが祖父母に連れん絡らくをとって、僕のかわりにシッターのことを話してくれたんだ。最初はおじさんを怪あやしんでた二人も、おじさんに直接会って話を聞いて、その上で僕の話も聞いて、気付いてやれなくて悪かったって僕に何度も謝った。おじさんにも何度も頭を下げてた。それから僕はピアノの先生に預けられて、二日もしないうちにシッターは窃せつ盗とう罪で捕まったよ」

「そっか……。よかった……」

　心の底から安心して、結希は思わず大きなため息を落とした。

　小さい泉水が救われて、本当によかった。

「それからしばらく、僕はカウンセリングにかかりながらおじさんの店に通った。一人で行くときもあったし、祖父母と一いつ緒しよのときもあった。おじさんの料理はやっぱり凄すごく美味しくて、楽しかった。おじさんは自分には孫がいて、僕と同じくらいの年だって話してくれた。だから余計に放っておけなかったらしい。その孫っていうのはおまえのことだったんだな」

　泉水は結希に視線を向けた。そしてまじまじと顔を見つめてくる。

「全然似てない」

「俺は祖ば母あちゃん似らしいから……」

　ぼそぼそと答えつつも悔くやしい気持ちになる。

　俺も祖じ父いちゃんに似てればよかった。

　祖父は今で言うイケメンではなかったが、往年の渋しぶい悪役俳優のようなかっこよさがあった。

「その後も祖父ちゃんの店に通ったんですか？」

　いや、と泉水は残念そうに首を横に振ふった。

「シッターの犯行はかなり悪質で余罪もあったから、執しつ行こう猶ゆう予よなしの実じつ刑けいになった。でも無期懲ちよう役えきになったわけじゃない。数年経たてば刑務所から出てくる。逆さか恨うらみがあるかもしれないから、祖父母は引っ越こした。そのときに両親と祖父母と一緒に挨あい拶さつに行って、それきりだ。しばらくは手紙を出してたんだが、渡と米べいしてからは返事を書かないといけないとおじさんに気を遣つかわせたくなかったから、年に一度くらいしか手紙を出さなかった。そうこうしてるうちに、ずっとおじさんと年賀状のやりとりを続けてた祖母が亡なくなった。そこで一年ぶりくらいに日本から手紙を出したら、宛あて先さき不明で返ってきてしまったんだ。おじさんの消息は本当にわからなくなった。いつか直接訪ねてみようと思ってるうちに、コンクールとかリサイタルで忙いそがしくなって、会いに行けないまま時間が経ってしまった」

　手紙が戻もどるようになったのは、祖父が亡くなったからだろう。

　今、店があった場所は空き地になっている。建物の老ろう朽きゆう化かが激しかったので解体してしまったのだ。

「じゃあ今回、祖父ちゃんが亡くなったってわかってショックだったでしょう」

「ああ。おじさんにもう会えない、おじさんの料理を食べられない。そう思うと悲しくて寂しくてたまらなかった。でもそれは今思うと、自分勝手な感情だった」

「えっ、全然勝手じゃないですよ」

　いや、と泉水は首を横に振る。

「勝手だ。僕はもう何もできない子供じゃない。大人になったんだから、おじさんに会えない自分を憐あわれむより、どうやったらおじさんに恩返しできるのかを考えるのが先だった。それなのに、僕は自分のことしか考えてなかった。恥はずかしいし、おじさんにも申し訳ない」

　自じ嘲ちようする物言いに、勝手じゃない、と結希は思わず強く否定した。

「泉水さんはずっと海外にいたんだし、恩返しなんて無理ですよ。それに祖父ちゃんは絶対、勝手だなんて思ってません。自分の料理を覚えててくれて、懐かしがってくれて嬉うれしいって思ってます」

「そうだろうか……」

　そうです、と結希は力強く頷うなずいた。

　口から出まかせの慰なぐさめではない。本当に祖父は喜んでいるはずだ。

　恩返しなんて大おお袈げ裟さなことは考えなくていい、旨うまかったなあって、俺の料理をちょっとでも思い出してくれたら、それが一番嬉しいよ。

　祖父ちゃんなら、きっとそう言う。

「そうだ！　今度の土曜か日曜に、祖父ちゃんのお墓参りに行きませんか？」

　明るい声で提案すると、泉水は驚おどろいたように瞬まばたきをした。

「僕が行っていいのか？」

「いいに決まってるじゃないですか！　俺も先月の命日に行ったきりなんです。鉄太郎さんも一緒に、三人で行きましょう！」

　身を乗り出して言うと、ん、と泉水は頷いた。

「行く」

「よし、じゃあ決まり！」

　満面の笑えみでそう言った途と端たん、ぐきゅるるう、と腹が鳴った。

　応じるように、ぐうう、と泉水の腹も鳴る。

　結希は思わず泉水と顔を見合わせた。

　照れたような笑みを向けられ、ドキ、と心臓が跳はねる。

　こんな顔は初めて見るかも。

　泉水のお腹なかが鳴る音を聞いたのも初めてだ。

「いろいろ話してくれてありがとうございました。祖父ちゃんの話が聞けて嬉しかった。すぐにご飯の用意しますね。できたら呼びますから！」

　早口で言った結希は踵きびすを返し、急いで部屋を出た。

　頰が熱い。先ほど跳ねた心臓が忙せわしない鼓こ動どうを刻んでいる。

　ドアを閉める直前、澄すんだピアノの音が聞こえてきた。ドアの隙すき間まから、ぽん、と柔やわらかな光を放つ玉が飛び出してくる。

　軽かろやかに弾はずんだそれは、結希の胸にまっすぐ飛び込んできた。

　──凄くあったかい。

　それに、ひどくくすぐったい。










「ほんとに行かないんですか？」

　振り返って問うと、鉄太郎はうんと応じた。

「行きたいのはやまやまやが、どうしても外せん用があるさかいな。神もいろいろ忙しいんや」

　はあ、と結希は頷いた。

　土曜日の午前九時半。これから祖父の墓参りに行くのだ。

　泉水は既すでにロングコートを着込み、革かわのブーツを履はき終えている。風か邪ぜをひくといけないのでマスクをつけてもらった。

　結希はといえば、いつものハーフコートにスニーカーだ。肩かたから下げた大きめの保冷バッグには、二人分の弁当が入っている。中身はサンドイッチだ。今日、朝からこのマンションに出向いて作った。

「鉄太郎さんの分の弁当、テーブルの上に置いときましたから、お昼に食べてくださいね」

「おう、よばれるわ。おおきに」

「じゃ、行ってきます」

　小さく手を振ると、鉄太郎も前まえ脚あしをちょこちょこと振り返してくれた。

「気ぃ付けてな。泉水、ゆっくりしてこい」

　ああと泉水は素す直なおに頷いた。マスクで口くち許もとは見えないが、目は柔らかく笑んでいる。

　鉄太郎を残して二人で部屋を出ると、ひんやりとした空気が全身を包んだ。

「鉄太郎さん、木曜も出かけてましたよね。昨日はうちにいました？」

「ああ、いたぞ」

「そうですか……」

　一いつ瞬しゆん、俺を避さけてるのかな、と思ったが、いや、それはない、とすぐに否定する。

　弁当を作っている間、鉄太郎はキッチンにいる結希とダイニングにいる泉水の間を行ったり来たりしていた。泉水がキッチンの様子を見に来たときは、その広い肩に乗って一緒に覗き込んできた。デザートとして切っていた柿かきをそれぞれの口に入れてやると、泉水と鉄太郎は嬉しそうに食べた。旨いな、甘い、わしは昔から柿が好きや、僕も好きだ、と二人して感想を言い合っていた。

　今度干し柿が食べたいと鉄太郎にリクエストされ、それはさすがに作れないから買ってきますと答えていると、泉水は不思議そうな顔をした。なんと干し柿を食べたことがないという。結希も干し柿は好物なので、鉄太郎とかわるがわるその美味おいしさについて熱弁した。

　夕飯の下ごしらえをし、弁当を作りながら他愛たわいもない話をする。

　それだけのことなのに、本当に楽しかった。

　コンシェルジュに挨拶をして外へ出ると、暖かな日差しが降り注いだ。秋晴れという言葉が相応ふさわしい水色の空が頭上に広がっている。

「電車で一時間くらいかかりますけど、大だい丈じよう夫ぶですか？　タクシーにしましょうか」

「電車でいい」

　短く言った泉水は、ん、とおもむろにこちらに手を差し伸のべた。

「何かほしい物がありました？」

「違ちがう。僕がそれを持つからよこせ」

　ぶっきらぼうに言われて、結希は瞬きをした。どうやら弁当が入った保冷バッグを持とうとしているようだ。たちまち胸の奥がくすぐったくなる。

「ありがとうございます。でも、水すい筒とうも入ってて重いから持たなくていいですよ。指を痛めたら大変ですから」

　ごく自然にそう言っていた。泉水の指は特別な指だ。

　気持ちは凄すごく嬉しいけど、重い物は俺が持つ。

「肩にかけるから大丈夫だ」

「だめです。泉水さんは花を持ってください」

「花？」

「お供え用の花を途と中ちゆうで買いますから、それを持ってください」

　泉水は不満げに眉まゆを寄せたが、結希に譲ゆずる気がないと悟さとったのか手を引っ込めた。

　それにしても泉水さん、改めて見るとめちゃくちゃカッコイイな……。

　並んで歩いたことがなかったので気付かなかったが、彼は百六十八センチの結希より十五センチほど背が高いようだ。黒いロングコートが引きしまった体つきとスラリと伸びた長い脚あしを、より際きわ立だたせている。

　東洋人離ばなれした整った横顔は、マスクで覆おおわれていてもなお、高名な彫ちよう刻こく家が丹たん精せいを込めて彫ほった像のようだ。この一週間ほどで随ずい分ぶんと顔色がよくなったおかげで、作り物めいた冷たさはない。生き生きとした美しさだ。微かすかに漂ただようすっきりとした甘さのフレグランスが、厭いや味みなく似合っていた。

　すれ違う人たちの多くが、ハッとして振ふり返る。

　気持ちはわかる。俺も見み惚とれちゃってるし。

「なんだ」

　結希の視線に気付いたらしく、泉水が見下ろしてくる。

「や、カッコイイなと思って」

「何が」

「泉水さんが」

　正直に答えると、泉水は瞬きをした。

「改まって言うことか？」

「最初から思ってたんですけど、鉄太郎さんのインパクトが物もの凄すごかったし、高級ホテルと高級マンションのインパクトも半はん端ぱなかったから、泉水さんのインパクトが後まわしになっちゃったんです。それに正直、俺にとったら泉水さんの見た目より、ピアノの衝しよう撃げきの方が何倍も大きくて」

　泉水は何も言わず、ふいと視線をそらした。

　あ、今の言い方だと見た目をディスった感じになった気がしないでもない。

「あの、ほんとに最初からカッコよくてきれいな人だなって思ってましたよ。噓うそじゃないです」

「噓だとは言ってない」

　ぶっきらぼうに応じた泉水は、ちらと視線を向けてきた。

「僕の顔と時給が気に入ったから、料理の仕事を引き受けたのか？」

「え？　あー、そうですね……。どっちかっていうと、時給が一番かも……」

　つぶやきながら、結希はハッとした。

　そうだった。泉水さんと一いつ緒しよにいるの、仕事だった。

　泉水に美味おいしい物を食べさせたい。喜んでもらいたい。そうした思いが先に立っていた。

　泉水と鉄太郎と一緒に食事をとるのも楽しかった。

　祖父と泉水の思いがけないつながりを聞いたことで、泉水が身近に感じられたせいもあるだろう、いつのまにか仕事だということを忘れていた。

　半ば呆ぼう然ぜんとしていると、泉水がまたふいと視線をそらした。

　あれ、なんか不ふ機き嫌げんっぽい……？

　もしかして、俺が時給が一番って言ったからか？

「最初は確かに、破格の時給につられました。でも、祖じ父いちゃんのレシピで作った料理を美味しいって言ってもらえて、祖父ちゃんの思い出を共有できるのが、本当に嬉うれしかった」

　結希はゆっくり言葉を重ねた。全すべて本当のことだ。

　泉水の纏まとう空気がわずかに緩ゆるむ。

「泉水さんがちゃんと、いただきますとごちそうさまを言ってくれるのも嬉しかった。祖父ちゃんの店に行くようになった経けい緯いを話してくれたのも、本当に嬉しかったです。祖父ちゃんのお墓参りに一緒に行ってくれるのも嬉しい。俺のためにピアノを弾ひいてくれたのも凄く嬉しかった。全部、仕事だってことを忘れるくらい嬉しかったです」

　泉水はようやくこちらを向いた。

　見下ろしてくる眼まな差ざしは柔やわらかい。機嫌が直ったようだ。

「また弾いてもいいぞ」

「ほんとですか？」

「ああ」

「じゃあ、またあれ弾いてください。見知らぬ国と人びとについて」

「わかった。弾いてやる」

　尊大に頷うなずいた泉水だったが、目め許もとは柔らかく笑えんでいる。

　なんだろう、なんかかわいいな……。

　胸の奥が熱くなってうずうずする。

　なんだか少し意地悪をしたくなってしまった。

「泉水さんは、祖父ちゃんの料理目的で俺を雇やとったんですよね。一番の理由は祖父ちゃんの料理だ」

　悪戯いたずらっぽい口調で言うと、泉水は言葉につまった。

「それは……、最初は、そうだった。でも、今は違う」

「違うんですか」

「違う。もちろん修万のおじさんに作ってもらった料理も楽しみだが、修万で食べたことがなかった料理も旨うまいし、楽しみだ」

　ふは、と結希は思わず笑った。

　料理に関しては、ほんと素す直なおなんだよな。

　ここは、おまえと一緒にご飯を食べるのが楽しみだ、くらいは言ってほしかったところだが、泉水らしいといえば、らしい。

「泉水さん、甘い物好きですか？」

「ああ、好きだ」

「じゃあ今度、バターケーキを焼きますね」

「ケーキも焼けるのか」

　驚おどろいたように目を丸くした泉水に、簡単なやつなら、と応じる。

「大学のサークルの友達に教えてもらったんです。ただ、一流のパティシエが作ったケーキとは比べものにならない、ごくフツーの素人しろうとのケーキですけど。クリームもフルーツも載のせない、シンプルなやつでもよければ作ります」

「それでいい。食べる」

「じゃあ、今日の帰りにスーパーに寄って材料を買いますね」

　ん、と泉水は頷いた。長い脚が刻む歩調が軽くなったように思えたのは、気のせいではあるまい。

　ほんとに祖父ちゃんの料理じゃなくてもいいんだ。

　高木に教えてもらったバターケーキのレシピを思い出しつつ、結希は自然と笑み崩くずれた。
















　祖父の墓は、海に面した山の中腹に建つ寺にある。

　代々の子孫が墓を守っていく必要のないよう、元気なうちから母と話し合っていたらしく、永代供養墓だ。祖母の遺骨も同じ墓に納めた。

　寺へ行く途と中ちゆうで買った白い菊きくの花は、泉水が持つと洋の花に見えた。

　花を墓前に供えた泉水は、随分と長い間手を合わせていた。

　結希も彼の隣となりで手を合わせた。

　祖父ちゃん、泉水さんを助けてくれて本当にありがとう。

　寺を後にした結希と泉水は、再び電車に乗って臨海公園にたどり着いた。そしてベンチに並んで座ってサンドイッチを食べた。泉水は玉子サンドだけでなく、ハムサンドとポテトサラダサンドも美味おいしそうに食べてくれた。温かいコーヒーも気に入ってくれたようだ。

　土曜だからだろう、親子連れやカップルの姿がそこここに見える。

　頭上には雲ひとつない青空が、目の前にはキラキラと輝かがやく海が広がっている。緩く吹ふいてくる潮風は少し冷たいが、心ここ地ち好よい。

「いい天気でよかったですね」

　ハムサンドを頰ほお張ばりながら言うと、泉水は玉子サンドを頰張りつつ頷く。

「たまには公園で食べるのもいいな」

「遠足みたいですよね」

「遠足、行ったことない」

「え、マジで？」

「日本の学校にはほとんど行かなかったから」

「そっか。じゃあまた来ましょう。今度はおにぎり持って」

「梅とカツオ」

「ああ、そうでしたね。泉水さん、梅とカツオが好きなんだ」

「おまえは何が好きだ」

　何気ない問いだったが、好みを尋たずねられたのは初めてで、結希は自然とニコニコ笑ってしまった。

「俺はカツオと昆こん布ぶが好きです。祖父ちゃんにおにぎりを作ってもらうときも、いつもカツオと昆布を頼たのんでました」

「昆布も旨いな」

「じゃあ、梅とカツオと昆布の三種類作ります」

　楽しみだ、と泉水が笑う。

　なんか、すっきりした顔してるな。

　一緒に来てよかったと心の底から思う。

　デザートの柿かきも食べ終えて一息つくと、ベンチにゆったりと腰こしかけた泉水が尋ねてきた。

「おじさんは、おまえから見てどんな人だった」

　また俺がどう思ってるか聞いてくれた。

　じわりと胸が熱くなる。

「優やさしい祖父ちゃんでしたよ。怖こわいときもあるけど、それは俺が間ま違ちがったことをしたり言ったりしたときだけで、俺の話をよく聞いてくれた。ただ、自じ慢まん話みたいなのは一いつ切さいしない人でしたから、泉水さんのことも知りませんでした。ちょっとでも話してくれてたら、あそこまでびびらなかったかもしれないのに」

　わずかに口を尖とがらせて言うと、泉水が悪戯っぽく微笑ほほえむ。

「鉄太郎にもびっくりしなかったか？」

「あ、それは祖父ちゃんに泉水さんのことを聞いてたとしてもびっくりしますね」

「神様だけど、狸たぬきだからな」

「そう、神様だけど狸だから」

　ハハ、と笑った拍ひよう子しに、ベンチに置かれていた泉水の手に触ふれてしまった。

　すみません、と反射的に引っ込めようとした手をすかさず捕つかまえられる。

　思いがけない出来事に驚いている間に、ひんやりと冷たい指が強く手を握にぎってきた。

　目を丸くして泉水を見上げると、泉水もこちらを見下ろしてくる。

　柔らかな眼まな差ざしを向けられ、結希は咄とつ嗟さに視線をそらした。が、泉水の手は離はなれない。カアッと頰ほおが熱くなる。

　なんだこれ、なんだこれ！　なんで泉水さんが俺の手を握ってんだ！

　すげぇ恥はずかしい。──けど、嫌いやじゃない。

　心臓がバクバクしているが、逃にげ出したいとは思わないし、泉水の手を気持ちが悪いとも思わない。それどころか、冷たかった指が自分の手の熱で徐じよ々じよに温まってきているのが、たまらなく嬉うれしい。

　結希は思い切って、泉水の指に負担をかけない程度に指先に力をこめた。

　すると、泉水もきゅっと握り返してくれる。

　じんと胸の奥が熱くなった。

　──あ、わかった。俺、泉水さんが好きなんだ。

「好きだ」

　ふいに囁ささやかれて、え、と思わず声をあげる。

　自分の心の声が漏もれ出たのかと思ったのだ。

　先ほどからずっとこちらを見ていたらしい泉水と目が合う。

　熱を帯びた視線に息をのんだ結希だったが、掠かすれた声で応じた。

「俺……、俺も……、俺も、好きです」

　泉水の切れ長の瞳ひとみが嬉しげに細められたそのとき、あのう、と背後から遠えん慮りよがちに声をかけられた。

　うわ！　とあげそうになった声をかろうじて飲み込み、素す早ばやく手を引っ込める。

　泉水も引き止めることなく手を離した。

　振ふり返った先に立っていたのは、三十歳くらいの女性の二人連れだった。二人とも頰を赤く染めている。

「お邪じや魔ましてすみません。ピアニストの円城泉水さんですよね……？」

「ええ、そうですが」

　泉水が不ふ審しんげに眉まゆを寄せつつ応じる。

　顔を見合わせた女性たちはキャーと小さく声をあげた。

「日本に帰っておられたんですね！　あの、私たち、ファンです！」

「また日本でコンサートやってください。待ってます！」

「ありがとうございます」

　一応礼は言ったものの、泉水は完全な無表情である。警けい戒かいしているのだ。

　もうちょっと愛あい想そよくした方がいいのでは、と思っていると、二人はなぜかちらちらと結希を見た。反射的に会え釈しやくをする。

　すると二人も会釈を返してくれた。そしてまた顔を見合わせ、キャーと声をあげる。

　女性たちは泉水に写真をねだることも握あく手しゆを求めることもなく、お邪魔しましたと頭を下げた。振り返り振り返り、名残なごり惜おし気にしながらも去っていく。

　もしかして手に触さわっちゃいけないと思ったのかな。

　だとしたらピアニストの泉水を大切にしている、良いファンだ。

　けど、なんで俺までキャーって言われたんだろ。

　首を傾かしげていると、泉水がこちらに視線を向けた。

「おまえ、ネットで僕のことを調べてないのか？」

　泉水が責めているわけではなく、本当に疑問に思っているのが伝わってきたので、結希は正直に答えた。

「調べましたよ。働くことにしたはいいけど、どういう人かわからなかったから。経歴とか、ご家族のこととか」

「他ほかは？」

「他って？」

「僕がなぜスランプになったのか、調べなかったのか」

「それは調べてません」

「気にならなかったのか？」

「気にはなりましたけど、泉水さんＳＮＳやってないですよね。経歴はレコード会社のサイトに載のってたから間違いないでしょうけど、他の情報は泉水さん自身が発信してない限り、ほんとかどうかわかんないでしょう。噓うそかもしれない情報を入れても、余計な先入観を植えつけられるだけだから意味ないと思って、調べませんでした」

　思っていることをそのまま言っただけだが、泉水は驚おどろいたように瞬まばたきをした。

　確かにそうだな、と小さな声でつぶやいたきり黙だまってしまう。

　なんだ、この重い沈ちん黙もく……。

　ていうか、さっき手をつないだことはナシになったんだろうか。

　好きって言ったのは、俺の空耳だったのか？

　しかしナシになろうが空耳だろうが、結希の中にある泉水への想おもいはナシになっていない。

　胸どころか全身が熱いような痺しびれるような、こんな感覚は初めてだ。

　泉水さんが好きだ、と改めて思う。

　俺、バイだったのか。いや、自分から好きになったのって泉水さんが初めてだから、ゲイなのかも。

　中学で一人、高校でも一人、女の子から告白されて付き合った。二人とも気の合う友達だったので、付き合うことに抵てい抗こうはなかった。しかし彼女らとの恋こい人びと関係は一年ももたなかった。手をつないだり抱だきしめ合ったり、キスしたりもしたが、どうしても友達以上の感情を持てなかったのだ。結希が恋れん愛あいの意味で好きではないと感じ取ったのだろう、女の子の方から別れを告げてきた。

　友達スタートだったから、たまたま恋愛感情が持てなかっただけだ。いつか誰だれかを好きになれるときがくるだろうと、漠ばく然ぜんと思っていた。もっとも、相手が同性だとは思わなかったが。

　驚きはあるものの衝しよう撃げきというほどではないのは、ゲイ云うん々ぬんより先に、泉水に対する気持ちを自覚したせいかもしれない。

　恐おそる恐る隣となりを見み遣やると、泉水はやはり難しい顔をしていた。甘い雰ふん囲い気きは欠片かけらもない。

　泉水は日本在住とはいえ、一年の大半を海外ですごしていたようだ。海外では、親しい友達とも手をつないだりするのかもしれない。告白も、ただ友達として好きだと言っただけかもしれない。

　そう考えた途と端たんに、冷たい風が吹ふきつけてきた。ぶる、と全身が震ふるえる。

「あ、あの、そろそろ帰りましょう」

　努めて明るい口調で言うと、泉水は我われに返ったように瞬きをした。

「結希」

　ふいに呼ばれて、ドキ、と心臓が跳はねる。

　泉水さんに名前を呼ばれるの、初めてだ。

　真しん剣けんな色を映した切れ長の瞳が、まっすぐに見つめてくる。

「さっきの、嫌だったか？」

　手を握られたことを問われているのだと気付いて、結希は考えるより先に力いっぱい首を横に振った。

「全然、嫌じゃなかったです」

「本当に？」

「ほんとです」

　やはり力いっぱい首を縦に振ると、泉水はほっと息をついた。

　ほんとは嫌がってるって思われたんだろうか。俺も好きって言ったのに。

「ほんとに嫌じゃなかったです。何ならもう一回つなぎますよ」

　右手をわきわきと動かして尋たずねると、泉水は呆あつ気けにとられたように眉を上げた後、小さく噴ふき出した。

「いや、いい。やめておく」

「なんでですか」

「なんか気持ち悪いから」

「はあ？　気持ち悪いって失礼だな。手ぇつなぐだけですよ」

「だからもういい。それより帰ろう。寒くなってきた」

　右手の持って行き場に困っていると、立ち上がった泉水が手を差し出した。

　どうやら手を支えにして立ち上がれ、という意図らしい。じんと胸が熱くなる。

「だめですよ、手に負ふ荷かがかかるでしょう」

　泉水の手を柔やわらかく押し戻もどした結希は、自力で勢いよく立ち上がった。

「帰る前にスーパーに寄って、バターケーキの材料を買いますね」

「忘れてなかったのか」

「忘れてません。俺も久しぶりに食べたいし。今日の夜焼きますから、明日あした食べましょう」

「焼き立てを食べないのか？」

「冷まして一晩置いた方が、バターの香かおりが引き立って美味おいしいんです」

　並んで歩き出しながら答える。

　ふうん、と泉水は素す直なおに感心した。

「知らなかった。明日が楽しみだ」

　そう言った声は、本当に嬉うれしそうに弾はずんでいた。先ほどの重い空気は既すでに消えている。

　僕がなぜスランプになったのか、調べなかったのか。

　泉水の問いが耳に甦よみがえった。

　泉水はスランプから脱だつしつつある。鉄太郎によると、結希にシューマンの曲を聞かせてくれた日から、本格的に練習を再開したらしい。嫌いや々いややのうて楽しんで弾ひいとる、ああいう泉水は随ずい分ぶんと久しぶりや、と鉄太郎は嬉しそうに話してくれた。スランプの原因が何であれ、弾けるようになったのならそれが一番だ。

　でも、全然気にならないわけじゃない。

　あれほど素晴らしいピアノを弾く泉水が、なぜ弾けなくなってしまったのか。










　翌日、結希は昼前に泉水のマンションへ着くようにアパートを出た。

　今日の昼は月見うどんと、昨日炊たいたかやくご飯の残りだ。そして三時にはバターケーキを食べる。

　昨夜、泉水と鉄太郎はケーキが焼ける匂においにつられ、キッチンに様子を見に来た。オーブンを覗のぞき込む泉水の目はキラキラと輝かがやいていたし、鉄太郎は尻尾しつぽをぶわっと膨ふくらませていた。ええ匂いがする、けど明日にならないと食べられないんだぞ、ええっ、なんでや、明日の方が旨うまいらしい、ほんまか、今でももう充じゆう分ぶん旨そうやのに、明日まで我が慢まんだ、と顔を寄せ合ってこしょこしょ話しているのがかわいかった。

　今度、高木に違ちがうケーキの作り方も教えてもらおう。

　もうすぐ十二月だ。クリスマスに合わせてケーキを手作りするのもいいかもしれない。

　電車に揺ゆられつつ、自然と頭に浮うかぶのは泉水のことだ。

　自分のアパートに帰った後、泉水の身に何が起こったのか、ネットで検けん索さくしようか、それともせずにいようか迷った。しかし結局、調べなかった。

　なんか今いま更さらだし、泉水さんに言った通り、調べても本当のことが書いてあるとは限らないし。

　好きだと告白されたものの、帰宅してからも泉水の態度はそれほど変わらなかった。ぶっきらぼうなのも偉えらそうなのも、料理に関してだけは素直なのも、今まで通りだ。

　しかし視線の端はし々ばしに優やさしさを感じる。思いやってくれてるなあ、好きでいてくれてるなあ、というのがわかるのだ。それがたまらなくくすぐったくて嬉しかった。

　女の子と付き合ってたときは、こんな風に思ったことなかったな。

　既に通い慣れた駅で降りた結希は、足取りも軽く改札へ向かった。

　改札口の向こう側に、長身の男が二人立っている。

　一人は泉水だ。昨日着ていたコートとはまた別の黒いハーフコートを身につけている。

　キャメル色のブルゾンを羽織ったもう一人は、知らない男だった。

　モデル顔負けのスラリとした立ち姿の泉水と並んでいても、遜そん色しよくがない容姿だ。長めの黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみだが、彫ほりが深いせいか、エキゾチックな雰囲気が漂ただよっている。黒くろ縁ぶちの眼鏡がよく似合っていた。行きかう人たちが二人を振ふり返るのも無理はない。

　男は親しげに泉水に話しかけているが、泉水は無視している。

　誰だろう。友達かな。

　不思議に思っていると、泉水がこちらに気付いた。

　泉水が軽く手を上げたのを見て、男も結希に視線を向ける。

「この子がハウスキーパーか。ちっちゃいなあ、年いくつ？　まさか小学生？」

　挨あい拶さつもなしにいきなり失礼なことを言われて、結希はムッとした。

「十九歳ですけど。どちら様ですか」

　男が答える前に、結希、と泉水に呼ばれる。かと思うと肩かたに腕うでをまわされ、男から遠ざけられた。

　うわ、泉水さんとこんなに接近するの初めてだ。

　ジムで定期的に鍛きたえているだけあって、引きしまった体つきなのがわかる。

　赤面したのも束つかの間、やや強ごう引いんに歩かされた。

「こいつにかまうな。行こう」

　背を向けてもなお、男は追いかけてくる。

「冷たいな、泉水。せっかく久しぶりに会えたのに」

「おまえが勝手に会いに来たんだろ。接近禁止になったのを忘れたんじゃないだろうな。弁護士を呼ばれたいか？」

「ここは日本だ。日本の弁護士にアテがあるのか？」

　長身の二人は、結希の頭上で剣けん吞のんな会話を続ける。

　接近禁止って、あれだ。ストーカーとかに出されるやつだ。

　この男、泉水さんのストーカーだったのか？

　結希は咄とつ嗟さに鉄太郎を捜さがした。しかし泉水の足元にも周囲にも、その姿は見えない。また出かけているのか、それともマンションで留守番をしているのか、あるいは何かに化けていて口を出せないのか。

　何にしても鉄太郎さんが出てこられないなら、俺が何とかしないと。

　でも、あんまり乱暴なことを言って刺し激げきするのはまずいかもしれない。

　あれこれ考えている間に、泉水は冷たく言った。

「花岡がこっちにいる。花岡に連れん絡らくする」

「あの人、日本にいるのか。残念」

　さして残念に思っていないような口調で言うと、男は足を止めた。泉水、と呼ぶ声が背後から聞こえてくる。

「悪かったよ。あんな大事になるとは思ってなかったんだ」

　今までとは少し違う、真ま面じ目めな物言いだった。

　しかし泉水はちらとも振り返らない。歩調も緩ゆるめない。

　結希は肩を抱だいたままの泉水を見上げた。　>>>♥

「話を聞かなくていいんですか？」

「ああ。聞く必要はない」

　即そく座ざに否定されたものの、肩かた越ごしに振り返る。

　男は追いかけてきてはおらず、その場に立ち尽つくしていた。

「あの人、誰だれですか？」

　遠えん慮りよがちに尋たずねると、泉水は一いつ瞬しゆん、息をつめた。

「元、恋こい人びとだ」

　ため息と共に吐はき出された言葉に、今度は結希が息をつめた。

　泉水さんが前に付き合ってた人、女じゃなくて男なんだ。

　や、まあ俺も男だけど。

　秀しゆう麗れいな容姿の泉水と並んでいても違い和わ感かんのない、独特な雰ふん囲い気きのある男だった。

　胸の奥がじりりと焼けるような感じがした。嫉しつ妬とのようで、嫉妬とは違う気がする。そこまで生々しくない。しかし寒々しいような寂さみしさは確かに感じる。

　なんだろう、これ。なんか変な感じだ。

「別れて一年以上経たつし、連絡も一いつ切さいとってない。もう僕とは関係のない人間だ。今日だって、どうやって僕の居所を突つき止めたのか、マンションの前で待ち伏ぶせてたんだ。わざわざアメリカから何をしに来たんだか、わけがわからん。すぐ花岡に連絡して、ちゃんと対処してもらうから」

　結希が黙だまってしまったので焦あせったのか、泉水が早口で言葉を重ねる。

　言い訳をしてくれるのが嬉しくて、結希は思わず笑った。

「さっきの泉水さんの態度を見てたら、迷めい惑わくがってるのはよくわかりましたよ。ストーカーってわけじゃないんですね？」

「ああ、違う」

　泉水はきっぱりと首を横に振る。

　あの人が危害を加える心配はなかったから、鉄太郎さんは傍そばにいなかったのか。

　そう考えて、結希はふと尋ねてみた。

「鉄太郎さんはどうしたんですか？」

「あいつはまた出かけた。今日のランチはいらないそうだ。ただ、ケーキが食べたいから三時までには帰ると言ってた」

「前から日本にいるときはよく出かけてたんですか？」

「いや。そういえば、こんなに何度も留守にするのは初めてだな」

　今初めて気付いたらしく、泉水は首を傾かしげる。

「一度、どこへ行ってるのか聞いてみた方がいいかもしれませんね」

「そうだな。もし何か困ってるんだったら力になりたい」

　泉水の真面目な物言いに、結希は頰ほおを緩めた。

　鉄太郎との信しん頼らい関係が窺うかがえて微笑ほほえましい。

　駅を出ると、空は薄うすい雲に覆おおわれていた。日差しが届かないせいで、空気がひんやりと冷たい。もっとも、泉水に肩を抱かれていたおかげで少しも寒くなかったのだが。

　泉水がそのまま歩き出したので、結希は慌あわてた。

「泉水さん、肩」

「嫌いやか？」

　心なしかしょんぼりとした声で問われて、焦って首を横に振る。

「いえいえ、全然嫌じゃないです。嬉うれしいですけど、一応公共の場だし、もしかしたらまたファンの人と遭そう遇ぐうするかもしれないし」

「嬉しいのか」

　それこそ嬉しそうに目を細めて見下ろされ、結希は赤くなった。

「そこだけ拾わないでください。ていうか、今日はどうしたんですか？　改札まで迎むかえに来るなんて初めてですよね」

「昨日、おまえと出かけてからなんとなく気分が良くてな。散歩のついでに寄ったんだ」

「ジムで運動するのもいいけど、外に出るのもいいでしょう」

「ああ。肌はだに触ふれるもの、耳に届くもの、匂におい、全すべてが新しん鮮せんだ」

　話しながらマンションへと続く道を歩く。

　泉水は肩から手を離はなしたが、腕と腕は触れ合ったままだ。コート越しにでもじわりと体温が伝わってきて心ここ地ち好よい。

　これだけ密着して歩いてても、俺と泉水さんが恋人だって思う人は、たぶんいないだろうな。

　そもそも泉水に注目は集まるが、結希には集まらない。先ほどの男と一いつ緒しよにいたときは、男も長身のモデル体形だったので、余計に目立って注目されたのだ。

　泉水と結希では、容姿も服装も、何もかも共通点がなさすぎる。

　ふいにまた寒々しい感じがした。

　が、腕から伝わってくる泉水の体温がそれをすぐに消してくれる。

　好きな人とくっつくのって凄すごい。










「こっちの弁護士に頼たのんで、向こうのマネージャーに警告してもらったから。今いま頃ごろ説教されてるんじゃないかな。もう来ないと思うよ」

　うんと頷うなずいた花岡は、ぱくりとバターケーキを頰ほお張ばった。たちまち青い瞳ひとみを輝かがやかせる。

「あ、美味おいしい。凄く美味しいよ、市瀬君。マムの味がする。僕も妻も料理が苦手でね。ましてやお菓か子しなんか作れないから。こういう手作りのお菓子、懐なつかしいなあ」

「はあ、どうもありがとうございます」

　礼を言っていると、結希の正面に腰こしかけた泉水は隣となりにいる花岡をにらんだ。

「わざわざ来なくても電話で済んだだろう」

「今日来たのは仕事の話をしたかったからだよ」

「噓うそつけ。結希に何か食べさせてもらうつもりだったくせに」

「余ってたんだからいいじゃないか」

「余ってたんじゃない。残しておいたんだ。おまえのせいで明日あしたのおやつがなくなった」

　泉水が不ふ機き嫌げんに言う。

　結希の隣の椅い子すに腰かけた鉄太郎も、ムッとした面おも持もちだ。

　三時頃ごろに帰ってきた鉄太郎と泉水の三人でバターケーキを食べた。泉水と鉄太郎はシンプルなケーキが気に入ったらしく、あっという間にたいらげた。

　鉄太郎はケーキの礼だと言って、アカペラで歌を歌ってくれた。なかなかの美声に思わず拍はく手しゆをすると、『トゥーランドット』に出てくる『誰も寝ねてはならぬ』という歌だと泉水が教えてくれた。前に泉水さんが言ってた、鉄太郎さんのお気に入りのオペラですね、と思い出して言うと、泉水も鉄太郎も嬉しそうだった。

　ともあれ、全部は食べきれなかったので、一週間くらいはもちますから残りは二人で食べてくださいと話していたところに、花岡が訪ねてきたのだ。ケーキ食べますかと尋ねると、花岡は即座に頷いた。

「食事もろくにとらなかった泉水がおやつをとられて怒おこるなんて、元気になった証しよう拠こだな。顔色も別人みたいに良くなったし、ほんとによかった。ありがとう、市瀬君。君のおかげだよ」

　花岡に礼を言われて、いえいえ、と慌てて首を横に振ふる。

「俺はただ料理を作っただけなんで」

「その料理が大事なんだよ。どんな仕事でも体が資本だからね。それに比べてあの男はほんっとにろくなことをしないな。誰のせいで泉水が大変な目に遭あったと思ってるんだ。どのツラ下げて会いに来たんだか。市瀬君もそう思うだろ」

　もぐもぐとケーキを頰張りつつ同意を求められ、結希は首を傾げた。

「や、俺、さっきの人がどういう人か知らないんで」

「あれ、気付かなかった？　ケンシン・ロッソだよ。ロッソ・ケンシンでもどっちでもいいけどね。父親が日本の武将好きで上うえ杉すぎ謙けん信しんから名前をとったらしいけど、上杉謙信もいい迷惑だよな」

　花岡、と泉水が呼ぶ。苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔だ。

　鉄太郎は固まっている。男が現れたことを彼には話していなかった。

「結希はケンシンを知らないんだ」

「え、そうなの？　じゃあケンシンが起こしたトラブルも知らないんだ？」

　はいと頷くと、花岡は目を丸くした。

「泉水のところで働くことになったときに調べなかったのか？」

「調べませんでした」

　へえー、と花岡は感心したような、あきれたような声を出す。

「まあ日本のマスコミにリークしたわけじゃなかったからなあ。こっちじゃそれほど話題にならなかったみたいだし、一部のクラシックファンしか知らないことだけど、それにしても今時調べないっていうのは珍めずらしい」

「不確かな情報で、先入観を持つのは良くないでしょう」

　へえー、とまた声をあげた花岡をじろりとにらんでから、泉水はまっすぐに結希を見た。

　説明しようとしてくれている気配を感じとって、結希もまっすぐに見つめ返す。

「あの男の名前はケンシン・ロッソ、二十五歳。元は東とう欧おうのバレエ団にいたが、今は退団してモデルをしてる。母親が日本とアメリカのハーフで、日本にも何年か住んでたらしいから日本語が話せるが、今はたぶんニューヨークに住んでる。二年前、バレエ団と共演する機会があって、当時はまだバレエ団に所属していた彼と知り合った」

　バレエって、爪つま先さきでくるくるまわるやつだよな……。

　クラシック音楽と同様、全く馴な染じみがない。

　泉水は淡たん々たんと続けた。

「稽けい古こで何度か顔を合わせるうちに親しくなって、向こうから告白されて付き合うことになったんだ。最初はお互たがいに忙いそがしい中でも時間を作って会ってたが、ケンシンの仕事がうまくいかなくなるのと比例して束そく縛ばくがひどくなった」

　一いつ瞬しゆん生まれた沈ちん黙もくに、花岡が口を挟はさんだ。

「彼が役をもらえなくなったのは自じ業ごう自得だよ。主役じゃなくてもそこそこいい役がもらえてたのは、容姿と若さのおかげだったんだ。それを自分に才能があると勘かん違ちがいして努力しなかったんだから、どうしようもない」

　花岡の辛しん辣らつな物言いに少し驚おどろく。才能の世界は、きっと見た目の華はなやかさとは裏腹にシビアなのだろう。

「あの男はやめとけって言ったのに、なんだかんだで相手にするから、余計に調子に乗っちゃったんだ。泉水も良くなかったと僕は思うね」

「その話は何回も聞いたからもういい。僕も今考えるとまずいことをしたって反省してる。寂さみしそうだったのを放っておけなかったんだ」

　苦い口調で言った泉水に、椅子から下りた鉄太郎がトトトと歩み寄る。そして神しん妙みような面持ちで、長い脚あしにぴたりとくっついた。

　泉水と結希が同時にテーブルの下に視線を動かしたからだろう、花岡もつられて足元を見る。しかし鉄太郎が見えない彼は不思議そうに首を傾かしげた。

　一方の泉水は足元の鉄太郎に小さく頷いてみせた後、再び結希を見つめる。そして淡々と続けた。

「毎日毎日、いつどこで誰だれと何をしてたかしつこく聞いてくるようになって、僕も疲つかれてしまった。それで、しばらく連れん絡らくをとるのをやめようって言ったんだ。一度ちゃんと話し合おうって言ったのを、別れ話をされるって思ったんだろうな。自棄やけになったのか、僕とケンシンが写った写真……、一目見て友人じゃなくて恋こい人びとだってわかる写真をマスコミにばらまいた」

「ええっ、なんだそれ！　なんでそんなこと……！」

　思わず大きな声を出した結希に答えたのは花岡だった。

「かまってほしかったのもあるだろうけど、金がほしかったのもある。彼は派手な生活がやめられなくて借金を重ねてたから。ＳＮＳにあげるより、マスコミに売った方がすぐ金になったんだろう。ま、結局ＳＮＳにもあげたんだけどね。僕も手を尽つくしたんだけど、今の時代、一度ネットにあげられてしまったら拡散を止めるのは難しい」

「喧けん嘩かしたにしても別れるにしても、それは絶対だめでしょう！」

　カッとなって身を乗り出すと、泉水はわずかに頰ほおを緩ゆるめて、ああと頷いた。

「僕は当時、まだ自分がゲイだと公表してなかったこともあって、殊こと更さらスキャンダラスな取り上げられ方をされた。表立って何か言われることはなかったし、もちろん態度を変えない人がほとんどだったけど、陰かげではいろいろ言ってくる奴やつもいた。コンクールであからさまに低い評価をつける審しん査さ員も出てきた」

「えっ、なんで？　ピアノとは関係ないじゃないですか！」

「保守的な考えを持った人の中には、ゲイというだけで我が慢まんならない人もいる」

「そういう人は審査員を辞退すればいい！　審査する資格なんかない！」

　個人的に受け入れられないのは、それぞれの感じ方だから仕方がないかもしれない。

　が、その価値観を公おおやけの場にまで持ってくるのは、どう考えても間ま違ちがっている。

　思い切り眉まゆを寄せた結希に、泉水は優やさしく目を細めた。

「おまえみたいに怒ってくれる人もいたし、気にするなって励はげましてくれる人もいたから、自分では平気なつもりでいた。でも、少しずつストレスが溜たまってたらしくて、人前でピアノを弾ひくのが怖こわくなった」

　覚かく悟ごの上で自ら公表したのなら、周囲の態度が変わったとしても、ある程度は受け入れられただろう。

　しかしケンシンがやったことは不意打ちだ。しかも彼は泉水の恋人だったのだ。

　恋人の裏切りという点ひとつとっても、泉水はひどく傷ついたはずだ。

　俺が同じ状じよう況きように置かれたら、きっと耐たえられない。

「わかりました。今度あいつが来たら、俺が追っ払ぱらいます」

　決意も露あらわに頷うなずいてみせた結希に、泉水は瞬まばたきをした。彼の足元にいる鉄太郎も、目を丸くしてこちらを見上げてくる。

　ハハ、と花岡は楽しげに笑った。

「頼たのもしいな！　でももう来ないと思うよ。モデルをクビになったら彼には後がない」

「でも今日は、後がないってわかっててわざわざ来たんでしょう。何か目的があるはずです」

　きっぱり言い切ると、泉水も眉をひそめた。

「結希の言う通りだ、花岡。僕がこのマンションに住んでるって情報がどこから漏もれたか、わかるか？」

「いや、まだわからない。今調べてもらってるところだ。ケンシンの目的が何であれ、ろくなことはないだろうから、できるだけ早く突つき止めるよ」

　悪かったよ。あんな大事になるとは思ってなかったんだ。

　ケンシンの言葉が、ふいに耳に甦よみがえった。

　もしかして謝りに来たのか？

　いや、プライベートな写真を金に換かえるような男だ。とても謝りに来ただけとは思えない。

　ケンシンの本当の目的が気にかかる。

「それで泉水、調子は戻もどってきたのか？」

　気持ちを切り替かえるように明るく、しかし真ま面じ目めな口調で尋たずねた花岡に、泉水は頷いた。

「まだ本調子じゃないけど、かなり戻ってきてる」

「そうか、よかった！　僕もこの前聞かせてもらった限りでは、少しずつ復帰に向けて動き出してもいいと思った。それで早さつ速そくなんだけど、去年、一いつ旦たん中止にしたレコーディングから始めたいんだ」

「シューマンだな」

　泉水の弾はずんだ物言いに、優しく語りかけてくるような、懐なつかしさを感じるメロディが耳に甦った。『見知らぬ国と人びとについて』。

「いつものニューヨークのスタジオを押さえるつもりでいるが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ、大丈夫だ」

　泉水はしっかり頷く。

　俺、席をはずした方がいいな。

　結希はそっと立ち上がり、花岡の前にある皿とコーヒーカップをトレーに載のせた。ごちそうさまと笑え顔がおで言った花岡に、お粗そ末まつさまでしたと応じてキッチンへ向かう。

　ニューヨークか……。

　テレビで見たことはあるが行ったことはない。

　俺とは無む縁えんの世界だ。

　また寒々しいような感覚を覚えていると、鉄太郎が泉水の許もとを離はなれ、トトトと駆かけ寄ってきた。

「世話をかけたな」

「え？　ああ、ケンシンって人のことですか？」

　ダイニングにいる花岡に聞こえないように、小声で尋ねる。

　うんと鉄太郎は悔くやしそうに頷いた。

「わしとしたことが察知できんかった。そもそも前に奴が暴挙に出たときも、止められんかったんや」

「最初は普ふ通つうに恋人同士だったんでしょう。途と中ちゆうで変わっちゃったんだから、鉄太郎さんのせいじゃないですよ」

「いや、わしのせいや。わしの神しん格かくがもっと高かったら、泉水をちゃんと守ってやれたのに」

　鉄太郎らしくないしおしおとした物言いに、結希は皿を洗う手を止めた。

　シンカクって何のことかわからないけど、そうか。そうだよな。神様だって、何でもできるわけじゃないんだ。

　うつむいている鉄太郎の傍そばにしゃがみ込む。

「鉄太郎さんのせいじゃないですって。悪いのはケンシンです」

「しかし……」

「泉水さんの傍にいて励まして、俺を見つけてくれたのは鉄太郎さんじゃないですか。鉄太郎さんがいないときにケンシンが来たら俺が追っ払いますし、他ほかにも、泉水さんを傷つけようとする奴がいたら、俺が守ります。二人で守れば大丈夫ですよ」

　鉄太郎はふと顔を上げた。真っ黒い瞳ひとみがまっすぐに見上げてくる。

「泉水を守ってくれるんか？」

「もちろん守ります。でも格かく闘とう技ぎとか習ってるわけじゃないから、普通に体張るしかできないんですけど。あ、食事は任せてください。美味おいしいものをいっぱい作ります」

「そうか。頼むぞ」

　はい、と頷いてみせると、鉄太郎は満足げに目を細めた。

　少しは元気が出たようでほっとする。

「今日の夕飯は栗くりごはんですよ。だし巻きも作ります。栗ごはん、好きですか？」

　ぼふ、と鉄太郎の尻尾しつぽがふくらむ。

「栗ごはん、好きや！」

「よかった。秋は栗とかサツマイモとか、いろいろ美味しいものがあっていいですよね。あ、干し柿がきはまた探しておきますから」

　ニッコリ笑って皿洗いに戻る。

　泉水の許に戻るかと思いきや、鉄太郎は結希の足元に留とどまった。

　よっぽど凹へこんでるんだろうか……。

　がんばって美味しい栗ごはんを作って、泉水さんはもちろん、鉄太郎さんにも元気出してもらおう。










「あ、栗ごはんだ。いいなあ」

　いち早く結希の弁当の栗ごはんに目をつけたのは、料理の写真撮さつ影えいが好きな助川である。栗の黄色が目を引いたらしい。

「食べる前に写真撮とらせてもらってもいい？」

「うん。今日は煮に物ものに人にん参じんが入ってるし、ほうれん草のおひたしも入ってるから、色どりはまあまあだと思う」

　弁当箱を差し出すと、おお、と傍にいた友人たちも声をあげた。

「すげえ旨うまそう！」

「曲げわっぱに入ってるのがまた雰ふん囲い気きがあっていいよね」

　料理サークルのいつものメンバーが、弁当を囲んで賑にぎやかに話す。

　暖だん房ぼうがきいた食堂は大勢の学生で賑わっていた。かなり冷え込んできたため、外でくつろぐことができなくなった学生が中に入ってきているのだ。

「見て見て、うまく撮れたよ！」

　助川が弁当とスマホを差し出してくる。

　窓から差し込む陽光に照らされた弁当は、確かに美味しそうに撮れていた。

「おお、すげえ。なんかオシャレに見えるな」

「でしょ！　これ、市瀬の名前は出さないから、友達のお弁当ってことでインスタにあげていい？　栗ごはんみたいな季節ものってうけるんだ」

　いいぞと頷くと、他の友人たちも写真を覗のぞき込んだ。栗ごはんいい感じじゃん、ほんと写真撮るのうまいよな、とまた賑やかにやりとりする。

　昨夜ゆうべ、泉水と鉄太郎は喜んで栗ごはんを食べてくれた。結希も彼らと一いつ緒しよに食べたが、なかなかの出来だった。二人ともおかわりをしたので、嬉うれしいのと同時にほっとした。泉水も鉄太郎も、もうそれほどケンシンのことを気にしていないように見えた。

　旨い飯を食って腹いっぱいになったら、大たい抵ていの奴やつはそこそこ前向きになるもんだ。

　祖じ父いちゃんの言う通りだったら嬉しい。

　ちなみに花岡は夕飯時まで滞たい在ざいしようとしたものの、泉水に追い出された。

　助川のスマホを覗き込んでいるケーキ作りが得意な女子学生に、高木、と呼びかける。

「今度の活動日に何かケーキ教えてくんない？　前に教えてもらったバターケーキが好評だったから、今度は別のを作りたいと思って」

　いいよ！　と高木は嬉しそうに頷うなずいてくれた。

「バイト先の家で作ってあげるの？」

「うん。あ、でもあんまり難しくないやつで頼たのむ」

「だったらバターケーキの生き地じにレンチンしたカボチャをすりつぶして入れるだけのやつ、簡単だよ。カボチャの甘みが加わって美味しいんだ」

　そういえば、泉水も鉄太郎もカボチャが好きだ。祖父直伝のカボチャの煮物も、結希オリジナルのカボチャのサラダも、美味しそうに食べていた。カボチャ入りのケーキもきっと喜ぶ。

「いいな、それ！　どのタイミングでカボチャを入れたらいい？」

　栗ごはんを頰ほお張ばりつつ尋ねたそのとき、市瀬君！　とふいに呼ばれた。

　駆け寄ってきたのは同じゼミの女子学生二人だ。急いで来たらしく、肩かたで息いきをしている。

「よかった、いた……！」

「あのね、あの、市瀬君、モデルのケンシン・ロッソと友達？」

　は？　と結希は思わず不ふ機き嫌げんな声をあげてしまった。

　しかし女子学生は結希の反応にかまわず、どうなの？　とつめ寄ってくる。

「友達じゃない」

「でも知り合いなんでしょ？」

「知り合いっていうか、知り合いの知り合いっていうか」

「やっぱり知ってるんじゃない！　えー、噓うそ、やだ、どういう関係？　その知り合いってどういう知り合い？」

　矢や継つぎ早に尋たずねてきた一人を、もう一人がちょっと、そういうのは後、と止める。

「今、正門の前で待ってるから早く来て！」

「待ってるって誰だれが？」

「ケンシンが！」

　焦じれたように二人が声をそろえる。

　高木はケンシンを知らないらしくきょとんとしているが、助川は明らかにケンシンという名前に反応していた。驚おどろいたように目を丸くしている。

　一応、昨夜のうちにケンシンの名前を検けん索さくしてみた。意外なことに、彼はＳＮＳをやっていなかった。どうやら一年前に泉水の写真をあげて騒さわぎになった後、自ら閉へい鎖さしたようだ。

　それでも、彼がモデルとして名を知られているのはわかった。海外の有名なファッション雑誌でも仕事をしているらしく、画像がいくつも出てきた。父親はイタリア人だが、母親が日本とアメリカのハーフということもあり、日本でも知る人ぞ知る存在のようだ。特に若者の間では、名だたる国際コンクールで優勝したピアニストの泉水より、よほど有名らしい。

　コアなファンは泉水とのトラブルについて知っているようだが、少なくとも日本では、それが原因で人気が落ちることはなかった。

　アルファベットでケンシンの名前を検索してみたところ、泉水と肩を組んでいる写真やキスをしている写真が出てきた。恐おそらく花岡やケンシンの関係者が専門の業者に依い頼らいして写真を消したはずだが、一度ネットで拡散されたものを完全に消すのは難しい。デジタル・タトゥーとはよく言ったものだ。心底腹が立つと同時に、ぞっとした。

　結希が乗り気でないことを察したのか、女子学生の一人が身を乗り出してくる。

「市瀬君を呼んできてほしいって頼まれたの。だから早く行ってあげて」

「や、でも俺、弁当食べてる途中だから」

「お弁当なんか後でいいじゃない。呼んでくるって約束しちゃったから一緒に来て」

「ほら、早く早く！」

　二人に交こう互ごに促うながされ、結希は渋しぶ々しぶ弁当をしまった。興きよう味み津しん々しんでやりとりを見守っていたサークルのメンバーに、ちょっと行ってくると断って席を立つ。

　なんで俺がここの学生だってわかったんだ。名前も名乗ってなかったのに。

　泉水に関する情報を漏もらしている人間がいるということか。

　それ以前に、なんで俺に会いに来たんだ。

　泉水に近寄らなくてよかったと思う反面、大いに疑問に思う。

　いずれにせよ、油断してはいけない。

　正門の周囲には人だかりができていた。その中心にいるのは、昨日駅で会ったエキゾチックな容姿の男だ。間ま違ちがいない、ケンシンである。

　歩み寄って来る結希に気付いた男は、ニッコリ笑って手を振ふった。結希の少し前を歩いていた女子学生二人が激しく手を振り返す。

　彼の周囲にいた女の子たちが一いつ斉せいに振り返った。同時に、ケンシンがこちらへ歩み出す。

　たちまち人だかりが割れて道ができた。ケンシンを知らない者も、彼の雰囲気のある容姿に惹ひかれているようだ。

「ほんとに連れてきてくれたんだ。ありがとう」

　女子学生二人に笑え顔がおで礼を言ったケンシンは、結希の前で立ち止まった。

　結希にも視線が集まる。あれ誰？　知らない、ケンシンとどういう知り合い？　と囁ささやく声が聞こえてきた。無ぶ遠えん慮りよにじろじろと見られるのは気持ちがいいものではない。

「……何か用ですか」

　警けい戒かい心しんも露あらわに尋ねると、ケンシンはニッコリ笑った。

「ちょっと話したいことがあって。ここじゃ何だから移動したいんだけど」

　人づてに聞いたのか、集まってくる学生の数はどんどん増えているようだ。何事かと正門の横にある警備室から警備員も出てこようとしている。

　確かにここでは注目が集まりすぎる。

「わかりました。移動しましょう」

　頷いてみせた結希は、早足で歩き出した。

　じゃあね、とケンシンがギャラリーに手を振る。刹せつ那な、キャー！　と歓かん声せいがあがった。

　──確かにかっこいい人ではある。

　昨日も着ていたキャメル色のブルゾンに、下は黒のパンツを穿はいている。単に長身というだけではなく、肩かた幅はばが広く脚あしが長い。バランスがとれている。さすがはモデルだ。

　でも、泉水さんの方がずっとカッコイイけどな！

「君、ほんとに大学生だったんだな。せいぜい中学生くらいだと思った」

　隣となりに並んだケンシンが話しかけてくる。

　バカにされているのがわかったが、結希はあくまで冷静に尋ねた。

「どうやって俺のこと知ったんですか」

「んー、まあ、いろいろあるんだよ。そういう君こそ、なんで泉水のうちに出入りすることになったんだ？　全然接点ないだろ」

「俺の名前とか通ってる大学はわかったのに、それはわかんなかったんですね。まあ、いろいろあったんですよ」

　同じように言い返してやると、ケンシンは驚いたようだった。

　結希は地味な容姿も手伝って、おとなしく見られがちだ。もっと怖おじ気づくと思っていたのかもしれない。

　てか、鉄太郎さんの名前を出してこないあたり、鉄太郎さんのことは知らないんだな。

　なんとなくほっとしつつ歩いていると、通りすがりの女性が肩かた越ごしにケンシンを振り返った。大学の周囲にはオフィスビルが建ち並んでいる。昼時とあって、ランチをとるために会社を出てきた人が通りを行きかっているのだ。

　女性だけではない。長身で存在感のあるケンシンを、多くの人が振り返る。こうしたところは泉水と同じだ。

「それで、俺に何の用ですか？」

　ちらと横顔を見上げると、ケンシンは肩をすくめた。

「君に忠告しておこうと思って」

「忠告？　何の」

「泉水は世界的に有名なピアニストだ。しかもあの容姿と若さで、名家出身のセレブとくれば、注目度は必然的に高くなる。日本ではクラシックが一部の人の娯ご楽らくになっちゃって、どっちかといえばマイナージャンルだけど、海外では違ちがう。彼のプライベートは金になるんだ。だからパパラッチもついてる。日本にいる間も追いかけられてると思った方がいい」

　どことなく侮あなどるような口調に、結希は眉まゆを寄せた。

「泉水さんがしつこく追いかけられるようになったのは、あなたのせいじゃないんですか？　あなたが自分の勝手で写真をばらまいたりしたから、泉水さんが巻き込まれたんでしょう」

　淡たん々たんと言い返すと、ハハ、とケンシンは笑った。意地の悪い笑い方だ。

　なんだこいつ。ムカつくな。

「手厳しいな。何にしても、泉水にパパラッチがついてるのは確かだよ」

「そうですか。それで？」

「パパラッチはしつこいし、金になるなら多少の違い法ほう行こう為いもおかまいなしだ。君のプライバシーなんか、あっという間に暴あばかれるよ。俺は仕し事ごと柄がら、ある程度慣れてるけど、君はそうじゃないだろ。ごく普ふ通つうの、平へい凡ぼんな日本の学生だ。あんまり深入りすると大変なんじゃないかと思って。離はなれるなら今のうちだよ」

　ケンシンの言うことはもっともだ。

　結希は確かに平凡な学生で、泉水は世界的なピアニストである。生きてきた世界がまるで違う。今、生きている世界も、本来なら重なるはずがないのだ。

　また寒々しいような感じがして、結希は奥歯を嚙かみしめた。

　でも、この人にそんなことをわざわざ言われる筋合いはない。

　ケンシンは泉水が結希を特別に思っていることを察知している。しかし泉水には近付けない。だからこうして泉水の傍そばにいる結希に会いにきて、追い払はらおうとしている。要するに、まだ泉水に未練があるのだ。

　俺を怒おこらせたかったのか、びびらせたかったのかはわかんないけど、そうはいくか。

「あなたが泉水さんに会えなくなったのは、あなた自身のせいだ。俺は関係ない。八つ当たりするのはやめてください」

　低い声で言うと、ハハ、とケンシンはまた笑った。

「八つ当たりなんかしてない。本当のことを言っただけだ。君と泉水じゃ、どう見ても釣つり合いがとれてないだろ」

「そうですね。でも俺は、恋こい人びとに冷たくされたからってプライベートの写真を売るような、卑ひ怯きようで最低な真ま似ねはしませんけど。ご忠告ありがとうございました。じゃ、俺は大学に戻もどりますんで。失礼します」

　ペコリと頭を下げた結希は、まわれ右をした。振り返らずに来た道をさっさと戻る。

　ケンシンは追いかけてこなかった。かわりに、声だけが背中を追ってくる。

「君の情報を教えてくれたのはパパラッチだよ。今のところはただのハウスキーパーって認にん識しきだけど、これからはどうかな」

　結希は歩みを止めずにどんどん歩いた。

　なんだそれ、脅おどしか。ほんとムカつく奴やつだ。

　──でも、教えてないのに俺の名前と大学を知ってたのは事実だ。

　結希は咄とつ嗟さに周囲を見まわした。会社員らしき男女や学生が行きかっている。パパラッチと思おぼしき人の姿は見えない。

　そもそも、パパラッチはどんな格好をしているのか。

　日本の週刊誌の記者とは違うのだろうか？

　ていうか俺、週刊誌の記者も見たことないし……。

　ともあれ、記者だろうがパパラッチだろうが、今は大きなカメラを構える必要はない。小型で性能の高いカメラが出まわっている。遠くからでもはっきりと写せるのは間違いない。

　全すべての通行人が疑わしく感じられて、結希は歩く速度を上げた。

　海沿いの公園で声をかけてきた泉水のファンのことが、ふいに思い出される。彼女らが結希を見てキャーと騒さわいだのは、結希が泉水の新しい恋人だと思ったからかもしれない。

　──俺と泉水さんって恋人なのか？

　好きだと言われたから、両りよう想おもいなのは間ま違ちがいない。

　しかし泉水は近いうちに、世界中を飛びまわる生活に戻る。

　俺は、ごく普通の大学生のままだ。

　二人は全く違う世界で日々をすごすことになる。

　そんな中で、恋人でいられるだろうか。










　翌日、講義を終えた結希はスーパーに寄って買い物をした後、まっすぐ泉水のマンションへ向かった。干し柿がきを見つけたので、少し多めに買った。今週のおやつはこれだ。

　料理って、買い物も含ふくめて料理だよな。

　冷蔵庫にある材料を考こう慮りよしつつ、メニューを考えながら買い物をするのは楽しい。

　ケンシンが大学に現れてから、胸の奥にわだかまっていた寒々しい感覚。ケンシンと別れて大学に戻った後、全く面識のない学生からも次々に声をかけられ、相手をしなければいけなかった疲ひ労ろう。大学の課題をこなす間には消えなかったそうしたものが、あれを作ろう、これを作ろう、と考えているうちに薄うすらいだ。

　結希、と呼ばれて振ふり返ると、泉水が歩いてくるところだった。

　嬉うれしそうに綻ほころんだ端たん整せいな面おも立だちを目まの当たりにして、じん、と胸が熱くなる。

　俺はやっぱり泉水さんが好きだ。

　今日は黒ではなくグレーのコートを着ている。深みのある青のマフラーがよく似合っていた。

「荷物が多いな。ひとつ持とう」

　両手に提さげていたエコバッグに泉水の指が伸のびてきて、結希は慌あわてて首を横に振った。

「いいです、いいです。今日は牛乳とか大根とか玉ねぎとか、重い物がたくさん入ってるから」

「じゃあおまえのバッグを持つ」

「いやいや、こっちも今日は分厚い本が何冊か入ってるんで、大だい丈じよう夫ぶです」

　尚なおも首を横に振ると、泉水は眉を寄せた。

「おまえだけに持たせておくわけにはいかない」

「いいんです。泉水さんの手は、俺と違って大事な手なんですから」

「おまえの手だって大事だ」

　泉水の真ま面じ目めな物言いに、一いつ瞬しゆん目を丸くしたものの、自然と頰ほおが緩ゆるんだ。ありがとうございますと素す直なおに礼を言う。

　俺のこと、大事に思ってくれてる。

　本音だとわかるから嬉しい。

　帰りましょう、と促うながして歩き出した結希は泉水を見上げた。穏おだやかな、すっきりとした顔をしている。

　花岡さん、ケンシンのことはしゃべらないでいてくれたんだ。

　花岡には昨日のうちに、ケンシンが大学に現れたと電話で伝えておいた。すぐに手を打つと花岡は請うけ合ってくれた。パパラッチのことも話すと、今度は舌打ちした。こんなところまで追いかけてくるのか。防ぎきるのは難しいけど、できるだけ何とかするよ。

　ケンシンのこともパパラッチのことも、泉水には内ない緒しよにしておいてほしいと頼たのんだのは結希だ。復調してきた泉水を煩わずらわせたくない。

「どこかへ出かけてたんですか？」

「ああ、レコーディングの打ち合わせだ。来年の春に始めることになった。これから気合入れて練習しないと」

「そっか。がんばってくださいね」

　この前花岡さんと話してた、ニューヨークのスタジオで録とるって言ってたやつか……。

　なんだか映画か小説の中の話のようだ。結希は海外へ行ったことがないから当然といえば当然だが、現実味が全くない。

　それに、この瞬間もパパラッチが狙ねらっているかもしれないのだ。

　別に狙われてたって、並んで歩いてるだけだからどうってことないけど。

　結希は敢あえて明るい口調で尋たずねた。

「鉄太郎さんは一緒じゃないんですか？」

「ああ、また朝から出かけた。今日は帰らないそうだ」

「え、そうなんだ。せっかく干し柿買ってきたのに」

「干し柿、売ってたのか」

「はい、凄すごく大きくて美味おいしそうなのが売ってました。鉄太郎さんの分はとっておいて、明日あした食べてもらいましょう」

「鉄太郎、きっと喜ぶぞ。干し柿は昔、よく供えられていて大好物だったそうだ」

　自分の好物を買ってもらったかの如ごとく嬉しそうな泉水に頰を緩めつつ、結希は首を傾かしげた。

「供えられてたってことは、鉄太郎さん、どこかのお寺か神社に祀まつられてたんですか？」

「そうらしい。新しく村を作ることになって、そこの村人たちが村で祀る神様をお借りしたいと芝右衛門にお願いしてきたそうだ。それで鉄太郎が選ばれて、芝右衛門の許もとを離はなれて山間の土地に移ったと言ってた」

「分家みたいな感じですか」

「たぶんそうだろうな。その村は過か疎そだか産業の衰すい退たいだかで廃はい村そんになったそうだ。本当は廃村になることが決まった時点で、鉄太郎がちゃんと芝右衛門の許へ帰れるように村人が手続きをしないといけなかった。でも、どさくさに紛まぎれて忘れたのか、単に面めん倒どうだったのか、鉄太郎にもよくわからないらしいんだが、誰だれもその手続きをしなかったらしい。誰もいなくなった村で、鉄太郎は一人ぼっちになってしまった。何年もそうして一人でいるうちに意識が薄れてきて、このままだと消えてしまうと思った鉄太郎は、とにかく芝右衛門のところへ帰ろうと、最後の力を振り絞しぼって村を出たと言ってた」

　腹立たしげに言った泉水は、秀しゆう麗れいな面立ちをしかめた。

　泉水は弱った鉄太郎を目の当たりにしている。だから余計に腹が立つのだろう。

「ひどい話ですね。お願いして来てもらったんだから、責任もってお返ししないと。鉄太郎さん、寂さみしかっただろうし、辛つらかっただろうな」

　一人ぼっちという言葉に、恐おそろしいシッターから逃のがれ、一人電車に乗った小さな泉水の姿がふと脳のう裏りに浮うかんだ。

　泉水さんも、誰にも頼たよれなくて一人ぼっちだった。

　祖父に救われた後、カウンセリングを受けていたと泉水は言ったが、幼い頃ころに刻まれた心の瑕きずがそう簡単に消えたとは思えない。鉄太郎は泉水のピアノだけでなく、その瑕に引き寄せられたのかもしれない。

「干し柿、今日は食べないで置いといて、明後日あさつてに鉄太郎さんと三人で食べませんか？」

「ああ、それがいいな」

　頷うなずいた泉水は小さく笑った。すっきりとした形の唇くちびるから、純白の歯がこぼれ落ちる様が実に美しい。

　柔やわらかな眼まな差ざしを注がれ、結希はわずかに赤面した。

「なんですか？」

「鉄太郎を大事に思ってくれて嬉しい。あいつは僕の家族みたいなものだから」

「鉄太郎さん、泉水さんを守ろうって一いつ生しよう懸けん命めいだし、いい人ですよね。あ、人じゃなくて神様か。好き嫌きらいもなくて、何でも美味しそうに食べてくれるし」

「僕も何でも食べるぞ」

「小松菜とひじき、食べられるようになりましたもんね」

「納なつ豆とうも食べられる」

「あ、そうだった。納豆もだった」

　話しながら瀟しよう洒しやなマンションへ入った。コンシェルジュに挨あい拶さつをして、直通のエレベーターへ向かう。この一連の流れには、さすがにもう慣れた。

「重いだろう。持たなくてすまない」

　エレベーターに乗った途と端たん、泉水が謝ってくる。

　おお、こんな風に謝られたの初めてかも。

　今日の泉水はやけに素直だ。よほどレコーディングの打ち合わせがうまくいったのだろう。完全に復帰する日も近いかもしれない。

　泉水さんは、俺の知らない世界へ戻もどっていく。

「ほんとに気にしなくていいですって。これくらい平気です。それより、今日の夕飯のメインはハンバーグですよ。ハンバーグの上に半熟の目玉焼きを載のせたやつです」

「！　そうか」

　泉水はそわそわと視線を動かした。祖父が店で出していたハンバーグ定食にも目玉焼きが載っていた。今までハンバーグはリクエストされたことはないが、それを思い出したのかもしれない。

　かわいいな、泉水さん。

　胸が熱くなると同時に、なぜか疼うずくような痛みを感じた。










　泉水がグランドピアノの前に腰こしかけるのを、結希はソファに座って見つめた。

　まだ弾ひいてないのに、なんか空気が違ちがう……。

　こげ茶色のセーターにデニムのパンツという変へん哲てつもない格好なのに、神聖な儀ぎ式しきを見ているようだ。

　夕飯を一緒に食べた後、ピアノを弾こうかと尋ねられ、結希はすぐにはいと頷いた。

　ちなみに大きめに成形したハンバーグを、泉水は嬉うれしそうにたいらげた。半熟の目玉焼きが載ってるのがいいな、としみじみと言った。その様子を見て、結希も嬉しくなった。

　泉水の指が鍵けん盤ばんに置かれたかと思うと、語りかけるような旋せん律りつがそこから流れ出す。

『見知らぬ国と人びとについて』。結希が唯ゆい一いつ知っているシューマンの曲だ。

　ひとつひとつはっきりしたクリアな音が連なり、柔らかく、優やさしく、感情豊かな音楽になって全身を包む。

　──前に聴きいたときより凄い。

　柔らかな光の玉が、次々にピアノからあふれ出すかのようだ。たちまち部屋中に満ちた玉は、あちこちに飛んで弾はじけ、キラキラと光を放つ。その光は美しく鮮あざやかだが、突つき刺さすような眩まぶしさはない。あくまでも温かな心ここ地ち好よい光だ。

　曲によって、光の玉はまた違った動きをみせた。

　ある曲では小さく弾けて黄金の霧きりのようになり、ゆったりとたゆたう。

　また別の曲では激しく弾はずんで、子供の無む邪じや気きな笑い声を思わせる音になる。

　更さらに別の曲では光の玉が全すべて淡あわいオレンジに染まり、夕暮れの中に佇たたずんでいるような気持ちになった。

　クラシック音楽は難しくて退たい屈くつだというイメージがあったが、とんでもない。

　感情を激しく揺ゆさぶられる。穏おだやかな凪ないだ気分になったかと思うと、笑い出したくなるほど楽しく弾んだ気分になった。また別の曲では胸がきつく締しめつけられ、泣きたくなるほど切なくなる。

　シューマンが凄いのか、泉水さんが凄いのか。

　よくわかんないけど、たぶん、どっちも凄いんだ。

　柔らかな光のベールを、そっと頭からかけられたような気がした。

　音楽がやむ。

　我われ知しらず、ほう、とため息が漏もれた。余よ韻いんをたっぷり味わってから拍はく手しゆする。

　気が付けば立ち上がっていた。スタンディングオベーションをするのは演者に対する礼儀だと思っていたが、その認にん識しきは間ま違ちがっていたと実感する。本当に感動したとき、人は思わず立ち上がってしまうのだ。

「凄すごく、凄くよかったです！　きれいで柔らかくて、あったかくて、気持ちよくて……、なんか、うまく言えないけど、凄い、よかった！　ずっと聴いてたいです！」

　そうか、と泉水は照れくさそうに応じた。

「おまえが気に入ったならよかった」

「はい！　凄く気に入りました！」

　大きく頷いてみせると、泉水は美しい和音を奏かなでた。

　引き寄せられるようにピアノに歩み寄る。

「ピアノってこんなきれいな音が出るんですね」

「これがコンサート用のピアノだってこともあるだろうな」

「え、コンサート用と、そうじゃない用があるんだ！　知らなかった」

　開いた蓋ふたの中身を覗のぞき込んだ結希は、その複雑さに目を見張った。

　そして今度は鍵盤を覗き込む。艶つややかに光る白鍵と黒鍵のコントラストが美しい。

　学校にもグランドピアノはあったが、こんなにじっくりと見たことはない。

「凄く複雑で、きれいな楽器ですね」

「一台造るのに、三年かかるものもあるからな」

「へー！　こんなの造ろうと思ったら、確かにそれくらいかかるかも」

「弾いてみるか？」

　えっ、と結希は思わず声をあげた。

　切れ長の瞳ひとみから柔らかな眼差しを向けられ、いやいやいや、と慌あわてて首を振ふる。

「俺、弾けないですから」

「音を鳴らしてみるだけだ。ほら、来い」

　椅い子すの横にずれた泉水は、空いた場所を軽く叩たたく。

　好こう奇き心しんに負けて、結希はそろそろと腰を下ろした。泉水が見守っているのを感じつつ、そうっと鍵盤を指で押す。

　ポーン、と音がした。しかし光の玉は生まれない。

　音も鈍にぶく濁にごって聞こえて、結希は驚おどろいた。

　同じ楽器を弾いてるのに、こんなに違うなんて。

　ズキ、とふいに胸が痛んだ。

　──そうだ。俺と泉水さんも同じ場所にいても、この音くらいに違う。

「結希？」

　結希が眉まゆを寄せたのを見み咎とがめたらしく、泉水が呼ぶ。

　思いの外近くから声が聞こえて、結希はまた驚いて振り返った。

　至近距きよ離りに泉水の秀しゆう麗れいな面おも立だちが迫せまる。ぴたりとくっついて座っていたのだから当然だ。

「あ、すみません」

　慌てて顎あごを引こうとしたそのとき、泉水の顔がわずかに傾かたむいた。

　唇くちびるに柔らかな感かん触しよくが触ふれる。

　キスをされたのだと気付いて、結希は目を見開いた。

　そっか。恋れん愛あいの意味で好きってことは、キスもアリなんだ。

　少しも嫌いやではないし、気持ち悪くもない。

　それどころか、カアッと全身が熱くなった。心臓がバクバクと激しく動き出す。

　ほんの数センチ先にある、長い睫まつげを従えた瞳が覗き込んできた。そこには甘い熱と深い慈いつくしみ、そして情欲がはっきりと映し出されている。

　背筋がぞくりと甘く痺しびれた。女の子とキスをしたときでも、こんな風になったことは一度もない。

　逃にげる気は全く起こらないものの、どうしていいかわからなくてじっとしていると、一度は離はなれた唇が再び重なった。今度は柔やわらかく唇を食はまれる。

「っ……」

　官能的な接せつ触しよくに、否いや応おうなしに鼓こ動どうが高まった。泉水がつけているすっきりとした甘さのフレグランスが強く香かおって、体の芯しんに染しみていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　息苦しくてわずかに開いた唇の隙すき間まから、泉水の舌が忍しのび込んできた。優しく舌をくすぐられ、また背筋が甘く震ふるえる。

　やっぱり、全然嫌じゃない。

　遠えん慮りよがちに応こたえると、泉水の舌は大だい胆たんになった。深く唇を重ね合わせ、結希の口こう腔こうを熱心に愛あい撫ぶする。

「ん、んう」

　喉のどの奥から自然に色めいた声が漏れた。キスの経験はあるものの、これほど濃のう厚こうなものは初めてだ。泉水は時折息いき継つぎをさせてくれるが、うまく呼吸ができなくて苦しい。愛撫されている口内だけでなく、全身が発火しそうなくらい熱い。

　どうしよう。凄く気持ちいい。

　肩かたを抱だき寄せられた拍ひよう子しに、指先が鍵盤をかすめた。

　濁った不協和音が耳をつく。

　その音に冷水を浴びせられたような錯覚を覚えて、ハッと結希は目を開いた。

　見上げた先にある泉水の目も、驚いたように見開かれている。

「す、すみません……！」

　咄とつ嗟さに謝ると、いや、と泉水は小さく首を横に振った。

　かと思うと腕うでをつかまれ、先ほどまで座っていたソファに引っ張られる。

「あ、あの、泉水さん」　>>>♥

　ソファに倒たおれるように座らされた体勢で泉水を見上げた瞬しゆん間かん、再び唇を塞ふさがれた。今度は最初から舌が侵しん入にゆうしてくる。

　覚えたての深い口づけに身を委ゆだねようとしたそのとき、先ほどの濁った和音が耳の奥でこだました。

　──だめだ、流されるな。

　ここは本当におまえの居場所か？

　そう問われた気がして、結希はきつく眉を寄せた。

　コンシェルジュが常じよう駐ちゆうしている、直通エレベーターがついた高級マンション。それを一いつ括かつで購こう入にゆうできる財力。今まで一度も見たことがない、大きくて立派なグランドピアノ。そもそも今、預かったカードで買っている食材の値段は、今まで結希が買っていた食材の五倍以上はする。

　世界的に有名なピアニストなんて、結希には一生縁えんがなかったはずだ。

「あ、待って、待ってください」

　セーターの下に着ていたシャツをたくし上げられ、結希は焦あせった。光を生み出す長い指が、直接肌はだの上を這はう。幾いく分ぶんか冷たい感触に、背筋がぞくぞくと粟あわ立だった。

　泉水さんに触さわられるのは、凄く気持ちいい。

　しかし一度触れてしまったら、きっと元には戻もどれない。

　歓かん喜きと興奮と快楽、それらと同時に、いまだかつてない寒々しい恐きよう怖ふに襲おそわれる。

「泉水さん、待って、待って……」

　待って、ともう一度くり返そうとしたとき、ふいに胸がつまった。刹せつ那な、止める間もなくどっと涙なみだがあふれる。

　慌てて目め許もとを腕で隠かくすと、泉水はようやく手を止めた。

「結希？」

「す、すみませ、すみません……！」

　何に対して謝っているのか自分でもわからないまま、とにかく謝る。

「いや、謝るのは僕の方だ。急だったから怖こわがらせたな。悪かった」

　優やさしく言って、泉水は結希の衣服を整えた。そしてそっと上半身を抱かかえ起こす。

　されるがままになっていると、背中に腕をまわされて抱きしめられた。

　すまない、と謝られて、何度も首を横に振る。

　泣いちゃだめだ。泉水さんが俺が嫌がってるって思っちゃうだろ。

「あの……、い、泉水さんが、怖いわけじゃ、ないんです……。ほんと、です……。すみません……」

　なんとかそれだけはわかってもらおうと、結希は嗚お咽えつしながら言葉を重ねた。

　ああ、と泉水は優しく頷うなずいてくれる。

「わかったから、謝らなくていい」

　大きな掌てのひらで背中を宥なだめるように撫なでられ、ぐ、と胸の奥底から込み上げてくるものがあった。次の瞬間、うえー、と子供のように泣き出してしまう。

　泉水はただ黙だまって、優しく抱きしめてくれた。










　翌朝、結希は寝ね不ぶ足そくでぼんやりとする頭を抱えたまま大学へ向かった。玉子焼きを作る気にも、プチトマトを洗う気にもなれず、冷蔵庫の中にある作り置きだけをつめたため、弁当のおかずは茶色系ばかりである。

　講義が始まる前の短い時間にもまだ、ケンシンについて尋たずねてくる学生がいた。結希は知り合いの知り合いだからよく知らない、とくり返した。

「その知り合いって、もしかしてバイトしてる家の人？」

　ケンシン目当ての見知らぬ学生の波が引いてほっとしたところで、遠慮がちに尋ねてきたのは高木だ。

　まあな、と曖あい昧まいに頷くと、へー、と大堀が感心した声をあげる。

「料理係を雇やとうくらいだから、ある程度お金持ちなんだろ。セレブだったら、そりゃいろんな知り合いがいるよな」

　セレブ、か……。

　泉水の祖父母は、企き業ぎようの創業者一族や旧華か族ぞくの出身だった。

　仮に泉水がピアニストでなかったとしても、本来なら結希とは縁のない人だ。

「確かに、想像もできないこととかあったりするかも」

「あ、やっぱり？」

　結希の顔色が良くないことに気付いたらしく、高木が心配そうに覗のぞき込んできた。

「市瀬、具合悪い？」

「ん？　や、体調は悪くないよ。ちょっと寝不足なだけ」

　そう？　と応じつつも高木は気き遣づかわしげな表情を崩くずさなかった。

　俺、相当顔に出てるんだな……。

　昨夜ゆうべは早々にベッドに入ったものの、なかなか寝つけなかった。

　泉水は突とつ然ぜん泣き出したことを怒おこりもせず、苛いら立だちもせず、泣きやむまで抱きしめてくれていた。何もしないから今日は泊とまっていけとも言ってくれた。

　泉水は優しかった。キスも触られるのも、驚おどろくほど気持ちよかった。

　それでも１Ｋの狭せまいアパートへ帰ったのは、気持ちを整理したかったからだ。

　泉水さんのことは好きだ。友達ではなく恋れん愛あいの意味で好き。

　でも、泉水さんとずっと一いつ緒しよにいることは難しい。

　二人の世界のギャップを埋うめていたのが、祖父から教わった料理だ。

　しかしこれからは、あまりに差がありすぎて埋め切れなくなるのではないか。

　よく考えたら泉水さんと知り合ったのって、狸たぬきの神様の鉄太郎さんがうちに来たことがきっかけだもんな……。

　始まりからして既すでに、ありえないほど突とつ飛ぴなのだ。生きる世界が違ちがって当然だ。

　泉水さんも元気になって元の世界へ戻ったら、俺には興味がなくなるかもしれないし。

　非常に不安な状態にあるときに出会った人に対しては、恋愛感情を持ちやすくなるという。確か吊つり橋効果だったか。

　たぶん、泉水さんの場合はそれだ。

　加えて、結希はかつて泉水を救った祖父の料理を再現することができた。懐なつかしさと安心感を恋愛感情と錯さつ覚かくするには充じゆう分ぶんではないだろうか。

　ふいにバッグの中にあるスマホが鳴って、びく、と結希は体を震ふるわせた。

　取り出したスマホの画面に表示されていたのは、花岡の名前だ。慌あわててメッセージを開く。

　できるだけ早く話したいことがあるんだけど、時間ある？

　話って何だろう。泉水さんに何かあったのか？

　疑問に思いつつも、時間あります、今からでも大だい丈じよう夫ぶです、と素す早ばやく返す。

　すると、今どこ？　とすぐに返事がきた。

　──大学にいます。

　──じゃあ悪いんだけど、今から市瀬君の大学に行くから出てきてくれる？

　──了りよう解かいです。正門の前で待ってます。

　そう返信すると同時に、チャイムが鳴る。

　しかし結希はかまわずに立ち上がった。

「どうした、市瀬」

「大丈夫？」

「うん、ちょっと用事。また戻ってくるから」

　心配そうに見上げてくる大堀と高木に言い置いて、結希はスマホ片手に教室を飛び出した。血の気が引いているのがわかる。

　急に来るなんて、泉水が怪け我がでもしたのか。まさか病気か。

　全力で走って正門にたどり着くと、十分も経たたないうちにシルバーの車がやってきた。運転席から顔を覗かせたのは花岡だ。

「おはよう。とりあえず乗ってくれる？」

　はいと応じて、素早く助手席に乗り込む。車の中は暖だん房ぼうがきいていて暖かかった。

　息をつく間もなく、車を発進させた花岡に尋ねる。

「泉水さんに何かあったんですか？」

「いや、泉水は大丈夫だ。今はマンションで練習してる」

　花岡の笑いを含ふくんだ物言いに、結希は思わずほっと息をついた。

　怪我とか病気じゃなくてよかった……。

　花岡がちらとこちらを見る。

「講義に出るはずだったんだろ。悪かったね」

「いえ、必修じゃないんで平気です。あの、じゃあ話したいことっていうのは……」

「そこのタブレット見てくれる？」

　花岡の言葉に従い、結希はダッシュボードに置かれていたタブレットを手にとった。言われた通りに、ひとつのファイルを開く。

　いきなり一枚の写真が目に飛び込んできた。

　結希と泉水が並んでベンチに腰こしかけている。祖父の墓参りをした後に寄った臨海公園で撮とられたのだろう。後ろから写してあるので結希の顔はほとんど見えていないが、間ま違ちがいない。

「なんですか、これ……」

「昨日発売のタブロイド紙に載のった写真だ。もっとも、扱あつかいは小さいけどね」

　え、と結希は声をあげてしまった。

　撮られていたことに全く気付かなかった。

「ベンチに座ってサンドイッチ食べてるだけの、何てことない写真だ。記事にも君が泉水の新しい恋こい人びとだとは書いてない。君のことを調べて、恋人じゃなくてハウスキーパー、いいとこ友達だって判断したんだろう。ただ、泉水の顔がね。やたらと嬉うれしそうなんだよな」

　え、と結希はまた声をあげた。そして改めて写真に視線を落とす。

　確かに、物もの凄すごく嬉しそうだ。

「玉子サンドを食べてるからじゃないですか……？」

「それもあるだろうな。君が作る玉子サンド、凄く美味おいしいんだってね。泉水が絶賛してた。いいなあ」

「もしよかったら、今度花岡さんにも作りますよ」

「ありがとう、楽しみだ」

　ニッコリ笑った花岡は、次の瞬しゆん間かん、真ま面じ目めな顔になった。

「でも、泉水のこの顔は玉子サンドだけが原因じゃない。市瀬君が隣となりにいて、市瀬君が作ったものを食べてるからだ」

　責める口調ではなかったが、きっぱりと断言され、結希は絶句した。

　どうやら花岡は、泉水が結希に恋愛感情を持っていること、そして結希もまた彼を好きなことに気付いているらしい。

　離はなれろって言われるんだろうか……。

　我われ知しらず全身を強こわ張ばらせると、花岡は続けた。

「ケンシンに裏切られて、信しん頼らいしてた人の中に態度を変える人もいたって泉水が話しただろ。相当参ってたのがびっくりするほど短期間で回復できたのは、間違いなく市瀬君のおかげだ。本当に感謝してる。これからも泉水の傍そばにいてやってほしい」

　ハンドルを切りながら、ただね、と花岡は続けた。

「君自身の生活も、もちろん大事だ。泉水は既にゲイだと公表してしまったようなものだから、新しい恋人が男でも問題はない。人に注目されるのにも慣れてる。でも、君は違うだろう。パパラッチの餌え食じきにならないように、外ではなるべく一定の距きよ離りを保ってほしい。泉水にも僕からよく言っておくから」

　はい、と小さく頷うなずいた結希は、再びタブレットに視線を落とした。

　写真に添そえられた文章は、全すべて英語で書かれている。

　今いま更さらながら血の気が引いた。どっと冷たい汗あせが全身に噴ふき出す。

　こんな風に世界中の人が見られる媒ばい体たいで、この人はゲイだって晒さらされるのは怖こわい。

　既に個人情報を握にぎられているのも怖い。

「明日あしたも泉水のところへ行くだろ？　念のために直接話しておいた方がいいと思ってね。話はそれだけ。悪かったね、急に呼び出して。すぐ大学に戻もどるから」

「あ、はい……、ありがとうございます」

　機械的に礼を言ったものの、小さな記事から目を離すことができなかった。










　既に通い慣れた駅で下車した結希は、ため息を落とした。

　泉水さんちに行くのに、こんなに重苦しい気持ちになったの初めてだな……。

　昨夜ゆうべから、また一段と冷たくなった空気が足元から這はい上がってくる。世間は既にクリスマスモードだが、とても浮うかれる気持ちにはなれない。

　木曜の今日の夕飯は親おや子こ丼どんにしようと決めて材料を買い込んだ。最初、目が飛び出るかと思った高価な卵や、普ふ通つうのスーパーには売っていない稀き少しような地じ鶏どりの腿もも肉などをカゴに入れているうちに、なんだか急に怖くなった。幸せな夢から乱暴に目覚めさせられた気分だった。

「結希」

　柔やわらかく呼ばれて、ハッと顔を上げる。

　日はとうに落ち、辺りは既すでに暗かった。歩道は街灯の冷たい明かりに照らされている。

　ＬＥＤの白い光を浴びつつ歩み寄ってきたのは泉水だった。今日は黒のコートを着ている。

　嬉しいのと怖いのとが複雑に入り混じった。どういう顔をしていいかわからなくて、咄とつ嗟さにこんにちはと頭を下げる。

「寒くなりましたね」

「ああ。その、大丈夫か？」

　泉水が遠えん慮りよがちに尋たずねてくる。

　そうか。写真が載ったから、俺を心配して来てくれたんだ。

　じん、と胸が熱くなった。

「大丈夫です。泉水さんは？」

「僕は平気だ」

「そうですか。よかった」

　我知らず漏もらした安あん堵どのため息に噓うそはなかった。

　泉水さんが取り乱してなくてよかった。

「今日は鉄太郎さん、うちにいますよね。干し柿がきのこと話しといてくれました？」

「ああ。一いつ緒しよに食べるんだと言って楽しみにしてる」

「そうですか。なんかお預けしてるみたいになって悪かったな。待ってもらわないで、先に食べてもらった方がよかったかも」

「結希」

　ふいに泉水の手が肩かたに伸のびてきて、結希は反射的に体を引いた。

　泉水が驚おどろいたように目を見開く。

　荷物を持とうとしてくれたとき以外で、こんな風に避さけたのは初めてだ。

　しかも俺は、避けようと思って避けたわけじゃない。

　体が勝手に動いていた。

「あ……、あの、写真の件もあるし、外ではできるだけ接せつ触しよくしない方がいいと思って。神経質になっちゃって、すみません」

　焦あせって言い訳をすると、ああと泉水は頷いた。

「──そうだな。僕が悪かった」

「いえ、泉水さんが悪いんじゃないですから。俺の方こそすみません。鉄太郎さん、待ってますよね。急ぎましょう」

　必要以上に早口で謝りつつ、結希は歩き出した。

　俺は自分で思ってる以上に、今の状じよう況きようが怖いみたいだ。

　泉水と両りよう想おもいになってから時折感じていた寒々しい感じが、今や指の先にまで浸しん透とうしている。

　俺は、泉水さんの傍にいるのがどういうことか、わかってなかったかもしれない。










　泉水と鉄太郎と三人で親子丼を食べた後、食後のデザートに干し柿を出した。

　温かなほうじ茶と共に干し柿をテーブルに並べると、おお、と鉄太郎が嬉しげな声をあげた。

「これは旨うまそうや」

「鉄太郎さん、干し柿食べるのいつぶりですか？」

　すっかり定位置になった泉水の正面に腰かけつつ尋ねる。

　泉水の隣にいた鉄太郎は首を傾かしげた。

「そやなあ、かれこれ五十年は食べてへんな」

「えっ、そんなに？　鉄太郎さんて何歳なんですか」

「内緒や。神に年を聞くもんやないぞ」

　うひゃひゃ、と鉄太郎は愉ゆ快かいそうに笑った。

　泉水はゆっくりとほうじ茶を飲む。

　さっきから、泉水さんの目を見られない……。

　一いつ瞬しゆんは見られるのだが、しっかり視線を合わせられないのだ。指先まで浸透した寒々しさが、見ようとする度たびに体を芯しんから震ふるえさせる。泉水は特に何も言わなかったので、結希がいつもと違ちがうことに気付いているのか、いないのかはわからなかった。

　いただきます、と三人で改めて合がつ掌しようして干し柿を頰ほお張ばる。

「甘い！」

　鉄太郎が嬉うれしそうに目を輝かがやかせた。ぶわ、と尻尾しつぽが膨ふくらむ。

　鉄太郎の隣で泉水も瞬まばたきをした。

「確かに甘いな。砂糖をたくさん使ってるのか？」

「いえ、砂糖は使われてません。自然の甘みですよ」

　へえ、と泉水は感心する。食べるのをやめないあたり、気に入ったようだ。

　鉄太郎も両手で干し柿を持ってもぐもぐと頰張る。

「わしが村で食べたやつは、もっと身がしまって硬かたかった。それも嚙かみごたえがあって旨かったが、これも柔らこうて肉厚で旨い」

「たぶん柿の種類と、もしかしたら作り方も違うんだと思います。俺も子供の頃ころに食べた干し柿は、もっと硬かった気がするし」

　濃のう厚こうな甘さだが、後味はさっぱりしている。

　──美味おいしいはずなのに、あまり味がしない。

　泉水さんがいて、鉄太郎さんもいて、干し柿は美味しい。

　何も不足はないはずなのに、なぜか泣きたいような気持ちになる。

「結希」

　ふいに泉水に呼ばれて、いつのまにかうつむいていた結希はハッとして顔を上げた。

　秀しゆう麗れいな面おも立だちが心配そうに曇くもっている。

「パパラッチが気になるならハイヤーを手配するぞ」

「ハイヤー、ですか……？」

　馴な染じみのない言葉を、結希は鸚おう鵡む返がえしにした。

　ああ、と泉水は真ま面じ目めに頷うなずく。冗じよう談だんで言っているわけではないらしい。

「ここへの行き帰りも大学への行き帰りも、車に乗っていれば写真を撮とられる確率は下がる。ＶＩＰの扱あつかいに慣れてる乗務員ならうまくやってくれるだろうから、専属として雇やとった方がいいな。心当たりがあるから、明日にでも早さつ速そく連れん絡らくしておく」

「ちょ、ちょ、待ってください！　そんなことまでしてもらえません！」

　慌あわてて首を横に振ふると、なぜだ、と泉水は不思議そうな顔をした。

「電車で移動するより、ハイヤーの方がおまえも楽だろう」

「いやいやいや、楽とか、そういうことじゃなくてですね。ハイヤーって確か凄すごい高級車だし、タクシーよりもっとお金がかかりますよね。大学へそんな車で乗り付けたら、余計に大変なことになるっていうか」

「大変なことなんかないだろう。ただ送り迎むかえをするだけだ」

　泉水はやはり不思議そうに言う。

　そうか。泉水さんにとっては、ハイヤーって別に特別じゃないんだ……。

　泉水が結希の祖父の料理を好きなのは本当だ。しかし一方で、高級マンションやコンサート用のグランドピアノを、ぽんと買ってしまう人でもある。

　一気に床ゆかが抜ぬけ、腰こしかけている椅い子すが急下降したような感覚が襲おそってきた。血の気が引くのがはっきりとわかる。

　泉水さんの「当たり前」は、俺の「当たり前」とは違いすぎる。

　今までにも肌はだで感じてきたそのことを、まざまざと実感する。

　──これ以上、一緒にいるのは無理だ。

「泉水さん」

　呼びかけた声は掠かすれた。先ほどよりも余計に泉水の目を見られなくなって、うつむく。

　しかし額の辺りに泉水の視線を感じた。

「あの……、急で申し訳ないんですけど、バイト、今日で辞やめさせてもらえますか」

　えっ！　と驚きの声をあげたのは泉水ではなく鉄太郎だった。

「どういうことや。何か不満があるんか？」

「いえ、不満はありません。給料は充じゆう分ぶんすぎるくらいもらってるし、俺の食費まで出してもらってるし、料理も残さずに食べてもらえて、ほんとにありがたいです。泉水さんにも鉄太郎さんにも美味しいって言ってもらえて嬉しかった」

「そしたらなんで辞めるなんて言うんや。泉水、おまえが修二の孫に何かしたんか？」

　いえ！　と結希は思わず大きな声を出した。

「違います。泉水さんは何も悪くない。悪いのは俺です」

「なんでおまえが悪いんや」

　尋たずねてくるのは鉄太郎ばかりで、泉水は無言のままだ。

　それでも泉水が耳をすませている気配は感じ取れた。

　心臓が痛いほど脈打っている。体は冷たいのに、こめかみだけが異様に熱い。

「俺……、俺が、ごく普ふ通つうの、平へい凡ぼんな人間だからです。泉水さんにはわかんないかもしれないけど、泉水さんがいる世界は……、正直、怖こわい」

　喉のどの奥に何かがつまっているかのように、途と切ぎれ途切れにしか声が出なかった。

　やはり泉水ではなく鉄太郎が話しかけてくる。

「写真のことを気にしてるんやったら大だい丈じよう夫ぶや。おまえの顔は写ってへんかったし、記事の内容も当たり障さわりのないもんやった。花岡も大丈夫やて言うてたやろ。けんしんかて、もう近付いてこん。せやから辞めるなんて言わんといてくれ」

「鉄太郎」

　切羽つまった、泣き出しそうにも聞こえる口調を冷たく遮さえぎったのは泉水だった。

「本人が辞めたいと言ってるんだ。契けい約やく書にも、一ヶ月以内ならどっちからでもすぐに契約を解除できると書いてある。契約を結んで、ぎりぎり一ヶ月は経たってない。だから引き止めることはできない」

「何を言うてるんや泉水！　修二の孫が離はなれてもええんか！」

「本人がそうしたいと言ってるんだ。僕がどうこう言えることじゃない」

　やはり冷たく言われて、ズキリと胸が強く痛む。最初に出会ったとき、ぶっきらぼうで無ぶ愛あい想そで偉えらそうだったが、こんなに冷たい言い方はしなかった。

　──自分のせいではないのに怖いと言われて、嫌いやな気分になるのは当然だ。

「花岡には僕から話しておく。給料はちゃんと振り込んでおくから」

　だから、今すぐ帰れ。

　そう言われているのがわかって、結希は機械的に立ち上がった。

「今日まで、ありがとうございました。鉄太郎さんも、お世話になりました」

　ペコリと頭を下げ、ダイニングの隅すみに置いていた上着とバッグを手にとる。

　その間にも、鉄太郎と泉水が話す声が聞こえてきた。

「泉水、泉水。修二の孫を止めてくれ」

「止める必要はない」

「なんでや。泉水、修二の孫を気に入ってたやろ。嬉しそうやったし、楽しそうやった。ピアノも元通りに、いや、それ以上に弾ひけるようになったやないか。ああ、帰ってしまう。早はよう、早はよう、止めてくれ」

　鉄太郎が懇こん願がんする声を聞きながら、結希は部屋を出た。

　泉水が応じなかったからだろう、トトトト、と鉄太郎が後を追いかけてくる。

「行かんといてくれ。頼たのむ。もういっぺん考え直してくれ」

　必死で見上げてくる真っ黒い瞳ひとみは潤うるんでいて、ズキリとまた胸が痛んだ。

　さっきまで、干し柿がきを食べて嬉しそうにしてたのに。

　それをこんな風にしたのは俺だ。

　しかし去る意志は揺ゆるがなかった。鉄太郎から目をそらし、ごめんなさいと深く頭を下げる。

「俺には無理です」

「なんでや。今まで大丈夫やったやないか。わしを見ても平気やったのに、何を恐おそれるんや」

「泉水さんを大事にしてる鉄太郎さんは少しも怖くない。本当に怖いのは、見ず知らずの人間の方です」

　鉄太郎は言葉につまった。泉水のプライベートを売買するのも、ただ泉水と一いつ緒しよにいたというだけの人のプライベートまで調べ上げるのも人間なら、鉄太郎を利用するだけ利用した挙句、芝右衛門の許もとへ返さず、村に置き去りにしたのも人間だと思い当たったのだろう。

「鉄太郎さんにもほんとに良くしてもらったのに、ごめんなさい。俺にこんなことを言う資格はないけど、泉水さんを頼みます」

　玄げん関かん口でスニーカーを履はき、結希はもう一度深く頭を下げた。そのまま顔を上げずに踵きびすを返す。

　待ってくれ、と懇願する鉄太郎の声が背後から聞こえてきて、胸がよじれるように痛んだが、振り向かずにドアを閉めた。










　料理サークルの活動は、月に二回か三回。

　大学の近くにあるレンタルキッチンを借りて料理をする。

　日曜の活動日に、結希が活動に参加するのは久しぶりだった。活動は大たい抵てい、土曜か日曜なので、この一ヶ月ほどは参加していなかったのだ。

　適当な大きさに切ったカボチャの皮をむき、ボウルに入れる。

　そのボウルをレンジに入れて、タイマーをセットした。

「チンできたらカボチャをつぶして、溶とき卵を混ぜ終えた後で、そのカボチャを加えて混ぜてね。あとはバターケーキと同じようにオーブンで焼いてできあがり！　簡単でしょ？」

　笑え顔がおで言った高木に、うんと結希は頷うなずいた。

「カボチャの下準備はいるけど、テクニックはいらないからいいな」

　周囲にはブッシュ・ド・ノエルに挑ちよう戦せんしている女子学生たちや、ローストチキンやミートローフに挑戦している男子学生たちがいる。クリスマスに合わせたハレの料理を作るのが、今日の目的だ。

　久しぶりに活動に参加する旨むねを伝えると、前に言ってたカボチャのケーキを作ってみる？　と高木に提案された。クリスマスに予定はなく、特に作りたいものもなかったので、うんと頷いた。

「バイト先の人にも食べてもらえるとよかったのにね」

「まあな。でも、有名店の高級なケーキをいくらでも食べられる人たちだから」

　レンジの中で淡あわいオレンジの光を浴びているカボチャを、結希はぼんやりと見つめた。

　サークルの友人たちにはバイトを辞めたことを話した。ケンシンの一件があってから、結希を質しつ問もん攻ぜめにする者や、結希と親しくなってケンシンを紹しよう介かいしてもらおうとする者が、ひっきりなしに寄ってきたのを見ていた彼らは、そりゃ辞めたくなるよな、と結希に同情的だった。バイト先を介してケンシンと知り合ったのだ。バイト先と関係を断たたなければ、この先も同じようなことがくり返されるかもしれない。

　泉水のマンションへ行かなくなって、一週間ほどがすぎた。

　泉水と鉄太郎の三人ですごした約一ヶ月が噓うそのように、結希はごく普通の静かな日常を送っている。

　朝起きて弁当を作り、大学へ行く。講義を受けて弁当を食べ、近所のスーパーに寄って帰宅。新たにバイトを始めたわけでもないので、夕飯を作り、それを食べ、課題や予習をこなして寝ねる。土日は掃そう除じや洗せん濯たくをして、作り置きを作る。そのくり返しだ。

　徐じよ々じよに気温が下がり、朝に氷が張る日が出てくるなど、冬らしい気候になってきたが、あまり寒さは感じなかった。

　なんか、感覚が麻ま痺ひしたみたいな感じだ。

　料理もいつも通りに作っているが、いまいち美味おいしくない。それに、作っていても食べていても前より楽しくない。

　今が夢から覚めたばかりのぼんやりとした状態だと考えれば、そうおかしなことではないのかもしれない。

　とはいえ、まだ完全に夢の世界と切れたわけではない。

　辞やめた次の日に花岡から電話があった。パパラッチのこととかケンシンのこととかあったから、気持ちはわからないでもないし、一ヶ月以内ならどっちからでも契約を解除できるって条件を入れたのはこっちだから、辞めないでほしいって言える権利はないんだけど、なんとかもうちょっと続けてもらえないかな、と言われた。しかし申し訳ありませんと謝るしかできなかった。

　その三日後、花岡はわざわざアパートを訪ねてきた。今度は相当切羽つまった様子で、戻もどってきてくれ！　頼む！　と土下座せんばかりの勢いで頭を下げられた。

　泉水の調子がまた悪くなってきたんだよ。食事はかろうじてとってるけど、あれじゃだめだ。体力がもたない。

　そう言われたときは、ズキリと胸が強く痛んだ。まだ治り切っていない傷が再び開き、新たな血があふれ出したかのようだった。

　俺と会わなくなったからかな。

　でもあのとき、泉水さんは俺を引き止めようとしなかった。

　それどころか、引き止めようとした鉄太郎を諫いさめたのだ。

　所しよ詮せんはその程度の存在ってことだったんだろうか。

　もっとも、引き止められたとしても、きっと断っただろうけれど。

　そうしてあれこれ考えたのは、花岡が帰った後だ。花岡本人にはただ、すみません、無理です、とくり返した。

　チン、とレンジが音をたてる。取り出したボウルの中でカボチャが湯気をあげていた。

「これ、どれくらい潰つぶしたらいい？」

「その人の好みだね。カボチャの食感が残った方がいいなら粗あらく潰した方がいいし、ケーキと一体化させたいなら細かく潰した方がいい」

「高木はどっちにしてる？」

「私はカボチャが好きだから、粗めに潰してる」

「そっか。じゃあ俺も粗めにしてみよう」

　結希はフォークの背で柔やわらかくなったカボチャを潰し始めた。

　高木は隣となりでバターと砂糖を混ぜ始める。さすがお菓か子し作りが得意なだけあって手て際ぎわが良い。

「市瀬」

「うん？」

「今付き合ってる人いる？」

　パッと泉水の端たん整せいな面おも立だちが脳のう裏りに浮うかんだ。

　いやいやいや、泉水さんとは付き合ってないし。一緒にいた間も、付き合ってたかどうか怪あやしいし。

　一いつ拍ぱく置いて首を横に振ふる。

「いないけど」

「ほんと？」

「うん、いない」

「じゃあ、私と付き合わない？」

　え、と小さく声をあげた結希は、思わず手を止めて高木を見た。

　一方の高木は、手て許もとのボウルに視線を落としたままだ。五センチほど下にある彼女の横顔は、ほんのり赤くなっている。

　周囲のメンバーはそれぞれの作業とおしゃべりに忙いそがしく、高木の告白に気付いていないようだ。こちらを注視する者はいない。

　──高木、俺のこと好きなのか。気付かなかった。

　高木はいい人だ。明るくて親切でかわいい。

　でも、俺は高木に恋れん愛あい感情は持てない。

「ごめん。高木のことは友達だと思ってるから……」

「……そっか」

　一いつ瞬しゆん、傷ついた表情をした高木だったが、すぐに笑みを浮かべた。

「ごめんね、急に変なこと言って」

「いや、全然変じゃないよ。ありがとう」

「なんでお礼？」

「や、俺みたいな何の取り柄えもない奴やつを好きになってくれて、嬉うれしかったから」

「何それ。取り柄いっぱいあるじゃん。優やさしいし、しっかりしてるし、真ま面じ目めだし、料理上手だし、金銭感覚もきっちりしてるし」

　高木は怒おこったように言葉を重ねる。

「付き合ってる人はいなくても、好きな人はいるんでしょ」

　え、と結希は再び声をあげてしまった。脳裏にまたしても泉水の顔が浮かぶ。

　高木はちらともこちらを見ず、ボウルに視線を落としたまま続けた。

「コクってないんだったらコクった方がいいよ。相手の人、絶対ＯＫしてくれるから」

「いや、でも……、俺が離はなれるって言っても何も言ってこなかったし、引き止めてもくれなかったから……」

「なんで離れたの？」

「それは、いろいろ事情があって……」

「好きな気持ちより、その事情の方が大事だったんだ。じゃあ、そんなに好きじゃなかったってこと？」

　え、と結希はもう何度目かわからない声をあげた。

　刹せつ那な、脳裏に次から次へと泉水の様々な顔が浮かぶ。

　初めて会ったときの無表情。だし巻きをゆっくり口に入れたときの驚おどろいた顔。結希が作った料理を食べたときの嬉しげな顔。子供の頃ころの話をしてくれたときの、どこか寂さびしげな顔。鉄太郎と話すときのリラックスした顔。ピアノに向かっているときの、静かで穏おだやかな表情。好きだと告げたときの真しん剣けんな眼まな差ざし。キスをしてきたときの熱を帯びた表情。

　そんなに好きじゃなかった、などということは決してない。

　全部、全部大好きだ。

　思い出しただけで泣きたくなるくらいに。

「相手の人が引き止めなかったのは、所詮その程度の気持ちだったんだなって思ったせいかもしれないよ。それで傷ついたかも」

「え、そんな、それは……」

　高木の言う通りだ。結局俺は、怖こわい気持ちに負けた。

　マンションへ戻る途と中ちゆう、わざわざ迎むかえに来てくれた泉水を避さけた。あのとき、本能的に拒きよ絶ぜつされたことを、泉水は感じ取ったはずだ。

　それ以前に、泉水に触ふれられたときに泣いてしまっている。

　泉水は拒絶されたと感じただろう。環かん境きようが違ちがうから戸と惑まどっているのだ、仕方ないと自分自身に言い聞かせたとしても、少なからず傷ついたのではないか。

　──俺なら傷つく。

　そこへ辞めると言われたのだ。

　所詮その程度なのに、誰だれが引き止めようと思うだろう？

　胸がよじれるように痛んで、結希は息をつめた。

　俺はバカだ。自分が怖いからって逃にげることばっかり考えて、泉水さんがどう思うのか、全然考えてなかった。

　泉水が好きで大事なら、真っ先に彼を思いやらなくてはいけなかったのに。

「市瀬がまだその人のこと好きなら、その人がほんとはどう思ったのか、今どう思ってるのか、ちゃんと聞いた方がいいと思う。あと、言ってくれなかったとか引き止めてくれなかったとか、相手にばっかり求めて自分は待ちの態勢でいるのはずるいよ。好きなら、自分から動かなきゃ」

　きっぱりと言った高木は、ふいに大きく息をついた。かと思うとニッコリ笑う。

「いろいろ上からうざいこと言ってごめん！　ふられたからちょっと八つ当たりしちゃった。この話はこれで終わりね！　カボチャ、いい感じじゃん。入れちゃうね」

　高木は結希が潰したカボチャをボウルの中に入れ、てきぱきとかき混ぜ始めた。

「あ、俺やるよ」

「じゃあ私、洗い物する。あんまり混ぜすぎないでよ」

「わかった。あの、ありがとう、高木」

「全然。私、洗い物けっこう好きなんだ」

　高木は笑って腕うでまくりをした。

　いいコだ。俺と違って、人の気持ちを考えられる優しい人だ。

　俺は前に、泉水さんを守るって鉄太郎さんと約束した。

　それなのに、自分が怖いからって逃げ出すなんて最低だ。

　手て遅おくれかもしれないけど、逃げるのはやめてもう一回ちゃんと泉水さんのことを考えよう。










　結希はとぼとぼとアパートまでの道のりを歩いた。

　日は落ち、弱いが冷たい風が吹ふいている。息が白い。

　バッグの中には、焼いたばかりのカボチャのケーキが入っている。三本焼いたうち、一本はサークルの皆みんなで食べ、一本は高木が持ち帰った。

　ほんとだったら、泉水さんと鉄太郎さんの三人で食べてたんだよな。

　でもこれは、俺一人で食べるんだ。

　そう思うと寂しくてたまらなくなった。我われ知しらず涙なみだが滲にじんで、慌あわてて目許を拭ぬぐう。

　俺はバカなだけじゃなくて自分勝手だ。自分から離れたのに、寂しくなってどうする。

　だからといって、泉水に会いに行く勇気はなかった。怖いのは変わらない。

　そもそも泉水を傷つけておいて、何事もなかったかのように戻もどろうなんてむしがよすぎる。

　でも、このままじゃだめだ。それだけはわかる。

「修二の孫」

　高い声で呼ばれて、うつむけていた顔をハッと上げる。

　アパートの前に立っていたのは、チャコールグレーのダッフルコートに、温かなオレンジ色のマフラーを巻いた小太りの男だった。

「鉄太郎さん……！」

　立ち止まった結希の許に、鉄太郎はトコトコと歩み寄ってきた。

　責められるかと思って全身を強こわ張ばらせたが、鉄太郎は愛あい嬌きようのある面立ちに、にか、と笑えみを浮うかべる。

「元気か？」

「はい、あの、元気です……。あの、泉水さんは……」

　恐おそる恐る尋たずねると、鉄太郎は真剣な表情になって小さく頷うなずいた。

「また弾ひけんようになってしもた。食事もほとんどとらん。前と違ちごて、ぴあのの稽けい古こは続けてるし、食べようともしてるけど、とてもおまえがいてた頃のようにはいかへん」

　ズキリと胸が強く痛んだ。

　鉄太郎さんがそう言うってことは、花岡さんが言ってたのは本当だったんだ……。

　少し大おお袈げ裟さに言っているかもしれないと思ったのは間違いだったらしい。

「……すみません。俺、勝手で、臆おく病びようで……。鉄太郎さんに泉水さんを守るって言ったのに、約束破って……」

「そう自分を責めるな。おまえにはおまえの考えがあるし、暮らしもある。わしもおまえに無理はしてほしいない」

　優しい口調で言った鉄太郎は、ただな、と続けた。

「わしは泉水の守り神や。あいつを守らんとあかん。けど、わしにはどうすることもできんのや。そやから、無理を承知で頼たのむ。泉水の傍そばにいてやってほしい」

　深々と頭を下げられ、結希は焦あせった。

「あ、頭上げてください！　俺も、このままじゃだめだと思ってます」

「泉水のこと、嫌いやになったわけやないんやな？」

　そろりと頭を上げた鉄太郎が問う。

　そこだけは狸たぬきの姿でいるときと同じ、真っ黒いつぶらな瞳ひとみに見上げられ、はいと迷うことなく頷いた。

「嫌になんかなってません」

「ほんまか」

「ほんとです。守りたいと思います。泉水さんは、自分勝手な俺を、嫌きらいになったかもしれないけど……」

　自然と語ご尾びが小さくなった。

　すると、そんなわけあるか！　と鉄太郎が声を大きくした。

「泉水はな、おまえが怖がってることをちゃんとわかってた。自分の意思とは関係なしにぷらいばしーがさらされる怖さは、泉水も身に沁しみてる。せやからおまえが辞やめる言うたとき止めんかったんや。わしが結希に連れん絡らくせえて何べん言うても頑かたくなに拒こばんだんは、おまえを巻き込みたなかったからやろう」

　泉水はケンシンに写真をばらまかれたことがきっかけでスランプに陥おちいったのだ。

　だからこそ、自分が傷ついたように、結希を傷つけたくないと思った。

　痛みにも似た熱がじわりと胸に湧わく。その熱は瞬またたく間に、頭の先から足の先にまで行き渡わたった。

「今日も泉水には内ない緒しよでここへ来たんや。わしが話すて言うたら、余計なことはするなて怒おこられた。あいつのことなんかもう忘れたて言うとったけど、そんなはずない。あれは強がりや。わしにはもう時間があらへんのに、意地張りよって……」

　つぶやくような物言いを、結希は聞き咎とがめた。

「時間がないってどういうことですか？」

「うん？　いや、言葉のあやや。何でもあれへん」

　慌てたように首を横に振ふった鉄太郎は、泣き笑いのような表情を浮かべた。

「意地っ張りで頑がん固こな奴やつやけど、わしは泉水に幸せになってもらいたい」

　守り神というより、父か兄のような口調だった。鉄太郎は本当に泉水を大事に思っている。

　俺も、泉水さんが大事だ。泉水さんを大事に思ってる鉄太郎さんも、大事だ。

「あの、俺……、俺も今、こうするってすぐに返事できないですけど、なんとか、したいと思ってます。泉水さんの傍にいるための方法を考えます」

　パッと鉄太郎は顔を輝かがやかせた。

「ほんまか？」

「ほんとです。あ、これ、持って帰ってください」

　結希はケーキが入ったエコバッグを差し出した。

　鉄太郎は丸い鼻をふんふんと動かす。

「甘あもうてええ匂においや」

「今日焼いたケーキです。カボチャが入ってます」

「かぼちゃ！」

「はい。もしよかったら、泉水さんと一いつ緒しよに食べてください」

「ん、わかった！」

　嬉うれしげに頷いて、鉄太郎は大事そうにバッグを受け取った。それを肩かたにかけた後、再び手を伸のばして結希の手をぎゅっと握にぎる。

　吸い込まれそうな真っ黒い瞳が、まっすぐに見つめてきた。

「泉水の傍にいてやってくれ、結希。あいつには、おまえが必要や。わしもおまえやったら安心できる」

　真しん摯しな物言いに、はい、と思わず返事をする。

　初めて、修二の孫、ではなく、結希、と呼ばれた。それだけ真しん剣けんなのだ。

　うんと頷き返してくれた鉄太郎は、ゆっくり結希の手を離はなした。そしてやはりゆっくりと結希から離れ、にかっと笑って踵きびすを返す。

　その場に残された結希は、遠ざかっていく丸い後ろ姿を見送った。一いつ瞬しゆん、彼の背中の向こう側の風景が透すけて見えて瞬きをする。

　目をこらすとちゃんと鉄太郎の姿を捉とらえることができたので、思わずため息が漏もれた。

　鉄太郎の手の温ぬくもりが残った己おのれの手を、ぎゅっと握りしめる。

　やっぱりこのままじゃだめだ。

　だって俺は、泉水さんが好きだから。

　泉水への気持ちの強さを、改めて鉄太郎に自覚させてもらった気がした。










　なんとかしなければと思いつつも見動きがとれないでいた結希の許に、泉水から手紙が届いたのは翌々日のことだ。

　大学から帰ってきて、古ぼけたポストに入っていた白い封ふう筒とうを目にした途と端たん、息がつまった。直感的に、泉水からの手紙だとわかった。

　泉水にはスマホの連絡先を伝えてあるものの、泉水本人はスマホを持っていない。ケンシンとのいざこざがあったときに解約して、そのままになっていると聞いた。リビングにパソコンが置いてあったが、彼が使っているところを見たことはなかった。きっとパソコンにはあまり馴な染じみがないのだろう。

　震ふるえる手で取り出した封筒には、やはり白い便びん箋せんが入っていた。

　綴つづられていたのは、几き帳ちよう面めんな美しい文字だ。

　心を込めて丁てい寧ねいに、真剣に、一文字一文字書いたのが伝わってきて、胸がいっぱいになった。

　手紙には、今週の土曜日にとあるショッピングモールの広場へ来てほしいと書かれていた。

　カボチャのケーキ、旨うまかった。

　最後につぶやくように書かれていて、頰ほおが緩ゆるんだ。かと思うとじんと胸が熱くなって、涙なみだが滲にじんだ。

　食べてくれたんだ。よかった。

　結希が作ったものは食べたくないと、拒きよ絶ぜつされるかもしれないと思っていたのだ。

　泉水が鉄太郎と並んで、黄色いケーキを食べている姿が思い浮かんだ。旨いな、旨い、と言い合いながら、もぐもぐと頰ほお張ばっている。

　結希は改めて手紙を読み返した。

　行こうか、行くまいか、迷ったのはほんの数秒だった。

　泉水さんに会いたい。

　会いたいから、会いに行くんだ。










　土曜日のショッピングモールは、家族連れやカップルで賑にぎわっていた。あちこちにクリスマスの飾かざりが施ほどこされており、どこからともなくジングル・ベルが聞こえてくる。

　郊こう外がいにあるモールには、結希も何度か買い物に来たことがある。

　広場って、確かモールの中央にあったよな。

　吹ふき抜ぬけになった広場は、ちょっとしたイベント会場にもなる。戦隊ショーや地元出身のバンドのライブ等、様々なイベントが行われているようだ。

　結希は早足で歩きながら、ちらと腕うで時ど計けいを見た。

　午後二時四十五分。約束の三時の十五分前だ。

　泉水さん、もう来てるかな。

　手紙が届いてから今日までの間、ずっと落ち着かなかった。泉水のパソコンにメールを送ろうかとも思ったが、今いま更さら会いたいですと書けるわけもなく、だからといって何をどう書けばいいかもわからず、あれこれ迷っているうちに時間がすぎてしまった。結局、昨日の朝、明日行きますとだけ送った。泉水が見てくれたかどうかはわからない。

　居ても立ってもいられず、更に早足で歩いていくとピアノの音が聞こえてきた。

　ＣＭか何かで聞いたことがある曲だ。巧うまいのは巧いのだろうが、ただ音を鳴らしているだけ、という感じである。感情は全く揺ゆさぶられない。誰だれが弾ひいても柔やわらかな光の玉が出るわけではないのだと、改めて思い知る。

　泉水さんは、本当に特別なんだ。

　たどり着いた広場の中央には、真っ白なグランドピアノが鎮ちん座ざしていた。

　ストリートピアノというものらしく、プロアマ関係なく、弾きたい人なら誰でも弾いていいようだ。制限時間は一人十分。脇わきに係員がいて、弾きたい人の列を整理している。

　その列に、黒いコートを纏まとったスラリと背が高い男を見つけて、結希は息をのんだ。

　泉水さんだ……！

　買い物客たちの中にも、彼がピアニストの円城泉水だと気付いている者がちらほらいるようだ。こんなとこになんで円城泉水が？　マジで弾いてくれるの？　タダで生演奏聴きけるの凄すごくない？　とひそひそ囁ささやき合っている。

　泉水を知らないであろう人たち──特に若い女性たちも、見て、あの人カッコイイ！　と黄色い声をあげていた。早くもスマホを構えて騒さわいでいる者もいて、係員に注意されている。

　十メートルほど離れた場所から、結希は泉水を見つめた。

　顔色があまり良くない。少し瘦やせたかもしれない。

　しかし、初めて会ったときのように投げやりな暗い顔はしていなかった。何かを決意したような厳しい表情が浮うかんでいる。

　周囲に視線を巡めぐらせていた泉水は、結希に気が付いた。

　目が合う。バチ、と音がした気がした。かと思うと、泉水はさも嬉しそうに端たん整せいな面おも立だちを綻ほころばせた。

　つられて微笑ほほえむと同時に、ズキ、と胸が強く痛む。

　やっぱり俺は泉水さんが好きだ。どうしても好きだ。

　やがて泉水の番がやってきた。係員は泉水の正体は知らなかったようだが、周りの様子から有名人だと気付いたらしい。演奏の邪じや魔まをさせないよう、殊こと更さら周囲に目を光らせている。

　泉水はゆっくりと椅い子すに腰こしかけた。そしてそこにいることを確かめるように、結希の方を向く。結希の周りにいた女性たちが、キャー！　と声をあげた。

　泉水はまっすぐに結希を見つめて小さく頷うなずいた後、ピアノに向き直った。

　ふ、と短く息を吐はき、鍵けん盤ばんに長い指を置く。

　白いグランドピアノから流れ出したのは、懐なつかしくも切ない旋せん律りつだ。

　シューマンの小曲集、『子供の情景』。『見知らぬ国と人びとについて』。

　純度の高い一音一音が、柔らかく光る玉になる。それらは美しい真しん珠じゆのネックレスのように連なり、次々に結希の許もとに届けられた。光の玉は優やさしく、温かく、しかし切々と泉水の想おもいを伝えてくる。

　泉水さん、俺のために演奏してくれてる。

　痛みを訴うつたえていた胸が、瞬またたく間に熱を帯びた。

　光の玉が届く度、その熱は上がり、全身に波は及きゆうする。

　怖こわさは消えない。まだ怖い。

　しかし、泉水への想いはどんどん大きく、深くなっていく。

　圧あつ倒とう的な演奏に、広場は束つかの間しんとなった。凄い、誰？　本物だ、きれい、プロのピアニスト？　というざわめきとため息がじわじわと広がる。

　やがてそれも静まり、その場にいた全員が無言で聴き惚ほれた。

『見知らぬ国と人びとについて』が終わっても、曲は絶えることなく続いていく。

『不思議なお話』、『鬼おにごっこ』、『おねだりする子供』、『大満足』、『重大事件』、『トロイメライ』。

　泉水が愛いとしむように最後の音を弾き終えると、静せい寂じやくが落ちた。遠くから聞こえてくるざわめきとジングル・ベルが、別世界の異質な音のようだ。その異質な音が、聴ちよう衆しゆうを現実に引き戻もどしたらしい。次の瞬しゆん間かん、割れるような拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わいた。

　立ち上がった泉水はゆっくり一礼をする。

　気が付けば駆かけ出していた。泉水さん！　と呼んだ途端、無数の視線が突つき刺ささる。

　刹せつ那な、辺りが真っ白に輝かがやいた。

「！」

　あまりの眩まぶしさに思わず強く目を閉じる。

　なんだこれ、何が起こったんだ！

　泉水さんに何かあったのか？

　ひやりと背筋が冷えた次の瞬間、強い力で腕うでを引っ張られた。かと思うと、しっかりと抱だきしめられる。

「え、ちょっ、まっ」

　咄とつ嗟さに抗あらがおうとしたが、既すでにかぎ慣れた甘くて爽さわやかな香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

　あ、これ、泉水さんの匂においだ。

　そっと目を開けると、黒いコートに包まれた広い肩かたが目の前にあった。

「泉水さん……？」

「来てくれないかと思った」

　泉水の声は震えていた。

　ズキリと胸が痛んだかと思うと、視界が滲む。

「ごめん、ごめんなさい。俺、俺……」

「謝るな。謝るのは僕の方だ。僕はもう、守ってもらって与あたえてもらうばかりの無力な子供じゃない。ほしいものには、自分から手を伸のばさないといけなかった。おまえに大切に思ってもらえていない、それほど好かれていなかったと拗すねるんじゃなくて、自分の手で守らないといけなかった」

　かき口説くように言って、泉水は抱きしめる腕に力を込めた。

「どんなに僕が守ると言っても、おまえが怖がるのはわかる。本当は、放してやった方がいいこともわかってる。でも、傍そばにいてほしいんだ。おまえが好きだ、結希」

　切実な想いが、密着した体から直接伝わってきた。

　体の芯しんにまで浸しん透とうしたそれが、たとえようのない歓かん喜きを呼び起こし、全身が震ふるえた。

　ああ、俺はこんなに泉水さんのことが好きだったんだ……。

「俺も……、俺も、好きです。泉水さんの傍にいたい」

　同じように泉水の背中にまわした腕に力を込めたそのとき、泉水、結希、と呼ぶ声が聞こえた。鉄太郎の声だ。

　ハッとして顔を上げたが、周囲は白い光に満たされたままだった。

　聴衆の姿はおろか、鉄太郎の姿も見えない。

「鉄太郎？　どこにいるんだ」

　泉水が不思議そうに呼ぶ。

　──お別れや、泉水。達者でな。結希、泉水を頼たのんだぞ。

　声が直接耳に響ひびいてくる。

「お別れって、どういうことだ。鉄太郎！」

　結希を抱きしめたまま泉水が呼ぶと、光の中から恰かつ幅ぷくの良い壮そう年ねんの男がふいに現れた。仕立ての良いスーツの上に、上品な光こう沢たくのあるコートを羽織った男は、腕にバスケットボールほどの大きさの光の玉を抱かかえている。　>>>♥

　誰だ？

　いきなり現れた見覚えのない男に驚おどろいていると、男は腕の中の光を優しく見下ろした。

「残っとった力を使い切ったか。ようがんばった」

　低く響く声で囁いた男は、こちらを向いた。

　肌はだはよく日に焼けている。苦みのきいた渋しぶい面立ちだ。

　ただ、丸い鼻はどことなく鉄太郎に似ている。

「鉄太郎が世話になったな」

　男に頭を下げられ、泉水はハッと息をのんだ。

「芝右衛門さん、ですか？」

　うむ、と男は頷く。

　この人、鉄太郎さんの師し匠しようか！

　泉水は芝右衛門に向き直りつつ、結希の手をしっかり握にぎった。そしてまっすぐに問う。

「お別れってどういうことですか？　鉄太郎はどうなったんですか」

　うむ、と男はまた頷いた。

「まずは、鉄太郎がおまはんと出会うことになった経けい緯いを話さんとあかん。鉄太郎は村に置き去りにされたときから随ずい分ぶん弱ってたんや。そんな弱った状態で、魂こん魄ぱくを縛しばられたまま村を離はなれるんは相当に危険なことやった。自我を失うしのうて妖あやかしになってしまう恐おそれもあった。けど、鉄太郎は誰だれもおらん村に一人ぼっちでいることに我が慢まんできんかったんやろう。どうにかこうにか村を飛び出した。しかし到とう底てい、淡路までたどり着くことはできんかったんや。おまはんのとこへたどり着いたときには妖になりかけやったと鉄太郎が言うとった。それをおまはんのぴあのが救ったんや。そやから、おまはんには感謝してる」

「あの……、芝右衛門さんは、鉄太郎さんを助けに行けなかったんですか？」

　恐る恐る尋たずねると、男は苦く笑った。

「鉄太郎の魂魄は村にあったさかいな。気付くことができなんだ」

　本当は廃はい村そんになることが決まった時点で、鉄太郎がちゃんと芝右衛門の許へ帰れるように村人が手続きをしないといけなかった。

　泉水の言葉が思い出された。

　そうか。誰も手続きをしなかったから、芝右衛門さんも鉄太郎さんが窮きゆう地ちに陥おちいってることに気付けなかったんだ。

「鉄太郎がわしのとこへ戻って来た後に、魂魄を取り返してやったんや、ほんまは神気を取り戻すために、そのままわしの許で暮らさんとあかんかったが、鉄太郎はまた出て行ってしもた」

　泉水は黙だまって芝右衛門の話を聞いている。

「神気を得た上で神格を上げるには、できるだけ大勢の人間の願いを叶かなえてやることが肝かん要ようや。しかし鉄太郎は大勢の願いを叶えるより、泉水に恩返しがしたいて言うた。おまはんのぴあのはええもんも引きつけるが、邪じや悪あくなもんも引きつける。まだ子供やから、質たちの良うないもんを追い払はらいきれてへん。そやから傍にいて守ってやりたいてな。そやさかい、しばらく様子を見ることにした」

　神様の言う「しばらく」がどれくらいの長さなのかわからない。

　しかし鉄太郎は少なくとも十年以上、泉水の傍にいて、彼を守り続けた。

「なんぼおまはんのぴあのの力があっても、それだけで神気が完全に戻るわけやないし、神格が上がるわけでもない。おまけに海の向こうの、日ノ本のそれとは全く異質な神気やら邪気にさらされて、鉄太郎は少しずつ弱っていった」

「そんな、そんなこと、鉄太郎は一言も……！」

　思わず、といった感じで声をあげた泉水に、芝右衛門は太い眉まゆを動かした。

「このところ、鉄太郎はよう留守をしとったやろう。あれはたとえ元の狸たぬきの形でも、保つんが難しいなっとったからや。わしのとこで眠ねむっとった」

「そんな……、言ってくれれば……」

「言うたとしても、どないもならんよってな。鉄太郎はおまはんに心配をかけとうなかったんや。わしがええ加減戻もどって来いて何べん言うても、泉水が安心できる場所を見つけられるまでは傍におるんやと言い張った」

「僕のせいで……」

　ぎゅっと泉水の手に力が入る。

　おまはんのせいやない、と芝右衛門は言い聞かせる口調で言った。

「おまはんは何も知らされてへんかったんや、何より鉄太郎が、おまはんの傍にいることを望んだ」

　言葉につまった泉水の手を、結希はそっと握り返した。そして芝右衛門の腕に抱だかれている光の玉を見つめる。

　わしにはもう時間があらへんのに、という鉄太郎の言葉が耳に甦よみがえった。

　泉水さんの傍にいられなくなるってわかってたから、鉄太郎さんは必死だったんだ……。

　だから、傍にいてやってくれ、頼む、とくり返した。

　でも、俺のこともちゃんと尊重して思いやってくれた。

　本当に優やさしくて強い人──いや、神様だ。

「ここは、人の目には見えへん場所や。この場を造り出したことで、鉄太郎は最後の力を使い切った。連れて帰って回復させてやらんといかん。きっと長い刻ときがかかるやろう」

「もう、会えないんですか」

　泉水が絞しぼり出すように尋ねた。泉水にとって、鉄太郎は家族も同然なのだ。

　結希も思わず芝右衛門を見つめた。

　芝右衛門は泉水をじっと見つめ返し、次に結希に視線を移した。

「最低でも年にいっぺん、二人そろうて淡路のわしの祠ほこらへ来い。泉水はぴあのを聞かせること。結希は、だし巻きとかぼちゃのけーきを作って供えること。わしと鉄太郎の、二人分や。そしたら話くらいはさせてやろう」

「祠にピアノがあるんですか？」

　泉水が戸と惑まどいを隠かくさずに問うと、芝右衛門はにやりと白い歯を見せた。

「わしを誰やと思てる。薩さつ摩まの軍ぐん艦かんを洲す本もとの沖おきに浮うかべてみせたこともある、天下の芝右衛門狸やぞ。ぴあのに化けるくらい造作もない」

　自じ慢まんげに言って、芝右衛門は再び結希を見つめた。そしてまた泉水に視線を移す。

「日ノ本にいる間は、この芝右衛門がおまはんらを守ったる。おまはんらはこの先、邪よこしまな人間のからくりに写ることはないし、記き憶おくに留とどまることもない。ただし、海を越こえたらわしの加護は受けられん。自分らでよう用心するんや。わかったな」

　結希は思わず泉水と顔を見合わせた。

　芝右衛門に向き直り、はい、と同時に返事をする。

「ありがとうございます」

　そろって頭を下げると、芝右衛門は温かな笑えみを浮かべた。

「鉄太郎のたっての頼たのみやさかいな。よほど泉水のぴあのと、結希の料理が気に入ったと見える」　>>>♥

　芝右衛門の腕うでの中で仄ほのかな光を放っている玉に、泉水は視線を落とした。そっと手を伸のばし、慈いつくしむように撫なでる。鉄太郎、と優しい声で呼んだ。

「ずっと傍そばにいてくれてありがとう。おまえがいてくれたから、ここまで来れた。おまえが弱っていたことに気付いてやれなくて、悪かった。心配をかけて、本当にすまなかった。必ず結希と一いつ緒しよに淡路へ行くから、待っててくれ」

「あの、だし巻きとケーキだけじゃなくて、他ほかにも食べたいものがあれば言ってくださいね。何でも作って持っていきますから。干し柿がきも、買って持っていきます」

　結希は泉水の後に続けて言って、鉄太郎さん、と改めて呼んだ。

　泉水が脇わきに体を引いてくれたので、光の玉に触さわることができた。──温かい。

「ほんとに、ありがとうございました。いろいろ心配かけてすみませんでした。もう、泉水さんから離れませんから安心してください」

　答えは返ってこなかったものの、わずかに光が強くなる。

　ちゃんと聞いてくれてる。

　じわ、と目の奥が痛くなって視界がぼやけた。

「わしらはそろそろ行く。今し方の約定、忘れるなよ」

　はい、忘れません、と泉水と返事をすると同時に、芝右衛門と鉄太郎の姿が霞かすんだ。まるで濃こい霧きりの向こうへ消えていくかのように、すうっと姿が見えなくなる。慌あわてて、ありがとうございました！　ともう一度礼を言うと、芝右衛門が微かすかに笑った気配がした。

　芝右衛門が消えても、周囲は白いままだった。が、遠くの方からジングル・ベルが微かに聞こえてくる。

　結希の手を握にぎっていた泉水の指先に、再び力が入った。

　泉水さんは俺とは比べものにならない長い時間、鉄太郎さんと一緒にいたんだ。

　寂さみしいだろう。辛つらいだろう。

「近いうちに、一緒に会いに行きましょう」

　ああ、と応じた泉水の声は涙なみだで湿しめっていた。

　結希は泉水の指を痛めないように、しかし簡単には離れないように、しっかりと彼の手を握り返した。










「やっぱりおまえが作ったものが一番、僕に合っている」

　しみじみと言われて、結希は思わず笑顔になった。

「冷蔵庫にあった材料で適当に作ったからどうかなって思ったけど、気に入ってもらえてよかったです」

　久しぶりに泉水のマンションの冷蔵庫を覗のぞくと、作り置きしておいたおかずはすっかりなくなっていた。全部泉水と鉄太郎の二人で食べたらしい。後はほとんどデリバリーで済ませていたという。

　かろうじて買ってあった卵と、以前に結希が購こう入にゆうしたしなびた玉ねぎ、そして冷れい凍とうしておいた豚ぶたバラ肉で他た人にん丼どんを作った。具が玉ねぎだけの簡単な味み噌そ汁しると一緒に出すと、泉水はあっという間にたいらげた。

「鉄太郎にも食べさせてやりたかったな」

　泉水がぽつりと言う。

　結希は思わず泉水の隣となりを見み遣やった。そこにちょこんと腰こしかけた鉄太郎は、いつも嬉うれしそうに結希が作った物を食べてくれた。

　空になった器うつわを盆ぼんに載のせながら、敢あえて明るく笑う。

「残り物ですよ。どうせならちゃんと作って食べてもらいたかったです」

「残り物だろうが何だろうが、おまえが作る料理がいい」

　きっぱりと言われて、思わず瞬まばたきをする。

　泉水が真ま面じ目めな顔をしていたので、こちらの方が照れてしまい、へへへと笑った。

「じゃあ、また作ります」

「おにぎりはまだ作ってもらってない」

「ああ、そうでした。梅とカツオが好きだって言ってましたよね」

　結希が好みまで覚えていたからだろう、泉水は頰ほおを緩ゆるめた。

「カボチャのケーキも旨うまかった」

「それもまた作ります」

　うん、と泉水は嬉しそうに頷うなずく。

　端たん整せいな面おも立だちに浮かんだ鮮あざやかな笑みを目まの当たりにして、じんと胸が熱くなった。

　パパラッチにびくびくするのも、ケンシンのことで質しつ問もん攻ぜめにされるのも辛かったが、泉水と離はなれていることの方が、よほど辛かった。

　芝右衛門と鉄太郎が霧の中に消えた後、気が付けば泉水と二人、ショッピングモールの入り口に立っていた。どちらからともなく顔を見合わせた後、帰るか、と泉水が言った。はい、と結希は素す直なおに頷いた。つないでいた手は放したものの寄り添そうように歩いた。もともと客が増えて混雑しており、人と人との距きよ離りが近かったからか、見み咎とがめられることはなかった。

　それとも、芝右衛門さんのおかげかな。

　邪な人間のからくりに写ることはないし、記憶に留とどまることもない、と言っていた。

　既すでに使い慣れたキッチンで食洗機に食器を並べていると、なぜかふいに涙が込み上げてきた。

　またこのキッチンに立ててよかった。

　泉水さんのところに戻もどってこられて、本当によかった。

　鉄太郎さんのおかげだ。

「結希？」

　ぐず、と小さく鼻を鳴らしたのが聞こえたのか、泉水がキッチンに入ってきた。

　慌てて目め許もとに滲にじんだ涙を拭ぬぐう。

　鉄太郎さんと別れたときから、なんか涙るい腺せんがおかしくなってる。

「どうした。どこか痛いのか？」

「や、何でもない、何でもないです。ちょっと目にゴミが入っただけで」

「本当か？」

「ほんとです。元気ですよ。泉水さんの傍にいるんだから」

　心配してくれるのが嬉しくて、笑って頷いてみせる。

　泉水はわずかに目を見開いた後、真しん剣けんな顔になった。

「今日は泊とまっていけ」

「え？　や、俺着き替がえ持ってきてないし、帰ります」

「僕のを貸してやる」

「泉水さんのじゃ俺には大きいでしょう。俺、普ふ通つうにＭサイズだから」

　首を横に振ふると、泉水は秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せた。

「なんでこんなときだけ鈍にぶいんだ、おまえは」

「鈍いって何がですか」

「今日、抱だきたいと言ってる」

「え、抱きたいって何を？　誰だれが？」

「僕が、おまえを、だ。僕がおまえを抱きたい」

　不ふ機き嫌げんそのものの声で言われて、結希は一いつ瞬しゆんきょとんとした。

　言葉の意味を理解した次の瞬間、火が出るかと思うほど顔が熱くなる。同時に全身も熱くなって、慌ててうつむいた。きっと顔だけでなく、耳から首筋から全部真っ赤になっている。

「あ、あの、はい、あの、そうですね、じゃあ、えっと、シャ、シャワー貸してください」

　しどろもどろで言うと、ぐいと腕をつかまれた。

「シャワーなんかしなくていい」

「や、でも……」

「いいから」

　ぐいぐいと引っ張っていかれたのは寝しん室しつだった。

　どういう仕し掛かけになっているのか、入った途と端たんに柔やわらかな間接照明が灯ともる。

　一度も入ったことがなかったその部屋も、やはり広かった。中央に大きなベッドが置かれている。

　以前、泉水に体を触さわられたのは、ピアノが置いてある部屋のソファだった。しかもなんとなく流れでそういう雰ふん囲い気きになった。こんな風に、改めて寝室に連れてこられると緊きん張ちようしてしまう。

　強ごう引いんに腕うでを引っ張られたのとは対照的に、そっと優やさしくベッドに押し倒たおされた。

　セーターを脱ぬぎ捨てた泉水が、躊ちゆう躇ちよなくのしかかってくる。

　仄ほのかな光に照らされた美しい顔を見上げると、泉水もまっすぐに見下ろしてきた。

「嫌いやか？」

「えっ、い、嫌じゃない、ほんとに、全然、嫌じゃないです、よ」

「じゃあなんでそんなガチガチなんだ。この前は、そんなに硬かたくなってなかったじゃないか。僕が怖こわいのか？」

「まさか！　ただ、あの、こう、今からほんとに、泉水さんとするんだなって思うと、き、緊張して……。初めてだから、うまくできるか、わかんないし……」

　やはりしどろもどろで答えると、泉水はわずかに眉を動かした。

「初めてなのか」

「あ、はい、あの、すみません。なんかいろいろ、めんどくさいですよね」

　いや、と泉水は首を横に振る。そしてふと笑えみを浮うかべた。

　秀麗な面立ちを彩いろどる甘い笑みに、我われ知しらず見み惚とれてしまう。

「少しも面めん倒どうじゃないから気にするな」

「ほ、ほんとですか？」

「ああ、本当だ。おまえはただリラックスして、じっとしてればいい」

　優しく囁ささやいた泉水の顔が間近に迫せまる。

　慌あわてて目を閉じると同時に、唇くちびるを塞ふさがれた。

　食はむように愛あい撫ぶされたかと思うと、するりと濡ぬれた感かん触しよくが中に入ってくる。それは丁てい寧ねいに、そして熱心に、結希の口内を愛撫し始めた。

「んっ、ん……」

　感じるところを幾いく度どもくすぐられ、喉のどの奥から声が漏もれる。

　ぞくぞく、と背筋に甘い痺しびれが走って、全身が戦慄わなないた。

　前に一度キスをしたときも気持ちがよかったが、今はそれ以上にひどく感じてしまう。

　たちまち息があがって、酸素を求めて口を大きく開くと、無意識のうちに突つき出していた舌をきつく吸われた。そのままちゅくちゅくと音をたててしゃぶられる。

　官能的な音に耳を犯おかされ、結希はまた震ふるえた。

「んあ、は、あぁ」

　自分でも一度も聞いたことがない、甘い声が喉の奥から漏れ出る。

　濃のう厚こうなキスに翻ほん弄ろうされ、結希は泉水の肩かたにしがみついた。

　苦しいけど、めちゃくちゃ気持ちいい。

　体には触ふれられていないのに、早くも下半身に熱が溜たまるのを感じる。こんなに早いのは初めてだ。恥はずかしい。いたたまれない。

　キスだけで高ぶってしまったのを知られまいと身じろぎすると、泉水の手がシャツにかかった。ボタンが次々にはずされていく。

　その間も口づけはやまなかった。角度を変え、息を継つがせながら、泉水は結希の口内を熱心に愛撫する。もはや口の中で泉水に触れられていない場所はない。

「は、はぁ……」

　ようやく唇を解放されたときには、結希の体は完全に高ぶっていた。

　シャツの下に着ていたアンダーシャツを喉のど元もとまでたくし上げられる。指先で乳ち首くびを優しく撫なでられただけで、あ、と甘い声が漏れた。それに気をよくしたのか、泉水は両方の乳首をつまんで弄る。たちまち、痺れにも似た快感がそこに生まれた。

「や、あ、泉水さ……」

「気持ちいいか？」

　恥ずかしくてたまらなかったが、ん、と正直に頷うなずく。

　すると、結希、と愛いとしげに呼ばれた。そしてまた唇を塞がれる。

「んっ、ん」

　休みなく乳首を弄られながら貪むさぼるようにキスをされて、結希はたまらずに腰こしをよじった。

　性器が下着とデニムのパンツを押し上げているのがわかる。

　本音を言えば触りたかったが、まさか泉水の目の前で自じ慰いをするわけにはいかない。

「ぅん……！　ん、んん……」

　びく、びく、と我知らず腰が揺ゆれる。

　その動きに気付いたのか、乳首を熱心に愛撫していた泉水の指が離はなれた。激しく上下する胸を慈いつくしむように撫でたかと思うと、そのまま腹をつたってデニムをくつろげる。そして躊躇することなく下着の中に手を入れた。既に充じゆう分ぶんに高ぶった劣れつ情じようを直接握にぎられる。

「んあ、あっ……！」

　思わず首を横に振って口づけを逃のがれた結希は、感じたままの声をあげた。

「もうこんなに濡れてる。かわいいな、結希」

　熱を帯びた声で囁いた泉水は、掌てのひらで結希の性器を優しく擦こすった。

　自慰とは比べものにならない快感に、あ、あ、と抑おさえる間もなく色めいた声があふれる。泉水の手が動く度に、くちゅくちゅと淫みだらな水音が生じる。

　泉水さんの、あの大きくてきれいな手が、俺のを擦ってる。

　たまらなく恥ずかしい。申し訳ない。

　でも、凄すごく気持ちいい。

　急速に官能が高まって、結希は思わず泉水の腕をつかんだ。

「や、放して……！」

「気持ちよくないか？」

「い、いいから……、いく、いっちゃう」

　掠かすれた声で訴うつたえると、ちゅ、と目め許もとにキスをされた。

「いっていいぞ」

「だめ、だめっ……」

「僕に、いくところを見せてくれ」

　結希、と情欲を滲にじませた低い声で呼ぶと同時に、泉水は殊こと更さら強く愛撫した。

　既すでに限界を超こえていた性器は、とても堪こらえきれずに極きわまる。

「は、あぁっ」

　今まで一度も感じたことのない強い快感の波が押し寄せてきて、結希は激しく喘あえいだ。下半身がどろどろに溶とけてしまったかのようだ。もう触れられていないのに、熱心に弄られた両の乳首も痛いほど痺れている。口の中もやたらと熱かった。

　あまりに強きよう烈れつな感覚に、目の前がチカチカと光る。達したことで少しは引くかと思っていた情欲が、少しも引かない。

　どうしよう。こんなの初めてだ……。

　オナニーをしたときは、一度で充分満足できたのに。

　乱れた息を整えることができないでいると、下着ごとデニムを引き抜ぬかれた。布が擦すれる感触にも感じてしまって、あぁ、と声をあげる。

　すると唇の端はしに、頰ほおに、鼻先に、顎あごに、次々とキスの雨が降ってきた。微かすかな接せつ触しよくにすら感じてしまって、いちいち嬌きよう声せいを漏らしてしまう。

「や、泉水さ……、また、勃たっちゃうから……！」

「いいぞ、何回でも」

「そんな、だめ、だめですっ……」

　言葉とは裏腹に、性器は再びゆるゆると高ぶる。

　その様子を泉水がつぶさに見つめているのがわかって、結希は必死で両手で隠かくそうとした。

　こら、と優しく𠮟しかられて手を退どけられる。

「隠すな。おまえが僕で、感じてる証しよう拠こだ。見せてくれ」

「そ、そんな、言い方、ずるい」

「違ちがうのか？」

「ちが、違わない、けど……」

　体を横向きにして隠そうとするが、泉水にのしかかられていて身動きがとれない。おまけに、両手をシーツに押さえつけられてしまっている。

　隠せないのなら静めるしかない。しかし力を入れたことで、逆に腰が浮いてしまった。

　泉水の目の前で、色を変えて立ち上がったものがとろとろと蜜みつをこぼす。

「や、いやだ、見ちゃだめ」

　熱を帯びた獰どう猛もうな視線を受けて、結希は羞しゆう恥ちのあまりきつく目を閉じた。

　が、泉水の視線からは逃れられない。むしろ目を開けていたときよりも強く感じてしまう。

　我が慢まんできずに腰が卑ひ猥わいに揺れた。中心にある性器も淫らに揺れ動く。

「見ないで、見ないで」

　すすり泣いて懇こん願がんすると、どうして、と泉水が甘く問う。

「こんなにどこもかしこもとろとろで、いやらしくて、食べてしまいたいほどかわいいのに、見ちゃだめなのか」　>>>♥

　食べてしまいたい、という言葉に、ふいに泉水が料理を食べる映像が脳のう裏りに浮かんだ。

　形の良い唇から覗のぞく、きれいに並んだ真っ白い歯。口の端についた玉子サンドの玉子を、ぺろりと舐なめとる桃もも色いろの舌。

　今まで何とも思わなかったそれらが、ひどく扇せん情じよう的に感じられた。

　あの歯で嚙かまれて、あの舌で舐められる。

「あ、あっ、やぁ……！」

　またしても大量の欲の蜜があふれ出した。がくがくと腰が揺れる。

　蜜も淫らな動きも止められない。

「感じやすいんだな。かわいい」

　情欲が滲んだ声が囁ささやくと同時に、強い力で擦られた。

　ひとたまりもなく、掠れた声をあげて達する。刹せつ那な、迸ほとばしったものが腹や胸に飛び散った。その感触にも感じて、断続的に嬌声を漏もらしてしまう。

　頭の中は真っ白だった。気持ちよすぎて何も考えられない。

　はあはあと荒あらい息を吐はいていると、ちゅ、と唇くちびるの端にキスをされた。

「気持ちよかっただろ？」

　優やさしく問われて、ん、と結希は素す直なおに頷いた。

　取り繕つくろったり噓うそをついたりする余よ裕ゆうは欠片かけらもない。

　泉水はまた唇にキスをしてくれた。情欲を煽あおる深いキスとは異なる、愛いとしさを伝えてくるキスだ。嬉うれしくてたまらなくて、自然と頰が緩ゆるむ。

　そっと目を開けると、涙なみだで滲んだ視界に笑えみを浮うかべた美しい顔が見えた。

　端たん整せいな面おも立だちは上気し、額にはうっすらと汗あせが滲んでいる。見下ろしてくる漆しつ黒こくの瞳ひとみは燃えるようだ。

　泉水さん、俺に欲情してくれてる。

　ぞく、と背筋に寒気にも似た甘い痺しびれが走った。かろうじて声は抑えたものの、体は震ふるえてしまう。

　その動きをどう捉とらえたのか、結希、と泉水が愛いとしげに呼ぶ。

「もっと、気持ちよくしてやるからな」

「もっと……？」

「ああ、もっとだ」

「や……、もういい、もういいです」

　結希は力なく、しかし何度も首を横に振ふった。

「気持ちいいのは嫌いやか？」

「嫌じゃない、けど……、俺、きっと、おかしく、なっちゃうから……」

「おかしくなってもかまわない」

「だめ、だめです……。泉水さん、嫌になるかもしれないし……」

　本気で心配しているというのに、泉水はさも嬉しげに笑った。

「嫌になんかならない」

「うそ、噓だ」

「噓じゃない。僕はもっと、おまえがおかしくなったところが見たい。見せてくれ」

　熱っぽく囁いて、泉水はまた唇にキスをした。ん、と声をあげた結希にかまわず、顎に、喉のどに、鎖さ骨こつに、ぷくりと膨ふくれた乳ち首くびに、連続して口づける。ぴく、ぴく、とキスをされる度たびに小さく反応する結希を宥なだめるように、腰こしや腿ももを撫なでまわす。

　泉水の唇の柔やわらかな感触と熱い掌てのひらの感触に、結希は喘いだ。

　やっぱり、触さわられるだけでおかしくなってきてる。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、泉水の手が内腿を撫でた。そのまま尻しりへと下りた指が、谷間にたどり着く。快楽でわずかに綻ほころんだ窄すぼまりを指先で弄られ、結希は反射的に身をよじった。

「やっ、いやだ、そんなとこ……！」

「怖こわがらなくて大だい丈じよう夫ぶだ。ここに、気持ちいいところがあるから」

　そうじゃなくて汚きたないから、と言おうとしたが、ぐ、と中へ指を押し込まれて息がつまった。

　泉水さんの指が、あんなとこに入ってる……！

「だめ、泉水さ、は、あぁっ……」

　指に潤じゆん滑かつ剤ざいでも塗ぬられていたのか、泉水の長い指は根元まで入ってしまった。

　少しも気持ちよくない。たった一本なのに強烈な違い和わ感かんだ。

　全すべての内臓を圧あつ迫ぱくされているかのようにひどく苦しくて、思わず歯を食いしばる。

「力を抜け、結希」

「無理、無理……、抜いて……！」

　冷や汗が全身に滲にじむのがわかって、結希はきつく目を閉じた。

　次の瞬しゆん間かん、すっかり萎なえていた性器を柔らかく擦こすられる。たちまち痺れるような快感がそこから全身に広がった。

　その波を受けて、泉水の指を飲み込んだ内部がさざめく。

　指の形をまざまざと実感させられて、あ、と結希は声をあげた。

「だめ、触んないで……！」

「でも、また勃ってきてるぞ」

「い、泉水さんが、触るからだろ……、あ、ん」

　どうにか愛あい撫ぶを止めようとしたものの、指先が震えてうまくいかない。泉水の手の甲こうを撫でただけで終わってしまう。

　性器への愛撫に合わせて、中の指も少しずつ動き出した。固い内ない壁へきを解ほぐすように小刻みに撫でたかと思うと、ゆっくりと抜き差しをくり返す。

　気持ちが悪い。しかし同時に、凄すごく気持ちがいい。

　初めての感覚に翻ほん弄ろうされ、結希はシーツを握にぎりしめてすすり泣いた。

「は、はあ、う、んう」

「いい子だな、結希。もう少し、我慢だ」

　泉水の指の動きが滑なめらかになってきて、そこが次し第だいに緩んでくるのがわかった。

　ちょっとだけ、楽になったかも……。

　頭の片かた隅すみでぼんやりとそう思ったまさにそのとき、泉水の指が一点を強く押した。

　刹那、今まで感じてきた快感とは全く別の、鋭するどく尖とがった快感が腰を直ちよく撃げきする。

「あっ……！」

　あまりに強い快感に、結希は背を弓なりに反らした。泉水の掌の中で息づいていた性器から、ぴゅく、と雫しずくが飛ぶ。

「ここだな？」

　結希が返事をする前に、泉水はその場所を連続して押した。

「あっ、やだっ、そこ、だめ……！」

　鋭い快感から逃のがれようとシーツを蹴けるが、大きく開かされた足には力が入らず、ただかき乱しただけで終わってしまう。

　無意識のうちに腰がくねり、またしても立ち上がった性器が淫みだらに揺ゆれ動いた。先せん端たんから飛び散ったものが、己おのれの腹や胸を濡ぬらす。

「ん、ぁん、あぁ」

「気持ちいいな、結希」

　低く甘い声で囁かれ、ぎゅうと己の内部が泉水の指を締しめつけるのがわかった。しかし次の瞬間には淫らに蠢うごめいて、更さらなる愛撫をねだる。

　泉水は充じゆう分ぶんに応こたえてくれた。指を増やして感じる場所を擦りつつ、中を思う様かき乱す。鍵けん盤ばんを正確に、速く叩たたく力を持った強きよう靭じんな指は少しも休まない。泉水の指が動く度、潤滑剤が卑ひ猥わいな音をたてる。

　解され、蕩とろかされたそこが熱くてたまらなかった。気持ちよすぎて苦しい。

「あは、あっ、も、や」

「嫌か？」

「やだ、や、お、おかしく、なる」

「おかしくなっていい」

「や、だめ、だめ……！」

　感じる場所をまた擦られて、悲鳴のような嬌きよう声せいをあげてしまう。

　顎あごが上がり、がくがく！　と腰が激しく揺れた。限界まで膨らんだ性器から、またしても先走りが飛び散る。達したいのに、直接の刺し激げきがないので達することができない。

「も、いや、やぁ……！」

　すすり泣いて訴うつたえると、いつのまにか三本にまで増えていた指がゆっくりと引き抜ぬかれた。内壁を擦られる感覚に、あぁ、とため息まじりの嬌声が漏れる。

　やっと終わった……。

　ようやく苦痛に近い快楽から逃れられると思ったのも束つかの間、内側が激しい収縮と弛し緩かんをくり返した。失ったものを恋こいしがるようにきつく締まったかと思うと、艶なまめかしく綻ぶ。骨太な指を三本も受け入れていたせいか、完全に閉じきれず、ひくひくと喘あえぐように口を開いた。どうにか止めようとするが、力が全く入らない。

「あ、なんで……？」

　そこがどうなってしまったのか、手を伸のばして確かめようとしたそのとき、両の膝ひざを強い力で持ち上げられた。折り畳たたまれたような体勢になり、淫らに蠢くその場所や、性器の下の膨らみが外気にさらされる。

「やっ……！」

　あまりに卑猥な格好に、結希は思わず足をばたつかせた。

　しかし結希の膝の裏を支える泉水の腕うではびくともしない。

　今し方まで思う様愛撫していたその場所に、熱い視線が注がれた。

「ああ、凄く動いてる。いやらしいな」

「う、だめ、見んな……！」

「どうして。おまえが僕をほしがってる証しよう拠こだ」

「そんな、そんなことっ……」

　ない、とは言えなくて、結希は喘いだ。

　だって俺は、泉水さんがほしい。

　涙なみだで曇くもる視界に映った泉水の上半身は裸はだかだった。ジムで鍛きたえているだけあって引きしまっている。滑らかな肌はだはうっすらと赤く染まっており、彼がこれ以上ないほど欲情していることを示していた。

　もう一度、泉水にかき乱されたい。

　その強い願いが伝わったかのように、泉水の視線にさらされたそこが淫らに綻ぶ。

「入れるぞ、結希」

　ひどく優やさしいのに、いつにない獰どう猛もうさを感じさせる声で言われたかと思うと、後ろに大きな熱があてがわれた。返事をする前に、それはじわじわと中へ侵しん入にゆうしてくる。

「あっ、いた、痛いっ……」

　想像以上の圧あつ迫ぱく感かんと痛みに耐たえきれず、結希はじたばたと足を動かした。

「こら、暴れるな……。もう少し、だから」

「やだ、抜ぬいてっ……」

　懇こん願がんする間にも、大きな熱は体の奥へと進む。

　もう止まるか、今止まるかと期待するが、一向に止まらない。

「や、いや、お腹なか、お腹壊こわれる……！」

　すすり泣いて訴えると、ようやく泉水は動きを止めた。

　めちゃくちゃ痛い。物もの凄すごく苦しい。それに熱い。

　特にいっぱいに拡ひろげられたそこは、熱く痺しびれていた。硬かたくて大きな欲望の塊かたまりを受け入れた腹の中も燃えるようだ。力強く脈打つ動きが直接伝わってきて、たまらなくなる。

「結希」

　熱を帯びた声で呼んだ泉水は、結希の下腹を優しく摩さすった。

　そこを占せん拠きよしている泉水を外からも意識させられて、あぁ、と色めいた嬌声が漏もれ出る。

「ここに、僕がいる。わかるか？」

「ん……」

「僕と、つながってるんだ」

　こく、と結希は頷うなずいた。

　そうだ。俺は今、誰だれにも触さわられたことがない体の深いところで泉水さんとつながってる。

　刹せつ那な、泉水を余すことなく包み込んでいた場所が艶めかしく蠢いた。

　意思とは関係のない動きに、ため息のような嬌声があふれる。

　泉水はといえば、肉食の獣けものの如ごとく低くうなった。

「……動くぞ。ゆっくり、するからな」

　またしても返事をする前に、泉水は動き出した。

　言葉通りにゆっくりと抜かれて、ぞわぞわ、と背筋に寒気に似た快感が走った。内壁が絡からみついて引き止めようとする。その動きが新たな快感を呼ぶ。

「あ、あう、だめ、抜いちゃ……、あ、あーっ……！」

　ぎりぎりのところまで引き抜かれたそれは、再びゆっくりと侵入してきた。

　一度は閉じた場所を押し開かれる感かん触しよくは、息苦しい反面、目がくらむほど気持ちがいい。

「は、ぁあ、だめ、だめ」

　またしてもゆっくりと引き抜かれて、掠かすれた嬌声をあげる。

　かと思うと、今度は弱い場所を擦こすりながら奥深くまで貫つらぬかれた。

　そうして緩ゆるやかに、しかし官能を確実に煽あおる艶めかしい抜き差しをくり返す。

「だめっ……、だめって、言ったのに……！」

「じゃあ、じっとしてようか？」

　熱っぽい声で意地悪く尋たずねた泉水は動きを止める。

　たちまち物足りなくなった。蕩けた壁かべを擦ってもらわなければ、快感は半減する。抜かれるのも入れられるのも、どちらも同じくらい気持ちがいいのだと実感して、結希は自ら腰こしを揺らした。

「だめ、止まっちゃ……」

「どっちなんだ。動いてほしいのか？」

「ん、うん、動いて……、早く、動いてっ……」

　結希、と掠れた声で呼ばれたかと思うと、それまでとは比べものにならない激しさで律動が再開された。あまりに強い快感に、目の前で火花が散る。

　痛みも苦しさも消えていないが、それをはるかに上まわる快感に侵おかされ、結希は感じたままの声をあげて乱れた。　>>>♥

「結希、結希……！」

　切実に、愛いとしげにくり返し名前を呼ばれ、快感はいや増す。

　休まずに律動しながら性器を擦られ、呆あつ気けなく達した。

　ぎゅう、と収縮した内部を一ひと際きわ強く突つかれると同時に、体の奥で熱が爆ばく発はつする。

　泉水さん、俺の中でいったんだ……。

　痺れるような快感と共に震ふるえるほどの喜びを感じて、結希は甘い声を幾いく度ども漏らした。










「そろそろ出るぞ」

　背中に声をかけられて、はい、と結希は慌あわてて返事をした。

　抹まつ茶ちやのバターケーキを持って行くべきか、やめておくべきかで悩なやんでいたのだ。

　保冷バッグの中には、既すでにスタンダードなバターケーキとカボチャのケーキが入っている。ちなみにダイニングに置かれたクーラーボックスの中には、ほうじ茶が入った水すい筒とうと、めいっぱいおかずをつめた三段重が入っていた。

　昨日から今朝にかけて、結希がせっせと用意したものだ。

「どうした」

　うなっている結希が心配になったのか、泉水がキッチンに入ってくる。

「や、鉄太郎さんに抹茶のケーキは食べてもらったことがなかったから、好きか嫌きらいかわからなくて。いらないですかね」

「持って行ってやれ」

「そうですか？」

「ああ。鉄太郎もきっと気に入る」

「じゃあ持って行きます」

　結希は抹茶のケーキも保冷バッグにしまった。

　鉄太郎と別れてから約三ヶ月。これから泉水と二人で淡路島へ一いつ泊ぱく二日の旅に出るのだ。

　東京から新幹線で新しん神こう戸べまで行き、淡路島行きの高速バスに乗る。約四時間半の行程だ。

　鉄太郎さんに会えるのも嬉うれしいけど、泉水さんと旅行に行けるのも嬉しい。

　なにしろ初めての旅行なのだ。

「よし、荷作り完かん了りよう！」

　うんと頷いて泉水を見上げる。

「あっちは桜が開花したみたいですよ。今日は西日本もよく晴れるみたいだし、お花見できるといいですね」

　ああと応じた泉水は、嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　凄すごくカッコイイけど、めちゃくちゃかわいい。

　泉水に一いつ緒しよに暮らしてほしいと請こわれ、結希は一ひと月つきほど前からこのマンションにほぼ住んでいる。たまにアパートに戻もどるが、それは泉水が留守にしているときだ。ずっと鉄太郎と暮らしてきたから、一人は応こたえたらしい。

　そうして泉水の秀しゆう麗れいな面おも立だちも日常になりつつあるというのに、いまだに見み飽あきない。

　なんか前より、いろんな顔を見せてくれるようになったし。

　ピアノの調子も順調に回復している。結希も聞かせてもらったが、明らかに華はなやかさが増した。同時に、感情に深く訴うつたえかける切なさもあって、聴きき惚ほれてしまった。来月には予定通り、ニューヨークでのレコーディングを控ひかえている。

　もちろん、大学がある結希は留守番だ。泉水さんの好きな料理、いっぱい作って待ってますね、と言うと、彼はさも嬉しげに頷いた。

　ちなみにケンシンは映画デビューが決まったと報道で知った。長かった髪かみをバッサリ切って、イメージチェンジしたらしい。映画にかける思いを語っている動画を見たが、すっきりとした顔をしていた。どうやら泉水のことは吹ふっ切れたようだ。

　泉水を狙ねらっていたパパラッチはといえば、最近めっきり気配を感じない。花岡に聞いた話によると、日本で写真を撮とっても被ひ写しや体たいに靄もやがかかったようになったりブレたりして、使い物にならないそうだ。中には、カメラそのものが壊こわれてしまった輩やからも複数いるようで、日本での撮さつ影えいをあきらめる者が続出しているという。──芝右衛門の力はかなり強いらしい。

「泉水さんは忘れ物ないですか？」

「僕は大だい丈じよう夫ぶだ。ほら、コート」

　背中にまわった泉水が、コートを着せかけてくれた。

　温かな気持ちになりつつ、ありがとうございますと礼を言ってコートに袖そでを通す。

　こういうところも前と違ちがうよな。

　初めて体をつなげてからというもの、臆おく面めんもなく優やさしくしてくれるようになった。

　セックス自体は、どんどんエロくなってるんだけど……。

　泉水とするセックスは、信じられないほど気持ちがいい。

　昨夜ゆうべは、明日あした早いからと一度しかしなかったものの、その一度が濃のう厚こうだった。たっぷりと時間をかけて全身を愛あい撫ぶされた後で、背後から貫かれたのだ。両の乳ち首くびを弄るばかりで動いてくれない泉水に、結希は身み悶もだえた。やだ、や、動いて、中、擦って。力の入らない腰こしをどうにか揺ゆすってねだった。

　どうやら泉水は結希にねだられるのが好きらしく、よく焦じらされる。

　それが嫌いやではないのだから、結希も焦らされるのが好きということだ。

　なんだそれ。バカップルかよ。

　自分で自分にツッこんでから恥はずかしくなった。

　──うん、まあ、バカップルだ。

　だって泉水さんのこと、大好きだから。

　広い玄げん関かんで革かわ靴ぐつを履はいた泉水は、クーラーボックスを持とうとした。

「あ、だめだめ、それ重いから俺が持ちます。泉水さんはこっちを持ってください」

　財さい布ふやスマホが入ったトートバッグを差し出すと、泉水は受け取りつつも眉まゆを寄せた。

「タクシーまで持つだけだ」

「それでもだめです。これとこれは、俺が持ちますから」

　スニーカーを履きながら、クーラーボックスと保冷バッグを指さす。

　おもしろくなさそうな顔をした泉水に、結希は思わず笑った。背せ伸のびをして、ちゅ、と顎あごにキスをする。

「鉄太郎さんと芝右衛門さんにピアノを聴いてもらうんでしょう。せっかくだから、ベストな状態で行かないと」

「……わかった」

　渋しぶ々しぶ頷うなずいた泉水は、ふいに結希の肩かたを抱だいた。

　かと思うと背を屈かがめて唇くちびるにキスをする。

「しばらくできないから、充じゆう電でんだ」

　悪戯いたずらな物言いがくすぐったくてたまらない。

「じゃあ、もうちょっとだけ充電してください」

　ん、とわざと突き出した唇に、笑えみの形になった唇が重ねられた。








あとがき









　以前、ルビー文庫さんから出していただいた『山神様のお嫁よめさま』では、もふもふ成分が足りませんでした。今回はちゃんともふもふさせよう！　と決意して狸たぬきを登場させたのですが、結局、あまりもふもふさせられなかった気がします……。

　芝右衛門狸に関しては、左記の書しよ籍せきを参考にさせていただきました。

●加か門もん七なな海み『霊れい能のう動物館』集英社文庫

　芝しば居い好きの狸の神様って、なんだか愛あい嬌きようがありますよね。ちなみに鉄太郎は私の創作です。

　シューマンの『子供の情景』ですが、各曲のタイトルの和訳は様々あるようです。本書ではＣＤ『ホロヴィッツ・プレイズ・シューマン』（ソニー）の和訳を拝借しました。




　作中で泉水が小松菜を食べられるようになったのと同じく、幼い頃ころに苦手だった食べ物が、成長するにつれて好きになるパターンは、ときどきあることだと思います。

　私にとってはピーマンがそうです。

　子供の頃は、なんでこんな苦いもんを食べんとあかんのや……。ナポリタンもピザも酢す豚ぶたも、コレない方が美味おいしいやろ！　と心の内でつっこみながら渋しぶ々しぶ食べていました。

　それが十代の半ばくらいから、あれ？　もしかしてピーマンって意外と美味しい……？　と感じるようになり、今では好きな野菜のうちのひとつです。




　最後になりましたが、本書に携たずさわってくださった全すべての皆みな様さまに感謝申し上げます。

　編集部の皆様、ありがとうございました。特に担当様にはたいへんお世話になりました。心よりお礼申し上げます。

　素す敵てきなイラストを描かいてくださったカワイチハル先生。お忙いそがしい中、挿さし絵えを引き受けてくださり、ありがとうございました。結希も泉水もイメージ通りで、とても嬉うれしかったです。鉄太郎もかわいくて、めろめろになりました。

　支えてくれた家族。いつもありがとう。

　この本を手にとってくださった皆様。貴重なお時間をさいて読んでくださり、ありがとうございました。もしよろしければ、ひとことだけでもご感想をちょうだいできると嬉しいです。




　今現在、大変な状じよう況きようにありますが、どうぞ皆様、くれぐれもご自愛ください。

　本書がほんの少しでも、心の休きゆう憩けい所となりますように。





二〇二〇年四月　久く我が有あり加か
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